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【今月の市民】　人口142,263人　男  69,013人　女  73,250人　世帯数  62,204世帯（平成31年3月1日現在）
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赤き鯉戦士、赤き鯉戦士、

始動始動 !!!!
コザしんきんスタジアムで春季キャンプを行った
広島東洋カープ。白球に魂を込め、セ・リーグ４連覇、
３５年ぶりの日本一を目指し突き進め!!

コザしんきんスタジアムで春季キャンプを行った
広島東洋カープ。白球に魂を込め、セ・リーグ４連覇、
３５年ぶりの日本一を目指し突き進め!!
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4 　地域で健康づくりに取り組む雰囲気を高めるため、
　毎年３月７日の前後の期間に開催している「３７運動」。
　市内の37自治会では、グラウンドゴルフやカローリン
グ、体操などで体を動かしたり、医師の講話やヘルシー
クッキングなどで健康について学んだりと、医療機関や
関係団体の協力のもと、運動や食事等の健康に関する
取組が行われました。

※平成31年4月改訂「沖縄市ごみハンドブック」は、「広報
おきなわ」4月号と合わせて配布予定です。
　また、市役所１階受付カウンター、地下２階 環境課及び
各自治会でも受け取ることができます。

みんなで仲良く健康づくり ３７ 運動
（さんなな）

泡瀬第三自治会は「ＮＥ
Ｗスポーツ体験！カロー

リング」

初体験の方も次第に慣れ
、一投ごとに声援を受け

、楽しく

体を動かしていました。

古謝自治会は「足
の健康」

靴が原因で起こ
る足のトラブル

や靴の選び

方などを理学療
法士の講話から

学びまし

た。皆、普段履い
ている靴と足に

良い靴を比

べながら、真剣に
話を聞いていま

した。
大里自治会は「動作法体験」肩こりや膝・腰痛になる体のしくみを学び、痛むところに負担をかけない体の動かし方に、驚きと笑顔があふれました。

胡屋自治会は「楽しくエクササイズ」音楽と講師の声に合わせて手足を大きく動かす運動に、息が切れそうになりながらも最後まで笑顔で体験しました。

平成31年4月1日から家庭ごみの分け方・出し方が変わります。（一部変更）

草木を資源として
毎週水曜日に定期収集します。
一度に出せる量が、袋または束合わせて
「２点まで」から「６点まで」となります。
７点以上は受付となりますのでご注意ください。

※資源として収集するため、草木以外は入れないでください。
※45ℓ以内の透明袋（中身が確認できる袋）で出せます。

※赤字は変更箇所です。お住まい地域のご確認をよろしくお願いします。

受付専用電話：938－5371（平日 午前8:30～午後5:15）

問合せ／環境課　内線（２２２３～２２２６）

粗大ごみ 有害ごみ
ふとん、シーツ、ござ等は粗大ごみ
となります。

※電池がもやせないごみから有害ごみ
に変わります（アルカリ・マンガンのみ）

※50㎝未満に
切って指定ごみ
袋に入ったら
もやせるごみ

受付専用電話 938-5371
（平日午前8:30～午後5：15）

透明袋

電池パック・充
電式電池・ボタ
ン電池は販売店
へお問い合わせ
ください。

充
電
式

家庭ごみの収集曜日

地　域

月・木
池原、登川、知花
松本、明道、八重島
美原、美里1～6丁目

越来、城前町、嘉間良
住吉、中央、上地

照屋、室川、仲宗根町
安慶田1～4丁目
胡屋1丁目

安慶田5丁目、胡屋7丁目
与儀、比屋根、高原
泡瀬1～4丁目、大里1丁目

泡瀬5～6丁目、大里2丁目
字大里、海邦町、海邦、桃原
古謝、古謝津嘉山町、東
宮里、字美里、美里仲原町

諸見里、山里
山内、南桃原

園田、久保田
胡屋2～6丁目

水

木

木

水

金

金

金 水

金

火

火

水

水

木

月

月・木

月・木

月・木

火・金

火・金

火・金

もやせるごみ
（指定ごみ袋）

もやせないごみ
（指定ごみ袋）

草木類
（透明袋）

かん
（透明袋）

びん
（透明袋）

紙類
（縛る）

有害ごみ（透明袋）

ペット
ボトル
（透明袋）



　
第
4
0
2
回
沖
縄
市
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
関
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
、
沖
縄
市
は
、
昭
和
49
年

の
コ
ザ
市
と
美
里
村
の
合
併
か
ら
市

制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
誕
生

か
ら
半
世
紀
へ
と
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
ご
英
断
と
市
民
の
不
断

の
努
力
が
実
り
、
本
市
の
画
期
的
な

輝
か
し
い
発
展
が
展
望
さ
れ
ま
す
。

　
中
城
湾
港
を
臨
む
海
浜
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
県

内
最
大
級
の
ビ
ー
チ
が
完
成
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
歓
喜
す
る
風
景
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
拓
く
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
中
心
市
街
地
を
擁
す
る
内

陸
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
性

化
の
旗
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音

楽
を
基
調
に
、
集
い
・
に
ぎ
わ
う
本

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
が
、内
外
か
ら
の
誘
客
で
躍
動
し
、

ま
た
、
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
つ

が
い
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
逞
し

く
成
長
し
、そ
び
え
立
つ
岩
山
か
ら
、

日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
へ
の
号

砲
の
ご
と
く
雄
叫
び
を
あ
げ
る
、
そ

の
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
礎
に
、
潜
在
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
せ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
住
み
続
け

た
い
沖
縄
市
を
実
現
さ
せ
る
決
意

で
、
市
制
施
行
45
周
年
の
節
目
の
市

政
運
営
へ
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
に
向

け
、
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
始
め
と
す
る
一
人
ひ
と
り

の
人
材
の
質
を
高
め
る
「
人
づ
く
り

革
命
」
の
推
進
や
、
成
長
戦
略
の
核

と
な
る
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
景
気
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
、
沖
縄
県
は
、
国
の
経

済
政
策
と
連
動
し
た
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
の
供
用
開
始
を
見
す
え
た

内
外
か
ら
の
航
空
路
線
の
拡
充
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
好
機
と
捉
え
た
訪
日

外
国
人
の
誘
客
等
へ
の
取
組
み
を
積

極
的
に
展
開
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
貧
困
問
題
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
ま

ち
な
か
に
立
地
し
複
合
的
な
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
地
域
活
性
化
の
牽
引
役
と

し
、
好
調
に
推
移
す
る
観
光
関
連
産

業
の
成
長
の
機
会
を
確
実
に
捉
え
、

企
業
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め

る
流
れ
に
繋
げ
る
こ
と
と
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
福
祉

と
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
観
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
音
楽
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
感
動

体
験
を
共
有
す
る
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

が
、
忽
然
と
輪
郭
を
現
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
活

力
あ
る
将
来
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
人
気
選
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ 

オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
が
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
夢
の
祭
典
が
県
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
・
県
民
が

誇
り
や
希
望
を
持
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
2
0
2
3

年
F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、

地
域
企
業
や
関
係
団
体
の
強
み
を
活

か
す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
J
3
優
勝
と
J
2
昇
格

を
決
め
た
F
C
琉
球
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
３
連
覇
や
、
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
進
出
な
ど
の
躍
進
が
、

ま
ち
に
大
き
な
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

が
迫
り
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上

が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
本
格
的
な
動
物
園

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
区
域
の
拡
張
を
本
格
的

に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
驚
き
や
感
動

を
あ
た
え
る
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
完
成
す
る
ラ
イ
オ
ン
舎

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
仲
間
入

り
し
た
２
頭
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
な
ど
、
個
性
的
な
展
示
手
法
に
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
物
展
示
の
充
実
に
向
け
、

内
外
の
動
物
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
夜
間

に
お
け
る
沖
縄
観
光
の
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
を
図
り
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
全
国

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
を
目
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　「
潮
乃
森
」

と
し
て
誕
生
し
た

東
部
海
浜
開
発
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
最
大
級

の
約
１
㎞
に
お
よ
ぶ
人
工
ビ
ー
チ
の

供
用
開
始
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
広
く
周
知

さ
れ
、
市
内
企
業
に
よ
る
年
末
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
東
海
岸
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す

る
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
土
地
利
用
計
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に

熱
気
を
帯
び
る
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
況
を

背
景
に
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
広
場
の
工
事
着
手
が
い
よ

い
よ
視
野
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
日
常
的
に
触

れ
合
え
る
拠
点
と
し
て
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
環

境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
て
い
る
若

年
妊
産
婦
に
光
を
当
て
、
居
場
所
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
や
こ
ど
も
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
産
後

の
育
児
不
安
を
和
ら
げ
る
支
援
や
拠

点
型
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
定

員
拡
大
や
保
育
人
材
の
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機
会

の
創
出
や
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
・

技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
外

で
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的
な
人

材
へ
の
投
資
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
認
知
症
対
策
や
高
齢

者
の
感
染
症
対
策
の
拡
充
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
や
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
担
保
し
、
自
立
を
希

望
す
る
方
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
充

実
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
業
・
医
療
・
住
宅
等
が
集

積
す
る
複
合
施
設「
パ
ー
チ
ェ
山
里
」

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
環
境
の
機

能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道

3
3
0
号
沿
線
の
拡
幅
整
備
促
進
や

セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
双
方
向
通

行
整
備
を
す
す
め
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
沖
縄
を
象
徴
す
る
ま

ち
と
形
容
さ
れ
る
本
市
に
あ
っ
て
、

歴
史
を
刻
む
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
、

歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
沖
縄
市
戦

後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

や
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
文
化
を
次
代

へ
着
実
に
継
承
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
設
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
ざ
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊

誘
導
、
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
や
、
コ
ザ
十
字
路
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
人
材
の
輩

出
や
企
業
集
積
に
向
け
、
商
店
街
に

お
け
る
拠
点
施
設
に
お
い
て
、創
業
・

起
業
支
援
お
よ
び
I
C
T
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
備
え
と
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

機
能
を
有
す
る
公
園
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
地
域
住

民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通
学
路

等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な

ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
回
遊
性
や
交
通
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
北
部
・
東
部
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
道

路
交
通
を
図
る
た
め
、
市
道
の
整
備

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
沖
縄
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
周
辺
の
交

通
渋
滞
や
登
川
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や
市

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
衛
省
、
沖
縄
防
衛

局
、
市
で
構
成
す
る
移
設
に
関
す
る

協
議
会
を
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
連

協
や
軍
転
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
米
軍
や
米
軍
属
に
よ
る

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
は
、
国
等
と
の
信
頼
関
係
を
も

と
に
、
地
方
自
治
体
の
知
恵
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
を
源
泉
に
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
制
度

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
行
動
で
、
わ
が
ま
ち
の
活
力
の
創

出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
は
じ
め
に
「
平
和
を
創
り
　か
お
り

高
い
文
化
を
発
信
す
る
ま
ち
」
で
す
。

　
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
ぬ
よ
う
、
沖
縄
市
民
平
和
の
日
記
念

行
事
、
平
和
大
使
の
長
崎
県
へ
の
派
遣

や
平
和
月
間
に
お
け
る
各
種
事
業
を
お

こ
な
い
、
平
和
を
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沖
縄
市
戦
後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

グ
ッ
ズ
の
製
作
や
企
画
展
を
充
実
す

る
な
ど
、
戦
後
文
化
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
お
き
な
わ
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
を
継
承
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
文
化
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
舞
台
公
演
や
地
域
の
芸
術
分

野
を
担
う
若
者
が
主
体
と
な
る
育
成
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
沖

縄
市
民
会
館
の
改
修
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
歴
史
的
価
値
の
認
識
に
向

け
、
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
市
史
資
料
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
た

め
、「
沖
縄
市
史
」
第
５
巻
移
民
編
の

発
刊
に
向
け
た
調
査
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
新
た
に
「
沖
縄
市
史
」
第

５
巻
戦
争
編
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
郷
土
資
料
等
の
図

書
資
料
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向
け
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
活
動
の
充
実
に
向

け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
兄
弟
・
姉
妹
都
市
と
の
市
民
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
東
海
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
米
沢
市
へ
の

伝
統
芸
能
団
体
の
派
遣
や
豊
中
市
と

の
相
互
訪
問
な
ど
、
各
種
交
流
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成

や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
多
言
語
に
よ

る
相
談
や
各
種
語
学
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
移
住
者
子

弟
研
修
生
の
受
入
れ
お
よ
び
海
外
姉

妹
都
市
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

の
推
進
を
図
る
た
め
の
留
学
支
援
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
強

化
お
よ
び
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
軽
貨
物

自
動
車
の
購
入
や
こ
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
図

書
の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
に
必

要
な
備
品
等
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
里
自
治
会
公
民
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
等
供

用
施
設
等
の
消
防
用
設
備
改
修
工
事
お

よ
び
泡
瀬
第
二
自
治
公
民
館
の
空
調
改

修
工
事
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
未
来
に
輝
き
　世
界
に
は

ば
た
く
　こ
ど
も
の
ま
ち
」
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
場
で
あ
る
沖
縄
市
こ
ど
も

議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
か
か
る
提
供
体
制
の
確
保
等
を
図
る

た
め
、
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
整
備
に
向
け
て
新
た

に
相
談
窓
口
を
設
け
、
適
切
な
機
関

へ
の
移
行
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
療
育
支
援
事
業
「
き
ら
き
ら
」

お
よ
び
児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
つ

く
し
園
」
に
お
い
て
、
親
子
の
愛
着

形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
な
ど
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
経
済

的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
結
び
つ
く

資
格
取
得
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
育
児
相

互
援
助
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
つ
ど
い
の
広
場
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
産
後
う
つ
や

育
児
不
安
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
結
ぽ
〜

と
」
に
お
い
て
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
全
数
把
握
や
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
妊
産
婦
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
社
会
か
ら
の
孤
立
化

を
防
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
の

出
産
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
指
導
や
就
学
支
援
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
お

よ
び
子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
小
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
現
物
給
付
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
を
支

援
し
、
定
員
数
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
応
援
や
保
育
士

試
験
対
策
講
座
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、保
育
士
の
正
規
雇
用
化
や
年
休
・

休
憩
取
得
を
支
援
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
泡
瀬
保
育
所
の
供
用
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
知
花
保
育
所
の
建

替
え
に
か
か
る
基
本
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
所
す
る
児
童
の
健

全
な
発
育
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
給
食
費
な
ど
の
運
営
費
お

よ
び
施
設
改
修
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
促
進
な

ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）

美
里
中
学
校
区
児
童
館
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
等

を
お
こ
な
う
自
治
会
お
よ
び
運
営
団

体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
通
し
て
、
特

に
手
厚
い
専
門
的
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
ど
も
お
よ
び
保
護
者
を
支
援
す

る
居
場
所
と
し
て
、
新
た
に
「
拠
点

型
こ
ど
も
の
居
場
所
」
を
設
置
し
、

生
活
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
支

援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
を
は
じ
め
、（
仮
称
）
美
東
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、（
仮

称
）
高
原
小
学
校
内
公
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
（
仮
称
）
越
来
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
高
原
幼
稚
園
、
諸
見
幼
稚

園
お
よ
び
北
美
幼
稚
園
に
お
い
て
給
食

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
越
来
幼
稚
園
、
コ
ザ
幼

稚
園
、
美
里
幼
稚
園
お
よ
び
美
原

幼
稚
園
の
配
膳
室
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
へ
学
習
支
援
員
等
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
放
課
後
学
習
支
援
教
室
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
検
定
試
験
受
験
料

の
助
成
や
科
学
に
関
す
る
出
前
講
座

等
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推
進
計

画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
学
生
を
対
象
に
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
海
外
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

派
遣
対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
補

助
者
等
の
配
置
や
合
理
的
配
慮
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
巡
回
訪

問
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
日

本
語
指
導
や
教
育
相
談
等
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
の
課

題
解
決
に
向
け
、
小
学
校
に
お
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
・
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
相
談
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
学
校

に
お
い
て
心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

生
徒
の
悩
み
相
談
や
学
校
支
援
教
育

補
助
者
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
緒
的
な
要
因
に
よ
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、
適
応
指
導

教
室
「
す
だ
ち
」
等
に
お
い
て
、
学

習
支
援
や
教
育
相
談
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
学
等
へ
の
進
学
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
や
民

間
企
業
と
の
連
携
を
す
す
め
る
沖
縄

市
育
英
会
の
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
、
修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
お
よ
び
教

員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
教
育
研
究

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
教
育
研
究
所

の
解
体
工
事
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
い

た
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
第
２
調
理
場
の
改
築
に
向

け
基
本
実
施
設
計
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
お
よ
び
調
理
機
器
の
更
新
等
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
学
校
給
食
費
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外

大
会
派
遣
の
支
援
対
象
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
東
海
市
お
よ
び
阿
智
村

と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
や
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外

招
待
交
流
試
合
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
慶
田
幼
稚
園
の
園
舎
新

増
改
築
工
事
お
よ
び
島
袋
幼
稚
園
・

美
東
幼
稚
園
の
新
増
改
築
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
美
原
小
学
校
の
新
増
築
に
向
け

た
実
施
設
計
、
室
川
小
学
校
の
屋
外

運
動
場
の
改
修
工
事
、
安
慶
田
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
美
東
小
学

校
・
越
来
小
学
校
の
校
舎
新
増
改
築

工
事
や
宮
里
中
学
校
の
校
舎
新
増
改

築
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
つ
き
ま
し
て

は
、
魅
力
的
な
施
設
整
備
に
向
け
、

ク
マ
舎
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
推
進
し
、
内
外
か
ら
の
誘
客
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
区
域
の
拡
張
に
向
け
、

用
地
鑑
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
少
年
指
導
員
に
よ
る
巡
回

指
導
や
青
少
年
教
育
相
談
指
導
員
に

よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
若

者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
心
が
ふ
れ
あ
い
　安
心
の

輪
で
つ
な
が
る
ま
ち
」
で
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
教
室

や
人
権
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
人

が
個
性
お
よ
び
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発

紙
「
き
ら
め
き
」
の
発
行
や
パ
ネ
ル

展
の
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
地
域
型
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
等
に

関
す
る
相
談
支
援
や
成
年
後
見
制
度

の
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
充

実
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
や
お
き

は
く
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
食
育

に
関
す
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
識
づ
け
、
動
機
づ
け

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
試
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
特
定
保
健

指
導
実
施
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防
に
向
け
、
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）
登
録
医
数
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま
で
５
歳

ご
と
の
市
民
を
対
象
に
、
定
期
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
険
料
を
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
世
代
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る

個
別
相
談
や
定
着
支
援
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
講
座
等
の

開
催
に
よ
り
、
若
年
者
の
就
業
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
脳
ド
ッ
グ
費
用
、
は
り・き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
お
よ

び
葬
祭
費
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
個
々
の
状
態
に
沿
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
就
労
支
援
や

住
居
の
確
保
な
ど
、
生
活
保
護
受
給

に
至
る
前
段
階
で
の
自
立
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
生
の
高
校

進
学
に
向
け
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
保
護
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
人
と
資
源
を
活
か
し
　産

業
の
力
づ
よ
い
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」
で
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
K
O
Z
A 

W
E
B
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
市
」
の
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
修
学
旅
行

や
広
域
連
携
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
、
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
施
策
を
考
え
る

上
で
の
課
題
把
握
や
事
業
効
果
分
析
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
観
光
に
関
す

る
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
沖
縄
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多
目

的
広
場
の
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承

発
展
に
向
け
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
エ
イ
サ
ー
ナ
イ

ト
や
地
域
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
開

催
お
よ
び
エ
イ
サ
ー
団
体
の
県
外
派

遣
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
エ
イ
サ
ー
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
展
示

内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
本
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
F
C
琉
球
お

よ
び
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
、

サ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
式
戦
開
催
時
の
環

境
整
備
や
市
内
の
応
援
機
運
醸
成
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
や
大
会
開
催
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に

向
け
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
を
と
お
し
て
継
続

的
な
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た
め
、
音

楽
月
間
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
多
彩

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
に
お
け

る
音
楽
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
産
業
の
可
能
性
を
調

査
す
る
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
「
お
ん
が

く
村
」
に
お
い
て
、
本
市
の
豊
富
な

音
楽
資
料
を
整
理
収
集
し
、
常
設
展

示
お
よ
び
企
画
展
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
戸
建
や
共
同

住
宅
な
ど
新
た
な
住
宅
整
備
に
か
か

る
除
却
費
用
を
支
援
し
、
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
店
街
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
改
修
お
よ
び

近
隣
駐
車
場
の
利
用
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、銀
天
街
の
活
性
化
に
向
け
、

商
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
意
見
聴
取

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、創
業
・

起
業
を
志
す
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
等
の
実
施
に
よ
る
I
C
T
人
材
の

育
成
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、情
報
関
連
産
業
や
宿
泊
施
設
等
、

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
業
種

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
市
雇
用
促
進
等
施
設「
B
C
コ
ザ
」

や
本
市
I
T
施
設
等
へ
の
企
業
誘
致

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
知
花
花
織
の
担
い
手
育

成
や
沖
縄
市
工
芸
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
る
各
種
工
芸
の
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
沖
縄
市
産
業
ま
つ

り
の
開
催
を
支
援
し
、
生
産
者
の

意
欲
の
高
揚
お
よ
び
市
民
の
市
産

品
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
物
流
の
促
進
や
定
期
航
路
の

開
設
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に

対
す
る
支
援
や
遊
休
地
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
家
相
互
の
交
流
や
技
術
提
供

等
の
促
進
を
図
る
た
め
、
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、畜
産
環
境
の
保
全
に
向
け
、

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
抑
制
お
よ
び

堆
肥
化
設
備
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、

浮
魚
礁
の
設
置
や
漁
船
装
備
品
の
近

代
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
貝
・
稚
魚
の
種
苗
放
流

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
回
復
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
に
や
さ
し
く
　安
全

で
安
心
な
く
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
」

で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
草
木
類
の
分
別
回
収
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
与
儀
地
区
の
里
道
を
活
用
し
た

緊
急
避
難
通
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
お
よ

び
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
A
E
D
の
設
置
拡
充
や
応
急
手

当
講
習
会
を
開
催
し
、
市
民
の
自
主

救
護
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜

間
に
お
け
る
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
保
安
灯
の
新
設
・
L
E
D

化
お
よ
び
台
帳
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム

化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
負
担

す
る
保
安
灯
電
気
料
金
を
支
援
し
、

防
犯
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向

け
、
消
費
者
相
談
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
お
よ
び
消

費
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費

者
月
間
パ
ネ
ル
展
や
出
前
講
座
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
う
る
お
い
あ
る
　快
適
な

空
間
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」で
す
。

　
中
の
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
換
地
指
定
に

向
け
換
地
設
計
を
実
施
し
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
の
町
地
区
を
含
む
胡
屋

十
字
路
周
辺
に
お
い
て
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
か
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
安
慶
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
等
を
す
す
め
、
良

好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
3
3
0
号
沿
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
国
道
の
拡
幅
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
地
の
活
用
を
担
う
民
間

活
力
の
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
美
里
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償
や

区
画
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
の
形
成
お
よ
び
宅

地
の
利
用
価
値
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・
プ

ラ
ザ
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

返
還
後
の
円
滑
な
土
地
利
用
を
見
す

え
、
公
有
地
確
保
の
た
め
先
行
取
得

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
管
等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
促
進

お
よ
び
公
共
用
水
域
を
保
全
す
る
た

め
、
大
里
地
区
お
よ
び
山
里
・
久
保

田
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
東
部
海
浜
汚
水
幹
線
の
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
施
設
全
体
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
本

地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

や
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
維
持
管
理
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
健
全
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
水
路
の
境
界
確

定
復
元
測
量
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
居
の
供
給
に
向

け
、
泡
瀬
市
営
住
宅
の
第
１
期
外

構
工
事
や
第
２
期
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

美
里
市
営
住
宅
の
基
本
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
促
進
に
向

け
、
管
理
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
民
間
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を
整
備
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ビ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
観
光
拠
点

の
創
出
を
含
め
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
企

業
誘
致
P
R
動
画
を
制
作
す
る
と
と

も
に
、
東
部
大
花
火
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
お
よ
び
緑
の

創
出
を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
運
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新

た
に
市
道
こ
ど
も
の
国
線
に
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
植
樹
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
緑
と
花
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
憩
い
の
場
を
目
ざ
し
、
美
里
第

五
公
園
お
よ
び
海
中
道
路
跡
都
市
緑

地
の
整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
比
屋
根
公
園
お

よ
び
（
仮
称
）
古
謝
公
園
の
整
備
に

向
け
調
査
等
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
防
災
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設

の
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
市
北
部
地
域
の
道
路
お
よ
び
公
園

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
池
原
公

園
再
整
備
の
第
２
期
工
事
お
よ
び
馬

場
都
市
緑
地
園
路
整
備
工
事
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
登
川
４

号
線
お
よ
び
登
川
38
号
線
の
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循

環
バ
ス
の
中
部
ル
ー
ト
お
よ
び
西
部

ル
ー
ト
の
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
北
部
お
よ
び
東
部
地
域
へ
の
公

共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
目
的
と

す
る
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
基
本
方
針
で
あ
る
沖
縄
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

見
里
山
里
線
、
諸
見
里
桃
原
線
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
物
件
移

転
補
償
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
南
植
物
楽
園
線
や
安
慶
田
中
線
等

の
道
路
改
良
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
道
の
境
界
確
定
復
元

測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
照
屋

１
号
線
道
路
占
用
物
で
あ
る
銀
天
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
解
体
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
8
1
2
億
6
0
0

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
3
0
0

億
9
8
5
3
万
5
千
円
、
企
業
会
計

に
お
い
て
45
億
6
7
1
7
万
7
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
お

り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど

が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
の
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化

に
向
け
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
が
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
歳
出
で
は
、

福
祉
や
医
療
等
の
義
務
的
経
費
が
毎

年
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
情
報
通
信

技
術(

I
C
T)

に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な
ど
、
さ
ら
な
る
民
間
能
力
の
活
用

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

民
間
事
業
者
等
を
選
定
し
、
な
か
で

も
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
健
全
化
と
さ
ら
な
る
透
明
性

の
確
保
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0

年
４
月
の
上
下
水
道
事
業
組
織
統
合

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
役
所
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昼
食
時

間
帯
の
窓
口
業
務
を
全
庁
で
本
格
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
対
応
や
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
取
り
組

み
に
向
け
、
柔
軟
で
機
能
的
な
組
織

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
力
や
組
織
力
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
能

力
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
た
め
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
な

ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
に
向

け
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
見
す
え
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
2
0

2
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
制
施
行
の
節
目
を
迎

え
、
こ
の
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
へ
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
本
市
の
輝
か
し
い

平
成
の
次
の
時
代
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
強
く
、
そ
し
て
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
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日
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第
4
0
2
回
沖
縄
市
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
関
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
、
沖
縄
市
は
、
昭
和
49
年

の
コ
ザ
市
と
美
里
村
の
合
併
か
ら
市

制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
誕
生

か
ら
半
世
紀
へ
と
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
ご
英
断
と
市
民
の
不
断

の
努
力
が
実
り
、
本
市
の
画
期
的
な

輝
か
し
い
発
展
が
展
望
さ
れ
ま
す
。

　
中
城
湾
港
を
臨
む
海
浜
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
県

内
最
大
級
の
ビ
ー
チ
が
完
成
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
歓
喜
す
る
風
景
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
拓
く
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
中
心
市
街
地
を
擁
す
る
内

陸
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
性

化
の
旗
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音

楽
を
基
調
に
、
集
い
・
に
ぎ
わ
う
本

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
が
、内
外
か
ら
の
誘
客
で
躍
動
し
、

ま
た
、
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
つ

が
い
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
逞
し

く
成
長
し
、そ
び
え
立
つ
岩
山
か
ら
、

日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
へ
の
号

砲
の
ご
と
く
雄
叫
び
を
あ
げ
る
、
そ

の
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
礎
に
、
潜
在
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
せ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
住
み
続
け

た
い
沖
縄
市
を
実
現
さ
せ
る
決
意

で
、
市
制
施
行
45
周
年
の
節
目
の
市

政
運
営
へ
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
に
向

け
、
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
始
め
と
す
る
一
人
ひ
と
り

の
人
材
の
質
を
高
め
る
「
人
づ
く
り

革
命
」
の
推
進
や
、
成
長
戦
略
の
核

と
な
る
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
景
気
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
、
沖
縄
県
は
、
国
の
経

済
政
策
と
連
動
し
た
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
の
供
用
開
始
を
見
す
え
た

内
外
か
ら
の
航
空
路
線
の
拡
充
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
好
機
と
捉
え
た
訪
日

外
国
人
の
誘
客
等
へ
の
取
組
み
を
積

極
的
に
展
開
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
貧
困
問
題
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
ま

ち
な
か
に
立
地
し
複
合
的
な
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
地
域
活
性
化
の
牽
引
役
と

し
、
好
調
に
推
移
す
る
観
光
関
連
産

業
の
成
長
の
機
会
を
確
実
に
捉
え
、

企
業
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め

る
流
れ
に
繋
げ
る
こ
と
と
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
福
祉

と
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
観
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
音
楽
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
感
動

体
験
を
共
有
す
る
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

が
、
忽
然
と
輪
郭
を
現
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
活

力
あ
る
将
来
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
人
気
選
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ 

オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
が
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
夢
の
祭
典
が
県
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
・
県
民
が

誇
り
や
希
望
を
持
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
2
0
2
3

年
F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、

地
域
企
業
や
関
係
団
体
の
強
み
を
活

か
す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
J
3
優
勝
と
J
2
昇
格

を
決
め
た
F
C
琉
球
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
３
連
覇
や
、
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
進
出
な
ど
の
躍
進
が
、

ま
ち
に
大
き
な
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

が
迫
り
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上

が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
本
格
的
な
動
物
園

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
区
域
の
拡
張
を
本
格
的

に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
驚
き
や
感
動

を
あ
た
え
る
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
完
成
す
る
ラ
イ
オ
ン
舎

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
仲
間
入

り
し
た
２
頭
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
な
ど
、
個
性
的
な
展
示
手
法
に
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
物
展
示
の
充
実
に
向
け
、

内
外
の
動
物
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
夜
間

に
お
け
る
沖
縄
観
光
の
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
を
図
り
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
全
国

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
を
目
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　「
潮
乃
森
」

と
し
て
誕
生
し
た

東
部
海
浜
開
発
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
最
大
級

の
約
１
㎞
に
お
よ
ぶ
人
工
ビ
ー
チ
の

供
用
開
始
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
広
く
周
知

さ
れ
、
市
内
企
業
に
よ
る
年
末
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
東
海
岸
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す

る
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
土
地
利
用
計
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に

熱
気
を
帯
び
る
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
況
を

背
景
に
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
広
場
の
工
事
着
手
が
い
よ

い
よ
視
野
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
日
常
的
に
触

れ
合
え
る
拠
点
と
し
て
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
環

境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
て
い
る
若

年
妊
産
婦
に
光
を
当
て
、
居
場
所
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
や
こ
ど
も
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
産
後

の
育
児
不
安
を
和
ら
げ
る
支
援
や
拠

点
型
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
定

員
拡
大
や
保
育
人
材
の
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機
会

の
創
出
や
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
・

技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
外

で
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的
な
人

材
へ
の
投
資
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
認
知
症
対
策
や
高
齢

者
の
感
染
症
対
策
の
拡
充
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
や
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
担
保
し
、
自
立
を
希

望
す
る
方
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
充

実
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
業
・
医
療
・
住
宅
等
が
集

積
す
る
複
合
施
設「
パ
ー
チ
ェ
山
里
」

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
環
境
の
機

能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道

3
3
0
号
沿
線
の
拡
幅
整
備
促
進
や

セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
双
方
向
通

行
整
備
を
す
す
め
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
沖
縄
を
象
徴
す
る
ま

ち
と
形
容
さ
れ
る
本
市
に
あ
っ
て
、

歴
史
を
刻
む
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
、

歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
沖
縄
市
戦

後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

や
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
文
化
を
次
代

へ
着
実
に
継
承
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
設
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
ざ
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊

誘
導
、
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
や
、
コ
ザ
十
字
路
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
人
材
の
輩

出
や
企
業
集
積
に
向
け
、
商
店
街
に

お
け
る
拠
点
施
設
に
お
い
て
、創
業
・

起
業
支
援
お
よ
び
I
C
T
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
備
え
と
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

機
能
を
有
す
る
公
園
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
地
域
住

民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通
学
路

等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な

ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
回
遊
性
や
交
通
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
北
部
・
東
部
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
道

路
交
通
を
図
る
た
め
、
市
道
の
整
備

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
沖
縄
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
周
辺
の
交

通
渋
滞
や
登
川
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や
市

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
衛
省
、
沖
縄
防
衛

局
、
市
で
構
成
す
る
移
設
に
関
す
る

協
議
会
を
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
連

協
や
軍
転
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
米
軍
や
米
軍
属
に
よ
る

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
は
、
国
等
と
の
信
頼
関
係
を
も

と
に
、
地
方
自
治
体
の
知
恵
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
を
源
泉
に
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
制
度

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
行
動
で
、
わ
が
ま
ち
の
活
力
の
創

出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
は
じ
め
に
「
平
和
を
創
り
　か
お
り

高
い
文
化
を
発
信
す
る
ま
ち
」
で
す
。

　
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
ぬ
よ
う
、
沖
縄
市
民
平
和
の
日
記
念

行
事
、
平
和
大
使
の
長
崎
県
へ
の
派
遣

や
平
和
月
間
に
お
け
る
各
種
事
業
を
お

こ
な
い
、
平
和
を
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沖
縄
市
戦
後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

グ
ッ
ズ
の
製
作
や
企
画
展
を
充
実
す

る
な
ど
、
戦
後
文
化
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
お
き
な
わ
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
を
継
承
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
文
化
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
舞
台
公
演
や
地
域
の
芸
術
分

野
を
担
う
若
者
が
主
体
と
な
る
育
成
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
沖

縄
市
民
会
館
の
改
修
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
歴
史
的
価
値
の
認
識
に
向

け
、
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
市
史
資
料
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
た

め
、「
沖
縄
市
史
」
第
５
巻
移
民
編
の

発
刊
に
向
け
た
調
査
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
新
た
に
「
沖
縄
市
史
」
第

５
巻
戦
争
編
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
郷
土
資
料
等
の
図

書
資
料
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向
け
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
活
動
の
充
実
に
向

け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
兄
弟
・
姉
妹
都
市
と
の
市
民
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
東
海
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
米
沢
市
へ
の

伝
統
芸
能
団
体
の
派
遣
や
豊
中
市
と

の
相
互
訪
問
な
ど
、
各
種
交
流
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成

や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
多
言
語
に
よ

る
相
談
や
各
種
語
学
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
移
住
者
子

弟
研
修
生
の
受
入
れ
お
よ
び
海
外
姉

妹
都
市
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

の
推
進
を
図
る
た
め
の
留
学
支
援
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
強

化
お
よ
び
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
軽
貨
物

自
動
車
の
購
入
や
こ
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
図

書
の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
に
必

要
な
備
品
等
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
里
自
治
会
公
民
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
等
供

用
施
設
等
の
消
防
用
設
備
改
修
工
事
お

よ
び
泡
瀬
第
二
自
治
公
民
館
の
空
調
改

修
工
事
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
未
来
に
輝
き
　世
界
に
は

ば
た
く
　こ
ど
も
の
ま
ち
」
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
場
で
あ
る
沖
縄
市
こ
ど
も

議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
か
か
る
提
供
体
制
の
確
保
等
を
図
る

た
め
、
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
整
備
に
向
け
て
新
た

に
相
談
窓
口
を
設
け
、
適
切
な
機
関

へ
の
移
行
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
療
育
支
援
事
業
「
き
ら
き
ら
」

お
よ
び
児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
つ

く
し
園
」
に
お
い
て
、
親
子
の
愛
着

形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
な
ど
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
経
済

的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
結
び
つ
く

資
格
取
得
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
育
児
相

互
援
助
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
つ
ど
い
の
広
場
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
産
後
う
つ
や

育
児
不
安
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
結
ぽ
〜

と
」
に
お
い
て
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
全
数
把
握
や
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
妊
産
婦
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
社
会
か
ら
の
孤
立
化

を
防
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
の

出
産
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
指
導
や
就
学
支
援
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
お

よ
び
子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
小
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
現
物
給
付
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
を
支

援
し
、
定
員
数
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
応
援
や
保
育
士

試
験
対
策
講
座
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、保
育
士
の
正
規
雇
用
化
や
年
休
・

休
憩
取
得
を
支
援
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
泡
瀬
保
育
所
の
供
用
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
知
花
保
育
所
の
建

替
え
に
か
か
る
基
本
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
所
す
る
児
童
の
健

全
な
発
育
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
給
食
費
な
ど
の
運
営
費
お

よ
び
施
設
改
修
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
促
進
な

ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）

美
里
中
学
校
区
児
童
館
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
等

を
お
こ
な
う
自
治
会
お
よ
び
運
営
団

体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
通
し
て
、
特

に
手
厚
い
専
門
的
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
ど
も
お
よ
び
保
護
者
を
支
援
す

る
居
場
所
と
し
て
、
新
た
に
「
拠
点

型
こ
ど
も
の
居
場
所
」
を
設
置
し
、

生
活
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
支

援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
を
は
じ
め
、（
仮
称
）
美
東
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、（
仮

称
）
高
原
小
学
校
内
公
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
（
仮
称
）
越
来
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
高
原
幼
稚
園
、
諸
見
幼
稚

園
お
よ
び
北
美
幼
稚
園
に
お
い
て
給
食

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
越
来
幼
稚
園
、
コ
ザ
幼

稚
園
、
美
里
幼
稚
園
お
よ
び
美
原

幼
稚
園
の
配
膳
室
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
へ
学
習
支
援
員
等
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
放
課
後
学
習
支
援
教
室
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
検
定
試
験
受
験
料

の
助
成
や
科
学
に
関
す
る
出
前
講
座

等
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推
進
計

画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
学
生
を
対
象
に
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
海
外
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

派
遣
対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
補

助
者
等
の
配
置
や
合
理
的
配
慮
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
巡
回
訪

問
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
日

本
語
指
導
や
教
育
相
談
等
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
の
課

題
解
決
に
向
け
、
小
学
校
に
お
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
・
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
相
談
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
学
校

に
お
い
て
心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

生
徒
の
悩
み
相
談
や
学
校
支
援
教
育

補
助
者
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
緒
的
な
要
因
に
よ
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、
適
応
指
導

教
室
「
す
だ
ち
」
等
に
お
い
て
、
学

習
支
援
や
教
育
相
談
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
学
等
へ
の
進
学
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
や
民

間
企
業
と
の
連
携
を
す
す
め
る
沖
縄

市
育
英
会
の
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
、
修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
お
よ
び
教

員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
教
育
研
究

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
教
育
研
究
所

の
解
体
工
事
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
い

た
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
第
２
調
理
場
の
改
築
に
向

け
基
本
実
施
設
計
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
お
よ
び
調
理
機
器
の
更
新
等
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
学
校
給
食
費
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外

大
会
派
遣
の
支
援
対
象
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
東
海
市
お
よ
び
阿
智
村

と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
や
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外

招
待
交
流
試
合
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
慶
田
幼
稚
園
の
園
舎
新

増
改
築
工
事
お
よ
び
島
袋
幼
稚
園
・

美
東
幼
稚
園
の
新
増
改
築
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
美
原
小
学
校
の
新
増
築
に
向
け

た
実
施
設
計
、
室
川
小
学
校
の
屋
外

運
動
場
の
改
修
工
事
、
安
慶
田
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
美
東
小
学

校
・
越
来
小
学
校
の
校
舎
新
増
改
築

工
事
や
宮
里
中
学
校
の
校
舎
新
増
改

築
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
つ
き
ま
し
て

は
、
魅
力
的
な
施
設
整
備
に
向
け
、

ク
マ
舎
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
推
進
し
、
内
外
か
ら
の
誘
客
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
区
域
の
拡
張
に
向
け
、

用
地
鑑
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
少
年
指
導
員
に
よ
る
巡
回

指
導
や
青
少
年
教
育
相
談
指
導
員
に

よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
若

者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
心
が
ふ
れ
あ
い
　安
心
の

輪
で
つ
な
が
る
ま
ち
」
で
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
教
室

や
人
権
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
人

が
個
性
お
よ
び
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発

紙
「
き
ら
め
き
」
の
発
行
や
パ
ネ
ル

展
の
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
地
域
型
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
等
に

関
す
る
相
談
支
援
や
成
年
後
見
制
度

の
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
充

実
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
や
お
き

は
く
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
食
育

に
関
す
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
識
づ
け
、
動
機
づ
け

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
試
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
特
定
保
健

指
導
実
施
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防
に
向
け
、
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）
登
録
医
数
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま
で
５
歳

ご
と
の
市
民
を
対
象
に
、
定
期
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
険
料
を
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
世
代
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る

個
別
相
談
や
定
着
支
援
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
講
座
等
の

開
催
に
よ
り
、
若
年
者
の
就
業
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
脳
ド
ッ
グ
費
用
、
は
り・き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
お
よ

び
葬
祭
費
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
個
々
の
状
態
に
沿
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
就
労
支
援
や

住
居
の
確
保
な
ど
、
生
活
保
護
受
給

に
至
る
前
段
階
で
の
自
立
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
生
の
高
校

進
学
に
向
け
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
保
護
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
人
と
資
源
を
活
か
し
　産

業
の
力
づ
よ
い
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」
で
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
K
O
Z
A 

W
E
B
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
市
」
の
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
修
学
旅
行

や
広
域
連
携
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
、
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
施
策
を
考
え
る

上
で
の
課
題
把
握
や
事
業
効
果
分
析
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
観
光
に
関
す

る
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
沖
縄
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多
目

的
広
場
の
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承

発
展
に
向
け
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
エ
イ
サ
ー
ナ
イ

ト
や
地
域
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
開

催
お
よ
び
エ
イ
サ
ー
団
体
の
県
外
派

遣
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
エ
イ
サ
ー
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
展
示

内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
本
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
F
C
琉
球
お

よ
び
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
、

サ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
式
戦
開
催
時
の
環

境
整
備
や
市
内
の
応
援
機
運
醸
成
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
や
大
会
開
催
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に

向
け
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
を
と
お
し
て
継
続

的
な
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た
め
、
音

楽
月
間
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
多
彩

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
に
お
け

る
音
楽
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
産
業
の
可
能
性
を
調

査
す
る
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
「
お
ん
が

く
村
」
に
お
い
て
、
本
市
の
豊
富
な

音
楽
資
料
を
整
理
収
集
し
、
常
設
展

示
お
よ
び
企
画
展
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
戸
建
や
共
同

住
宅
な
ど
新
た
な
住
宅
整
備
に
か
か

る
除
却
費
用
を
支
援
し
、
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
店
街
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
改
修
お
よ
び

近
隣
駐
車
場
の
利
用
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、銀
天
街
の
活
性
化
に
向
け
、

商
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
意
見
聴
取

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、創
業
・

起
業
を
志
す
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
等
の
実
施
に
よ
る
I
C
T
人
材
の

育
成
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、情
報
関
連
産
業
や
宿
泊
施
設
等
、

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
業
種

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
市
雇
用
促
進
等
施
設「
B
C
コ
ザ
」

や
本
市
I
T
施
設
等
へ
の
企
業
誘
致

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
知
花
花
織
の
担
い
手
育

成
や
沖
縄
市
工
芸
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
る
各
種
工
芸
の
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
沖
縄
市
産
業
ま
つ

り
の
開
催
を
支
援
し
、
生
産
者
の

意
欲
の
高
揚
お
よ
び
市
民
の
市
産

品
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
物
流
の
促
進
や
定
期
航
路
の

開
設
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に

対
す
る
支
援
や
遊
休
地
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
家
相
互
の
交
流
や
技
術
提
供

等
の
促
進
を
図
る
た
め
、
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、畜
産
環
境
の
保
全
に
向
け
、

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
抑
制
お
よ
び

堆
肥
化
設
備
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、

浮
魚
礁
の
設
置
や
漁
船
装
備
品
の
近

代
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
貝
・
稚
魚
の
種
苗
放
流

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
回
復
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
に
や
さ
し
く
　安
全

で
安
心
な
く
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
」

で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
草
木
類
の
分
別
回
収
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
与
儀
地
区
の
里
道
を
活
用
し
た

緊
急
避
難
通
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
お
よ

び
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
A
E
D
の
設
置
拡
充
や
応
急
手

当
講
習
会
を
開
催
し
、
市
民
の
自
主

救
護
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜

間
に
お
け
る
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
保
安
灯
の
新
設
・
L
E
D

化
お
よ
び
台
帳
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム

化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
負
担

す
る
保
安
灯
電
気
料
金
を
支
援
し
、

防
犯
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向

け
、
消
費
者
相
談
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
お
よ
び
消

費
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費

者
月
間
パ
ネ
ル
展
や
出
前
講
座
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
う
る
お
い
あ
る
　快
適
な

空
間
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」で
す
。

　
中
の
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
換
地
指
定
に

向
け
換
地
設
計
を
実
施
し
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
の
町
地
区
を
含
む
胡
屋

十
字
路
周
辺
に
お
い
て
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
か
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
安
慶
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
等
を
す
す
め
、
良

好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
3
3
0
号
沿
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
国
道
の
拡
幅
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
地
の
活
用
を
担
う
民
間

活
力
の
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
美
里
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償
や

区
画
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
の
形
成
お
よ
び
宅

地
の
利
用
価
値
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・
プ

ラ
ザ
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

返
還
後
の
円
滑
な
土
地
利
用
を
見
す

え
、
公
有
地
確
保
の
た
め
先
行
取
得

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
管
等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
促
進

お
よ
び
公
共
用
水
域
を
保
全
す
る
た

め
、
大
里
地
区
お
よ
び
山
里
・
久
保

田
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
東
部
海
浜
汚
水
幹
線
の
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
施
設
全
体
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
本

地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

や
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
維
持
管
理
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
健
全
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
水
路
の
境
界
確

定
復
元
測
量
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
居
の
供
給
に
向

け
、
泡
瀬
市
営
住
宅
の
第
１
期
外

構
工
事
や
第
２
期
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

美
里
市
営
住
宅
の
基
本
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
促
進
に
向

け
、
管
理
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
民
間
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を
整
備
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ビ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
観
光
拠
点

の
創
出
を
含
め
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
企

業
誘
致
P
R
動
画
を
制
作
す
る
と
と

も
に
、
東
部
大
花
火
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
お
よ
び
緑
の

創
出
を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
運
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新

た
に
市
道
こ
ど
も
の
国
線
に
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
植
樹
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
緑
と
花
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
憩
い
の
場
を
目
ざ
し
、
美
里
第

五
公
園
お
よ
び
海
中
道
路
跡
都
市
緑

地
の
整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
比
屋
根
公
園
お

よ
び
（
仮
称
）
古
謝
公
園
の
整
備
に

向
け
調
査
等
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
防
災
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設

の
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
市
北
部
地
域
の
道
路
お
よ
び
公
園

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
池
原
公

園
再
整
備
の
第
２
期
工
事
お
よ
び
馬

場
都
市
緑
地
園
路
整
備
工
事
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
登
川
４

号
線
お
よ
び
登
川
38
号
線
の
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循

環
バ
ス
の
中
部
ル
ー
ト
お
よ
び
西
部

ル
ー
ト
の
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
北
部
お
よ
び
東
部
地
域
へ
の
公

共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
目
的
と

す
る
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
基
本
方
針
で
あ
る
沖
縄
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

見
里
山
里
線
、
諸
見
里
桃
原
線
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
物
件
移

転
補
償
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
南
植
物
楽
園
線
や
安
慶
田
中
線
等

の
道
路
改
良
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
道
の
境
界
確
定
復
元

測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
照
屋

１
号
線
道
路
占
用
物
で
あ
る
銀
天
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
解
体
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
8
1
2
億
6
0
0

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
3
0
0

億
9
8
5
3
万
5
千
円
、
企
業
会
計

に
お
い
て
45
億
6
7
1
7
万
7
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
お

り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど

が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
の
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化

に
向
け
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
が
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
歳
出
で
は
、

福
祉
や
医
療
等
の
義
務
的
経
費
が
毎

年
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
情
報
通
信

技
術(

I
C
T)

に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な
ど
、
さ
ら
な
る
民
間
能
力
の
活
用

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

民
間
事
業
者
等
を
選
定
し
、
な
か
で

も
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
健
全
化
と
さ
ら
な
る
透
明
性

の
確
保
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0

年
４
月
の
上
下
水
道
事
業
組
織
統
合

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
役
所
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昼
食
時

間
帯
の
窓
口
業
務
を
全
庁
で
本
格
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
対
応
や
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
取
り
組

み
に
向
け
、
柔
軟
で
機
能
的
な
組
織

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
力
や
組
織
力
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
能

力
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
た
め
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
な

ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
に
向

け
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
見
す
え
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
2
0

2
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
制
施
行
の
節
目
を
迎

え
、
こ
の
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
へ
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
本
市
の
輝
か
し
い

平
成
の
次
の
時
代
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
強
く
、
そ
し
て
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
19
日

平成31年度  施政方針（全文）

平
成
31
年
度

施
政
方
針
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第
4
0
2
回
沖
縄
市
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
関
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
、
沖
縄
市
は
、
昭
和
49
年

の
コ
ザ
市
と
美
里
村
の
合
併
か
ら
市

制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
誕
生

か
ら
半
世
紀
へ
と
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
ご
英
断
と
市
民
の
不
断

の
努
力
が
実
り
、
本
市
の
画
期
的
な

輝
か
し
い
発
展
が
展
望
さ
れ
ま
す
。

　
中
城
湾
港
を
臨
む
海
浜
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
県

内
最
大
級
の
ビ
ー
チ
が
完
成
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
歓
喜
す
る
風
景
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
拓
く
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
中
心
市
街
地
を
擁
す
る
内

陸
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
性

化
の
旗
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音

楽
を
基
調
に
、
集
い
・
に
ぎ
わ
う
本

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
が
、内
外
か
ら
の
誘
客
で
躍
動
し
、

ま
た
、
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
つ

が
い
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
逞
し

く
成
長
し
、そ
び
え
立
つ
岩
山
か
ら
、

日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
へ
の
号

砲
の
ご
と
く
雄
叫
び
を
あ
げ
る
、
そ

の
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
礎
に
、
潜
在
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
せ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
住
み
続
け

た
い
沖
縄
市
を
実
現
さ
せ
る
決
意

で
、
市
制
施
行
45
周
年
の
節
目
の
市

政
運
営
へ
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
に
向

け
、
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
始
め
と
す
る
一
人
ひ
と
り

の
人
材
の
質
を
高
め
る
「
人
づ
く
り

革
命
」
の
推
進
や
、
成
長
戦
略
の
核

と
な
る
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
景
気
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
、
沖
縄
県
は
、
国
の
経

済
政
策
と
連
動
し
た
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
の
供
用
開
始
を
見
す
え
た

内
外
か
ら
の
航
空
路
線
の
拡
充
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
好
機
と
捉
え
た
訪
日

外
国
人
の
誘
客
等
へ
の
取
組
み
を
積

極
的
に
展
開
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
貧
困
問
題
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
ま

ち
な
か
に
立
地
し
複
合
的
な
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
地
域
活
性
化
の
牽
引
役
と

し
、
好
調
に
推
移
す
る
観
光
関
連
産

業
の
成
長
の
機
会
を
確
実
に
捉
え
、

企
業
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め

る
流
れ
に
繋
げ
る
こ
と
と
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
福
祉

と
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
観
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
音
楽
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
感
動

体
験
を
共
有
す
る
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

が
、
忽
然
と
輪
郭
を
現
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
活

力
あ
る
将
来
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
人
気
選
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ 

オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
が
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
夢
の
祭
典
が
県
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
・
県
民
が

誇
り
や
希
望
を
持
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
2
0
2
3

年
F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、

地
域
企
業
や
関
係
団
体
の
強
み
を
活

か
す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
J
3
優
勝
と
J
2
昇
格

を
決
め
た
F
C
琉
球
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
３
連
覇
や
、
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
進
出
な
ど
の
躍
進
が
、

ま
ち
に
大
き
な
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

が
迫
り
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上

が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
本
格
的
な
動
物
園

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
区
域
の
拡
張
を
本
格
的

に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
驚
き
や
感
動

を
あ
た
え
る
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
完
成
す
る
ラ
イ
オ
ン
舎

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
仲
間
入

り
し
た
２
頭
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
な
ど
、
個
性
的
な
展
示
手
法
に
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
物
展
示
の
充
実
に
向
け
、

内
外
の
動
物
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
夜
間

に
お
け
る
沖
縄
観
光
の
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
を
図
り
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
全
国

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
を
目
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　「
潮
乃
森
」

と
し
て
誕
生
し
た

東
部
海
浜
開
発
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
最
大
級

の
約
１
㎞
に
お
よ
ぶ
人
工
ビ
ー
チ
の

供
用
開
始
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
広
く
周
知

さ
れ
、
市
内
企
業
に
よ
る
年
末
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
東
海
岸
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す

る
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
土
地
利
用
計
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に

熱
気
を
帯
び
る
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
況
を

背
景
に
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
広
場
の
工
事
着
手
が
い
よ

い
よ
視
野
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
日
常
的
に
触

れ
合
え
る
拠
点
と
し
て
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
環

境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
て
い
る
若

年
妊
産
婦
に
光
を
当
て
、
居
場
所
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
や
こ
ど
も
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
産
後

の
育
児
不
安
を
和
ら
げ
る
支
援
や
拠

点
型
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
定

員
拡
大
や
保
育
人
材
の
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機
会

の
創
出
や
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
・

技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
外

で
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的
な
人

材
へ
の
投
資
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
認
知
症
対
策
や
高
齢

者
の
感
染
症
対
策
の
拡
充
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
や
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
担
保
し
、
自
立
を
希

望
す
る
方
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
充

実
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
業
・
医
療
・
住
宅
等
が
集

積
す
る
複
合
施
設「
パ
ー
チ
ェ
山
里
」

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
環
境
の
機

能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道

3
3
0
号
沿
線
の
拡
幅
整
備
促
進
や

セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
双
方
向
通

行
整
備
を
す
す
め
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
沖
縄
を
象
徴
す
る
ま

ち
と
形
容
さ
れ
る
本
市
に
あ
っ
て
、

歴
史
を
刻
む
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
、

歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
沖
縄
市
戦

後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

や
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
文
化
を
次
代

へ
着
実
に
継
承
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
設
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
ざ
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊

誘
導
、
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
や
、
コ
ザ
十
字
路
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
人
材
の
輩

出
や
企
業
集
積
に
向
け
、
商
店
街
に

お
け
る
拠
点
施
設
に
お
い
て
、創
業
・

起
業
支
援
お
よ
び
I
C
T
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
備
え
と
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

機
能
を
有
す
る
公
園
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
地
域
住

民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通
学
路

等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な

ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
回
遊
性
や
交
通
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
北
部
・
東
部
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
道

路
交
通
を
図
る
た
め
、
市
道
の
整
備

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
沖
縄
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
周
辺
の
交

通
渋
滞
や
登
川
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や
市

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
衛
省
、
沖
縄
防
衛

局
、
市
で
構
成
す
る
移
設
に
関
す
る

協
議
会
を
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
連

協
や
軍
転
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
米
軍
や
米
軍
属
に
よ
る

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
は
、
国
等
と
の
信
頼
関
係
を
も

と
に
、
地
方
自
治
体
の
知
恵
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
を
源
泉
に
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
制
度

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
行
動
で
、
わ
が
ま
ち
の
活
力
の
創

出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
は
じ
め
に
「
平
和
を
創
り
　か
お
り

高
い
文
化
を
発
信
す
る
ま
ち
」
で
す
。

　
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
ぬ
よ
う
、
沖
縄
市
民
平
和
の
日
記
念

行
事
、
平
和
大
使
の
長
崎
県
へ
の
派
遣

や
平
和
月
間
に
お
け
る
各
種
事
業
を
お

こ
な
い
、
平
和
を
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沖
縄
市
戦
後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

グ
ッ
ズ
の
製
作
や
企
画
展
を
充
実
す

る
な
ど
、
戦
後
文
化
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
お
き
な
わ
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
を
継
承
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
文
化
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
舞
台
公
演
や
地
域
の
芸
術
分

野
を
担
う
若
者
が
主
体
と
な
る
育
成
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
沖

縄
市
民
会
館
の
改
修
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
歴
史
的
価
値
の
認
識
に
向

け
、
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
市
史
資
料
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
た

め
、「
沖
縄
市
史
」
第
５
巻
移
民
編
の

発
刊
に
向
け
た
調
査
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
新
た
に
「
沖
縄
市
史
」
第

５
巻
戦
争
編
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
郷
土
資
料
等
の
図

書
資
料
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向
け
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
活
動
の
充
実
に
向

け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
兄
弟
・
姉
妹
都
市
と
の
市
民
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
東
海
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
米
沢
市
へ
の

伝
統
芸
能
団
体
の
派
遣
や
豊
中
市
と

の
相
互
訪
問
な
ど
、
各
種
交
流
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成

や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
多
言
語
に
よ

る
相
談
や
各
種
語
学
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
移
住
者
子

弟
研
修
生
の
受
入
れ
お
よ
び
海
外
姉

妹
都
市
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

の
推
進
を
図
る
た
め
の
留
学
支
援
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
強

化
お
よ
び
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
軽
貨
物

自
動
車
の
購
入
や
こ
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
図

書
の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
に
必

要
な
備
品
等
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
里
自
治
会
公
民
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
等
供

用
施
設
等
の
消
防
用
設
備
改
修
工
事
お

よ
び
泡
瀬
第
二
自
治
公
民
館
の
空
調
改

修
工
事
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
未
来
に
輝
き
　世
界
に
は

ば
た
く
　こ
ど
も
の
ま
ち
」
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
場
で
あ
る
沖
縄
市
こ
ど
も

議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
か
か
る
提
供
体
制
の
確
保
等
を
図
る

た
め
、
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
整
備
に
向
け
て
新
た

に
相
談
窓
口
を
設
け
、
適
切
な
機
関

へ
の
移
行
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
療
育
支
援
事
業
「
き
ら
き
ら
」

お
よ
び
児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
つ

く
し
園
」
に
お
い
て
、
親
子
の
愛
着

形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
な
ど
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
経
済

的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
結
び
つ
く

資
格
取
得
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
育
児
相

互
援
助
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
つ
ど
い
の
広
場
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
産
後
う
つ
や

育
児
不
安
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
結
ぽ
〜

と
」
に
お
い
て
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
全
数
把
握
や
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
妊
産
婦
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
社
会
か
ら
の
孤
立
化

を
防
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
の

出
産
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
指
導
や
就
学
支
援
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
お

よ
び
子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
小
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
現
物
給
付
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
を
支

援
し
、
定
員
数
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
応
援
や
保
育
士

試
験
対
策
講
座
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、保
育
士
の
正
規
雇
用
化
や
年
休
・

休
憩
取
得
を
支
援
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
泡
瀬
保
育
所
の
供
用
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
知
花
保
育
所
の
建

替
え
に
か
か
る
基
本
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
所
す
る
児
童
の
健

全
な
発
育
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
給
食
費
な
ど
の
運
営
費
お

よ
び
施
設
改
修
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
促
進
な

ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）

美
里
中
学
校
区
児
童
館
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
等

を
お
こ
な
う
自
治
会
お
よ
び
運
営
団

体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
通
し
て
、
特

に
手
厚
い
専
門
的
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
ど
も
お
よ
び
保
護
者
を
支
援
す

る
居
場
所
と
し
て
、
新
た
に
「
拠
点

型
こ
ど
も
の
居
場
所
」
を
設
置
し
、

生
活
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
支

援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
を
は
じ
め
、（
仮
称
）
美
東
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、（
仮

称
）
高
原
小
学
校
内
公
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
（
仮
称
）
越
来
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
高
原
幼
稚
園
、
諸
見
幼
稚

園
お
よ
び
北
美
幼
稚
園
に
お
い
て
給
食

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
越
来
幼
稚
園
、
コ
ザ
幼

稚
園
、
美
里
幼
稚
園
お
よ
び
美
原

幼
稚
園
の
配
膳
室
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
へ
学
習
支
援
員
等
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
放
課
後
学
習
支
援
教
室
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
検
定
試
験
受
験
料

の
助
成
や
科
学
に
関
す
る
出
前
講
座

等
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推
進
計

画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
学
生
を
対
象
に
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
海
外
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

派
遣
対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
補

助
者
等
の
配
置
や
合
理
的
配
慮
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
巡
回
訪

問
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
日

本
語
指
導
や
教
育
相
談
等
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
の
課

題
解
決
に
向
け
、
小
学
校
に
お
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
・
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
相
談
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
学
校

に
お
い
て
心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

生
徒
の
悩
み
相
談
や
学
校
支
援
教
育

補
助
者
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
緒
的
な
要
因
に
よ
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、
適
応
指
導

教
室
「
す
だ
ち
」
等
に
お
い
て
、
学

習
支
援
や
教
育
相
談
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
学
等
へ
の
進
学
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
や
民

間
企
業
と
の
連
携
を
す
す
め
る
沖
縄

市
育
英
会
の
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
、
修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
お
よ
び
教

員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
教
育
研
究

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
教
育
研
究
所

の
解
体
工
事
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
い

た
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
第
２
調
理
場
の
改
築
に
向

け
基
本
実
施
設
計
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
お
よ
び
調
理
機
器
の
更
新
等
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
学
校
給
食
費
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外

大
会
派
遣
の
支
援
対
象
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
東
海
市
お
よ
び
阿
智
村

と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
や
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外

招
待
交
流
試
合
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
慶
田
幼
稚
園
の
園
舎
新

増
改
築
工
事
お
よ
び
島
袋
幼
稚
園
・

美
東
幼
稚
園
の
新
増
改
築
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
美
原
小
学
校
の
新
増
築
に
向
け

た
実
施
設
計
、
室
川
小
学
校
の
屋
外

運
動
場
の
改
修
工
事
、
安
慶
田
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
美
東
小
学

校
・
越
来
小
学
校
の
校
舎
新
増
改
築

工
事
や
宮
里
中
学
校
の
校
舎
新
増
改

築
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
つ
き
ま
し
て

は
、
魅
力
的
な
施
設
整
備
に
向
け
、

ク
マ
舎
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
推
進
し
、
内
外
か
ら
の
誘
客
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
区
域
の
拡
張
に
向
け
、

用
地
鑑
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
少
年
指
導
員
に
よ
る
巡
回

指
導
や
青
少
年
教
育
相
談
指
導
員
に

よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
若

者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
心
が
ふ
れ
あ
い
　安
心
の

輪
で
つ
な
が
る
ま
ち
」
で
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
教
室

や
人
権
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
人

が
個
性
お
よ
び
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発

紙
「
き
ら
め
き
」
の
発
行
や
パ
ネ
ル

展
の
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
地
域
型
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
等
に

関
す
る
相
談
支
援
や
成
年
後
見
制
度

の
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
充

実
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
や
お
き

は
く
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
食
育

に
関
す
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
識
づ
け
、
動
機
づ
け

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
試
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
特
定
保
健

指
導
実
施
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防
に
向
け
、
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）
登
録
医
数
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま
で
５
歳

ご
と
の
市
民
を
対
象
に
、
定
期
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
険
料
を
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
世
代
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る

個
別
相
談
や
定
着
支
援
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
講
座
等
の

開
催
に
よ
り
、
若
年
者
の
就
業
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
脳
ド
ッ
グ
費
用
、
は
り・き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
お
よ

び
葬
祭
費
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
個
々
の
状
態
に
沿
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
就
労
支
援
や

住
居
の
確
保
な
ど
、
生
活
保
護
受
給

に
至
る
前
段
階
で
の
自
立
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
生
の
高
校

進
学
に
向
け
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
保
護
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
人
と
資
源
を
活
か
し
　産

業
の
力
づ
よ
い
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」
で
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
K
O
Z
A 

W
E
B
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
市
」
の
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
修
学
旅
行

や
広
域
連
携
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
、
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
施
策
を
考
え
る

上
で
の
課
題
把
握
や
事
業
効
果
分
析
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
観
光
に
関
す

る
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
沖
縄
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多
目

的
広
場
の
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承

発
展
に
向
け
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
エ
イ
サ
ー
ナ
イ

ト
や
地
域
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
開

催
お
よ
び
エ
イ
サ
ー
団
体
の
県
外
派

遣
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
エ
イ
サ
ー
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
展
示

内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
本
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
F
C
琉
球
お

よ
び
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
、

サ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
式
戦
開
催
時
の
環

境
整
備
や
市
内
の
応
援
機
運
醸
成
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
や
大
会
開
催
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に

向
け
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
を
と
お
し
て
継
続

的
な
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た
め
、
音

楽
月
間
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
多
彩

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
に
お
け

る
音
楽
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
産
業
の
可
能
性
を
調

査
す
る
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
「
お
ん
が

く
村
」
に
お
い
て
、
本
市
の
豊
富
な

音
楽
資
料
を
整
理
収
集
し
、
常
設
展

示
お
よ
び
企
画
展
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
戸
建
や
共
同

住
宅
な
ど
新
た
な
住
宅
整
備
に
か
か

る
除
却
費
用
を
支
援
し
、
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
店
街
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
改
修
お
よ
び

近
隣
駐
車
場
の
利
用
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、銀
天
街
の
活
性
化
に
向
け
、

商
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
意
見
聴
取

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、創
業
・

起
業
を
志
す
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
等
の
実
施
に
よ
る
I
C
T
人
材
の

育
成
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、情
報
関
連
産
業
や
宿
泊
施
設
等
、

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
業
種

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
市
雇
用
促
進
等
施
設「
B
C
コ
ザ
」

や
本
市
I
T
施
設
等
へ
の
企
業
誘
致

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
知
花
花
織
の
担
い
手
育

成
や
沖
縄
市
工
芸
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
る
各
種
工
芸
の
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
沖
縄
市
産
業
ま
つ

り
の
開
催
を
支
援
し
、
生
産
者
の

意
欲
の
高
揚
お
よ
び
市
民
の
市
産

品
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
物
流
の
促
進
や
定
期
航
路
の

開
設
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に

対
す
る
支
援
や
遊
休
地
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
家
相
互
の
交
流
や
技
術
提
供

等
の
促
進
を
図
る
た
め
、
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、畜
産
環
境
の
保
全
に
向
け
、

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
抑
制
お
よ
び

堆
肥
化
設
備
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、

浮
魚
礁
の
設
置
や
漁
船
装
備
品
の
近

代
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
貝
・
稚
魚
の
種
苗
放
流

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
回
復
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
に
や
さ
し
く
　安
全

で
安
心
な
く
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
」

で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
草
木
類
の
分
別
回
収
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
与
儀
地
区
の
里
道
を
活
用
し
た

緊
急
避
難
通
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
お
よ

び
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
A
E
D
の
設
置
拡
充
や
応
急
手

当
講
習
会
を
開
催
し
、
市
民
の
自
主

救
護
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜

間
に
お
け
る
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
保
安
灯
の
新
設
・
L
E
D

化
お
よ
び
台
帳
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム

化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
負
担

す
る
保
安
灯
電
気
料
金
を
支
援
し
、

防
犯
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向

け
、
消
費
者
相
談
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
お
よ
び
消

費
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費

者
月
間
パ
ネ
ル
展
や
出
前
講
座
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
う
る
お
い
あ
る
　快
適
な

空
間
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」で
す
。

　
中
の
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
換
地
指
定
に

向
け
換
地
設
計
を
実
施
し
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
の
町
地
区
を
含
む
胡
屋

十
字
路
周
辺
に
お
い
て
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
か
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
安
慶
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
等
を
す
す
め
、
良

好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
3
3
0
号
沿
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
国
道
の
拡
幅
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
地
の
活
用
を
担
う
民
間

活
力
の
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
美
里
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償
や

区
画
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
の
形
成
お
よ
び
宅

地
の
利
用
価
値
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・
プ

ラ
ザ
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

返
還
後
の
円
滑
な
土
地
利
用
を
見
す

え
、
公
有
地
確
保
の
た
め
先
行
取
得

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
管
等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
促
進

お
よ
び
公
共
用
水
域
を
保
全
す
る
た

め
、
大
里
地
区
お
よ
び
山
里
・
久
保

田
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
東
部
海
浜
汚
水
幹
線
の
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
施
設
全
体
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
本

地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

や
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
維
持
管
理
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
健
全
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
水
路
の
境
界
確

定
復
元
測
量
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
居
の
供
給
に
向

け
、
泡
瀬
市
営
住
宅
の
第
１
期
外

構
工
事
や
第
２
期
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

美
里
市
営
住
宅
の
基
本
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
促
進
に
向

け
、
管
理
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
民
間
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を
整
備
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ビ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
観
光
拠
点

の
創
出
を
含
め
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
企

業
誘
致
P
R
動
画
を
制
作
す
る
と
と

も
に
、
東
部
大
花
火
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
お
よ
び
緑
の

創
出
を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
運
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新

た
に
市
道
こ
ど
も
の
国
線
に
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
植
樹
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
緑
と
花
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
憩
い
の
場
を
目
ざ
し
、
美
里
第

五
公
園
お
よ
び
海
中
道
路
跡
都
市
緑

地
の
整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
比
屋
根
公
園
お

よ
び
（
仮
称
）
古
謝
公
園
の
整
備
に

向
け
調
査
等
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
防
災
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設

の
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
市
北
部
地
域
の
道
路
お
よ
び
公
園

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
池
原
公

園
再
整
備
の
第
２
期
工
事
お
よ
び
馬

場
都
市
緑
地
園
路
整
備
工
事
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
登
川
４

号
線
お
よ
び
登
川
38
号
線
の
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循

環
バ
ス
の
中
部
ル
ー
ト
お
よ
び
西
部

ル
ー
ト
の
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
北
部
お
よ
び
東
部
地
域
へ
の
公

共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
目
的
と

す
る
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
基
本
方
針
で
あ
る
沖
縄
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

見
里
山
里
線
、
諸
見
里
桃
原
線
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
物
件
移

転
補
償
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
南
植
物
楽
園
線
や
安
慶
田
中
線
等

の
道
路
改
良
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
道
の
境
界
確
定
復
元

測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
照
屋

１
号
線
道
路
占
用
物
で
あ
る
銀
天
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
解
体
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
8
1
2
億
6
0
0

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
3
0
0

億
9
8
5
3
万
5
千
円
、
企
業
会
計

に
お
い
て
45
億
6
7
1
7
万
7
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
お

り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど

が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
の
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化

に
向
け
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
が
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
歳
出
で
は
、

福
祉
や
医
療
等
の
義
務
的
経
費
が
毎

年
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
情
報
通
信

技
術(

I
C
T)

に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な
ど
、
さ
ら
な
る
民
間
能
力
の
活
用

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

民
間
事
業
者
等
を
選
定
し
、
な
か
で

も
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
健
全
化
と
さ
ら
な
る
透
明
性

の
確
保
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0

年
４
月
の
上
下
水
道
事
業
組
織
統
合

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
役
所
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昼
食
時

間
帯
の
窓
口
業
務
を
全
庁
で
本
格
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
対
応
や
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
取
り
組

み
に
向
け
、
柔
軟
で
機
能
的
な
組
織

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
力
や
組
織
力
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
能

力
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
た
め
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
な

ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
に
向

け
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
見
す
え
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
2
0

2
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
制
施
行
の
節
目
を
迎

え
、
こ
の
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
へ
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
本
市
の
輝
か
し
い

平
成
の
次
の
時
代
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
強
く
、
そ
し
て
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
19
日

平成31年度  施政方針（全文）
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第
4
0
2
回
沖
縄
市
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
関
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
、
沖
縄
市
は
、
昭
和
49
年

の
コ
ザ
市
と
美
里
村
の
合
併
か
ら
市

制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
誕
生

か
ら
半
世
紀
へ
と
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
ご
英
断
と
市
民
の
不
断

の
努
力
が
実
り
、
本
市
の
画
期
的
な

輝
か
し
い
発
展
が
展
望
さ
れ
ま
す
。

　
中
城
湾
港
を
臨
む
海
浜
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
県

内
最
大
級
の
ビ
ー
チ
が
完
成
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
歓
喜
す
る
風
景
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
拓
く
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
中
心
市
街
地
を
擁
す
る
内

陸
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
性

化
の
旗
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音

楽
を
基
調
に
、
集
い
・
に
ぎ
わ
う
本

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
が
、内
外
か
ら
の
誘
客
で
躍
動
し
、

ま
た
、
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
つ

が
い
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
逞
し

く
成
長
し
、そ
び
え
立
つ
岩
山
か
ら
、

日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
へ
の
号

砲
の
ご
と
く
雄
叫
び
を
あ
げ
る
、
そ

の
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
礎
に
、
潜
在
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
せ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
住
み
続
け

た
い
沖
縄
市
を
実
現
さ
せ
る
決
意

で
、
市
制
施
行
45
周
年
の
節
目
の
市

政
運
営
へ
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
に
向

け
、
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
始
め
と
す
る
一
人
ひ
と
り

の
人
材
の
質
を
高
め
る
「
人
づ
く
り

革
命
」
の
推
進
や
、
成
長
戦
略
の
核

と
な
る
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
景
気
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
、
沖
縄
県
は
、
国
の
経

済
政
策
と
連
動
し
た
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
の
供
用
開
始
を
見
す
え
た

内
外
か
ら
の
航
空
路
線
の
拡
充
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
好
機
と
捉
え
た
訪
日

外
国
人
の
誘
客
等
へ
の
取
組
み
を
積

極
的
に
展
開
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
貧
困
問
題
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
ま

ち
な
か
に
立
地
し
複
合
的
な
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
地
域
活
性
化
の
牽
引
役
と

し
、
好
調
に
推
移
す
る
観
光
関
連
産

業
の
成
長
の
機
会
を
確
実
に
捉
え
、

企
業
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め

る
流
れ
に
繋
げ
る
こ
と
と
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
福
祉

と
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
観
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
音
楽
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
感
動

体
験
を
共
有
す
る
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

が
、
忽
然
と
輪
郭
を
現
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
活

力
あ
る
将
来
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
人
気
選
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ 

オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
が
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
夢
の
祭
典
が
県
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
・
県
民
が

誇
り
や
希
望
を
持
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
2
0
2
3

年
F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、

地
域
企
業
や
関
係
団
体
の
強
み
を
活

か
す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
J
3
優
勝
と
J
2
昇
格

を
決
め
た
F
C
琉
球
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
３
連
覇
や
、
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
進
出
な
ど
の
躍
進
が
、

ま
ち
に
大
き
な
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

が
迫
り
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上

が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
本
格
的
な
動
物
園

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
区
域
の
拡
張
を
本
格
的

に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
驚
き
や
感
動

を
あ
た
え
る
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
完
成
す
る
ラ
イ
オ
ン
舎

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
仲
間
入

り
し
た
２
頭
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
な
ど
、
個
性
的
な
展
示
手
法
に
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
物
展
示
の
充
実
に
向
け
、

内
外
の
動
物
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
夜
間

に
お
け
る
沖
縄
観
光
の
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
を
図
り
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
全
国

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
を
目
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　「
潮
乃
森
」

と
し
て
誕
生
し
た

東
部
海
浜
開
発
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
最
大
級

の
約
１
㎞
に
お
よ
ぶ
人
工
ビ
ー
チ
の

供
用
開
始
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
広
く
周
知

さ
れ
、
市
内
企
業
に
よ
る
年
末
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
東
海
岸
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す

る
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
土
地
利
用
計
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に

熱
気
を
帯
び
る
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
況
を

背
景
に
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
広
場
の
工
事
着
手
が
い
よ

い
よ
視
野
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
日
常
的
に
触

れ
合
え
る
拠
点
と
し
て
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
環

境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
て
い
る
若

年
妊
産
婦
に
光
を
当
て
、
居
場
所
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
や
こ
ど
も
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
産
後

の
育
児
不
安
を
和
ら
げ
る
支
援
や
拠

点
型
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
定

員
拡
大
や
保
育
人
材
の
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機
会

の
創
出
や
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
・

技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
外

で
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的
な
人

材
へ
の
投
資
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
認
知
症
対
策
や
高
齢

者
の
感
染
症
対
策
の
拡
充
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
や
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
担
保
し
、
自
立
を
希

望
す
る
方
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
充

実
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
業
・
医
療
・
住
宅
等
が
集

積
す
る
複
合
施
設「
パ
ー
チ
ェ
山
里
」

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
環
境
の
機

能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道

3
3
0
号
沿
線
の
拡
幅
整
備
促
進
や

セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
双
方
向
通

行
整
備
を
す
す
め
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
沖
縄
を
象
徴
す
る
ま

ち
と
形
容
さ
れ
る
本
市
に
あ
っ
て
、

歴
史
を
刻
む
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
、

歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
沖
縄
市
戦

後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

や
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
文
化
を
次
代

へ
着
実
に
継
承
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
設
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
ざ
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊

誘
導
、
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
や
、
コ
ザ
十
字
路
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
人
材
の
輩

出
や
企
業
集
積
に
向
け
、
商
店
街
に

お
け
る
拠
点
施
設
に
お
い
て
、創
業
・

起
業
支
援
お
よ
び
I
C
T
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
備
え
と
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

機
能
を
有
す
る
公
園
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
地
域
住

民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通
学
路

等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な

ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
回
遊
性
や
交
通
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
北
部
・
東
部
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
道

路
交
通
を
図
る
た
め
、
市
道
の
整
備

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
沖
縄
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
周
辺
の
交

通
渋
滞
や
登
川
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や
市

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
衛
省
、
沖
縄
防
衛

局
、
市
で
構
成
す
る
移
設
に
関
す
る

協
議
会
を
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
連

協
や
軍
転
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
米
軍
や
米
軍
属
に
よ
る

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
は
、
国
等
と
の
信
頼
関
係
を
も

と
に
、
地
方
自
治
体
の
知
恵
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
を
源
泉
に
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
制
度

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
行
動
で
、
わ
が
ま
ち
の
活
力
の
創

出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
は
じ
め
に
「
平
和
を
創
り
　か
お
り

高
い
文
化
を
発
信
す
る
ま
ち
」
で
す
。

　
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
ぬ
よ
う
、
沖
縄
市
民
平
和
の
日
記
念

行
事
、
平
和
大
使
の
長
崎
県
へ
の
派
遣

や
平
和
月
間
に
お
け
る
各
種
事
業
を
お

こ
な
い
、
平
和
を
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沖
縄
市
戦
後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

グ
ッ
ズ
の
製
作
や
企
画
展
を
充
実
す

る
な
ど
、
戦
後
文
化
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
お
き
な
わ
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
を
継
承
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
文
化
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
舞
台
公
演
や
地
域
の
芸
術
分

野
を
担
う
若
者
が
主
体
と
な
る
育
成
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
沖

縄
市
民
会
館
の
改
修
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
歴
史
的
価
値
の
認
識
に
向

け
、
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
市
史
資
料
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
た

め
、「
沖
縄
市
史
」
第
５
巻
移
民
編
の

発
刊
に
向
け
た
調
査
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
新
た
に
「
沖
縄
市
史
」
第

５
巻
戦
争
編
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
郷
土
資
料
等
の
図

書
資
料
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向
け
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
活
動
の
充
実
に
向

け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
兄
弟
・
姉
妹
都
市
と
の
市
民
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
東
海
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
米
沢
市
へ
の

伝
統
芸
能
団
体
の
派
遣
や
豊
中
市
と

の
相
互
訪
問
な
ど
、
各
種
交
流
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成

や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
多
言
語
に
よ

る
相
談
や
各
種
語
学
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
移
住
者
子

弟
研
修
生
の
受
入
れ
お
よ
び
海
外
姉

妹
都
市
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

の
推
進
を
図
る
た
め
の
留
学
支
援
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
強

化
お
よ
び
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
軽
貨
物

自
動
車
の
購
入
や
こ
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
図

書
の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
に
必

要
な
備
品
等
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
里
自
治
会
公
民
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
等
供

用
施
設
等
の
消
防
用
設
備
改
修
工
事
お

よ
び
泡
瀬
第
二
自
治
公
民
館
の
空
調
改

修
工
事
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
未
来
に
輝
き
　世
界
に
は

ば
た
く
　こ
ど
も
の
ま
ち
」
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
場
で
あ
る
沖
縄
市
こ
ど
も

議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
か
か
る
提
供
体
制
の
確
保
等
を
図
る

た
め
、
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
整
備
に
向
け
て
新
た

に
相
談
窓
口
を
設
け
、
適
切
な
機
関

へ
の
移
行
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
療
育
支
援
事
業
「
き
ら
き
ら
」

お
よ
び
児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
つ

く
し
園
」
に
お
い
て
、
親
子
の
愛
着

形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
な
ど
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
経
済

的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
結
び
つ
く

資
格
取
得
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
育
児
相

互
援
助
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
つ
ど
い
の
広
場
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
産
後
う
つ
や

育
児
不
安
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
結
ぽ
〜

と
」
に
お
い
て
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
全
数
把
握
や
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
妊
産
婦
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
社
会
か
ら
の
孤
立
化

を
防
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
の

出
産
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
指
導
や
就
学
支
援
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
お

よ
び
子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
小
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
現
物
給
付
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
を
支

援
し
、
定
員
数
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
応
援
や
保
育
士

試
験
対
策
講
座
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、保
育
士
の
正
規
雇
用
化
や
年
休
・

休
憩
取
得
を
支
援
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
泡
瀬
保
育
所
の
供
用
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
知
花
保
育
所
の
建

替
え
に
か
か
る
基
本
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
所
す
る
児
童
の
健

全
な
発
育
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
給
食
費
な
ど
の
運
営
費
お

よ
び
施
設
改
修
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
促
進
な

ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）

美
里
中
学
校
区
児
童
館
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
等

を
お
こ
な
う
自
治
会
お
よ
び
運
営
団

体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
通
し
て
、
特

に
手
厚
い
専
門
的
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
ど
も
お
よ
び
保
護
者
を
支
援
す

る
居
場
所
と
し
て
、
新
た
に
「
拠
点

型
こ
ど
も
の
居
場
所
」
を
設
置
し
、

生
活
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
支

援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
を
は
じ
め
、（
仮
称
）
美
東
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、（
仮

称
）
高
原
小
学
校
内
公
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
（
仮
称
）
越
来
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
高
原
幼
稚
園
、
諸
見
幼
稚

園
お
よ
び
北
美
幼
稚
園
に
お
い
て
給
食

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
越
来
幼
稚
園
、
コ
ザ
幼

稚
園
、
美
里
幼
稚
園
お
よ
び
美
原

幼
稚
園
の
配
膳
室
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
へ
学
習
支
援
員
等
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
放
課
後
学
習
支
援
教
室
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
検
定
試
験
受
験
料

の
助
成
や
科
学
に
関
す
る
出
前
講
座

等
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推
進
計

画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
学
生
を
対
象
に
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
海
外
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

派
遣
対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
補

助
者
等
の
配
置
や
合
理
的
配
慮
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
巡
回
訪

問
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
日

本
語
指
導
や
教
育
相
談
等
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
の
課

題
解
決
に
向
け
、
小
学
校
に
お
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
・
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
相
談
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
学
校

に
お
い
て
心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

生
徒
の
悩
み
相
談
や
学
校
支
援
教
育

補
助
者
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
緒
的
な
要
因
に
よ
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、
適
応
指
導

教
室
「
す
だ
ち
」
等
に
お
い
て
、
学

習
支
援
や
教
育
相
談
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
学
等
へ
の
進
学
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
や
民

間
企
業
と
の
連
携
を
す
す
め
る
沖
縄

市
育
英
会
の
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
、
修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
お
よ
び
教

員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
教
育
研
究

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
教
育
研
究
所

の
解
体
工
事
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
い

た
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
第
２
調
理
場
の
改
築
に
向

け
基
本
実
施
設
計
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
お
よ
び
調
理
機
器
の
更
新
等
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
学
校
給
食
費
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外

大
会
派
遣
の
支
援
対
象
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
東
海
市
お
よ
び
阿
智
村

と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
や
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外

招
待
交
流
試
合
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
慶
田
幼
稚
園
の
園
舎
新

増
改
築
工
事
お
よ
び
島
袋
幼
稚
園
・

美
東
幼
稚
園
の
新
増
改
築
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
美
原
小
学
校
の
新
増
築
に
向
け

た
実
施
設
計
、
室
川
小
学
校
の
屋
外

運
動
場
の
改
修
工
事
、
安
慶
田
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
美
東
小
学

校
・
越
来
小
学
校
の
校
舎
新
増
改
築

工
事
や
宮
里
中
学
校
の
校
舎
新
増
改

築
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
つ
き
ま
し
て

は
、
魅
力
的
な
施
設
整
備
に
向
け
、

ク
マ
舎
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
推
進
し
、
内
外
か
ら
の
誘
客
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
区
域
の
拡
張
に
向
け
、

用
地
鑑
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
少
年
指
導
員
に
よ
る
巡
回

指
導
や
青
少
年
教
育
相
談
指
導
員
に

よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
若

者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
心
が
ふ
れ
あ
い
　安
心
の

輪
で
つ
な
が
る
ま
ち
」
で
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
教
室

や
人
権
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
人

が
個
性
お
よ
び
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発

紙
「
き
ら
め
き
」
の
発
行
や
パ
ネ
ル

展
の
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
地
域
型
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
等
に

関
す
る
相
談
支
援
や
成
年
後
見
制
度

の
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
充

実
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
や
お
き

は
く
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
食
育

に
関
す
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
識
づ
け
、
動
機
づ
け

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
試
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
特
定
保
健

指
導
実
施
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防
に
向
け
、
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）
登
録
医
数
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま
で
５
歳

ご
と
の
市
民
を
対
象
に
、
定
期
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
険
料
を
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
世
代
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る

個
別
相
談
や
定
着
支
援
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
講
座
等
の

開
催
に
よ
り
、
若
年
者
の
就
業
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
脳
ド
ッ
グ
費
用
、
は
り・き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
お
よ

び
葬
祭
費
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
個
々
の
状
態
に
沿
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
就
労
支
援
や

住
居
の
確
保
な
ど
、
生
活
保
護
受
給

に
至
る
前
段
階
で
の
自
立
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
生
の
高
校

進
学
に
向
け
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
保
護
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
人
と
資
源
を
活
か
し
　産

業
の
力
づ
よ
い
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」
で
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
K
O
Z
A 

W
E
B
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
市
」
の
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
修
学
旅
行

や
広
域
連
携
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
、
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
施
策
を
考
え
る

上
で
の
課
題
把
握
や
事
業
効
果
分
析
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
観
光
に
関
す

る
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
沖
縄
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多
目

的
広
場
の
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承

発
展
に
向
け
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
エ
イ
サ
ー
ナ
イ

ト
や
地
域
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
開

催
お
よ
び
エ
イ
サ
ー
団
体
の
県
外
派

遣
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
エ
イ
サ
ー
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
展
示

内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
本
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
F
C
琉
球
お

よ
び
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
、

サ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
式
戦
開
催
時
の
環

境
整
備
や
市
内
の
応
援
機
運
醸
成
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
や
大
会
開
催
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に

向
け
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
を
と
お
し
て
継
続

的
な
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た
め
、
音

楽
月
間
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
多
彩

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
に
お
け

る
音
楽
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
産
業
の
可
能
性
を
調

査
す
る
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
「
お
ん
が

く
村
」
に
お
い
て
、
本
市
の
豊
富
な

音
楽
資
料
を
整
理
収
集
し
、
常
設
展

示
お
よ
び
企
画
展
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
戸
建
や
共
同

住
宅
な
ど
新
た
な
住
宅
整
備
に
か
か

る
除
却
費
用
を
支
援
し
、
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
店
街
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
改
修
お
よ
び

近
隣
駐
車
場
の
利
用
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、銀
天
街
の
活
性
化
に
向
け
、

商
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
意
見
聴
取

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、創
業
・

起
業
を
志
す
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
等
の
実
施
に
よ
る
I
C
T
人
材
の

育
成
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、情
報
関
連
産
業
や
宿
泊
施
設
等
、

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
業
種

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
市
雇
用
促
進
等
施
設「
B
C
コ
ザ
」

や
本
市
I
T
施
設
等
へ
の
企
業
誘
致

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
知
花
花
織
の
担
い
手
育

成
や
沖
縄
市
工
芸
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
る
各
種
工
芸
の
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
沖
縄
市
産
業
ま
つ

り
の
開
催
を
支
援
し
、
生
産
者
の

意
欲
の
高
揚
お
よ
び
市
民
の
市
産

品
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
物
流
の
促
進
や
定
期
航
路
の

開
設
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に

対
す
る
支
援
や
遊
休
地
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
家
相
互
の
交
流
や
技
術
提
供

等
の
促
進
を
図
る
た
め
、
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、畜
産
環
境
の
保
全
に
向
け
、

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
抑
制
お
よ
び

堆
肥
化
設
備
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、

浮
魚
礁
の
設
置
や
漁
船
装
備
品
の
近

代
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
貝
・
稚
魚
の
種
苗
放
流

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
回
復
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
に
や
さ
し
く
　安
全

で
安
心
な
く
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
」

で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
草
木
類
の
分
別
回
収
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
与
儀
地
区
の
里
道
を
活
用
し
た

緊
急
避
難
通
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
お
よ

び
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
A
E
D
の
設
置
拡
充
や
応
急
手

当
講
習
会
を
開
催
し
、
市
民
の
自
主

救
護
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜

間
に
お
け
る
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
保
安
灯
の
新
設
・
L
E
D

化
お
よ
び
台
帳
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム

化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
負
担

す
る
保
安
灯
電
気
料
金
を
支
援
し
、

防
犯
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向

け
、
消
費
者
相
談
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
お
よ
び
消

費
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費

者
月
間
パ
ネ
ル
展
や
出
前
講
座
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
う
る
お
い
あ
る
　快
適
な

空
間
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」で
す
。

　
中
の
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
換
地
指
定
に

向
け
換
地
設
計
を
実
施
し
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
の
町
地
区
を
含
む
胡
屋

十
字
路
周
辺
に
お
い
て
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
か
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
安
慶
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
等
を
す
す
め
、
良

好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
3
3
0
号
沿
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
国
道
の
拡
幅
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
地
の
活
用
を
担
う
民
間

活
力
の
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
美
里
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償
や

区
画
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
の
形
成
お
よ
び
宅

地
の
利
用
価
値
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・
プ

ラ
ザ
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

返
還
後
の
円
滑
な
土
地
利
用
を
見
す

え
、
公
有
地
確
保
の
た
め
先
行
取
得

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
管
等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
促
進

お
よ
び
公
共
用
水
域
を
保
全
す
る
た

め
、
大
里
地
区
お
よ
び
山
里
・
久
保

田
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
東
部
海
浜
汚
水
幹
線
の
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
施
設
全
体
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
本

地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

や
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
維
持
管
理
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
健
全
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
水
路
の
境
界
確

定
復
元
測
量
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
居
の
供
給
に
向

け
、
泡
瀬
市
営
住
宅
の
第
１
期
外

構
工
事
や
第
２
期
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

美
里
市
営
住
宅
の
基
本
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
促
進
に
向

け
、
管
理
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
民
間
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を
整
備
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ビ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
観
光
拠
点

の
創
出
を
含
め
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
企

業
誘
致
P
R
動
画
を
制
作
す
る
と
と

も
に
、
東
部
大
花
火
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
お
よ
び
緑
の

創
出
を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
運
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新

た
に
市
道
こ
ど
も
の
国
線
に
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
植
樹
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
緑
と
花
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
憩
い
の
場
を
目
ざ
し
、
美
里
第

五
公
園
お
よ
び
海
中
道
路
跡
都
市
緑

地
の
整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
比
屋
根
公
園
お

よ
び
（
仮
称
）
古
謝
公
園
の
整
備
に

向
け
調
査
等
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
防
災
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設

の
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
市
北
部
地
域
の
道
路
お
よ
び
公
園

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
池
原
公

園
再
整
備
の
第
２
期
工
事
お
よ
び
馬

場
都
市
緑
地
園
路
整
備
工
事
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
登
川
４

号
線
お
よ
び
登
川
38
号
線
の
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循

環
バ
ス
の
中
部
ル
ー
ト
お
よ
び
西
部

ル
ー
ト
の
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
北
部
お
よ
び
東
部
地
域
へ
の
公

共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
目
的
と

す
る
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
基
本
方
針
で
あ
る
沖
縄
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

見
里
山
里
線
、
諸
見
里
桃
原
線
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
物
件
移

転
補
償
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
南
植
物
楽
園
線
や
安
慶
田
中
線
等

の
道
路
改
良
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
道
の
境
界
確
定
復
元

測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
照
屋

１
号
線
道
路
占
用
物
で
あ
る
銀
天
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
解
体
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
8
1
2
億
6
0
0

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
3
0
0

億
9
8
5
3
万
5
千
円
、
企
業
会
計

に
お
い
て
45
億
6
7
1
7
万
7
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
お

り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど

が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
の
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化

に
向
け
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
が
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
歳
出
で
は
、

福
祉
や
医
療
等
の
義
務
的
経
費
が
毎

年
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
情
報
通
信

技
術(

I
C
T)

に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な
ど
、
さ
ら
な
る
民
間
能
力
の
活
用

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

民
間
事
業
者
等
を
選
定
し
、
な
か
で

も
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
健
全
化
と
さ
ら
な
る
透
明
性

の
確
保
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0

年
４
月
の
上
下
水
道
事
業
組
織
統
合

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
役
所
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昼
食
時

間
帯
の
窓
口
業
務
を
全
庁
で
本
格
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
対
応
や
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
取
り
組

み
に
向
け
、
柔
軟
で
機
能
的
な
組
織

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
力
や
組
織
力
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
能

力
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
た
め
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
な

ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
に
向

け
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
見
す
え
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
2
0

2
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
制
施
行
の
節
目
を
迎

え
、
こ
の
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
へ
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
本
市
の
輝
か
し
い

平
成
の
次
の
時
代
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
強
く
、
そ
し
て
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
19
日

平成31年度  施政方針（全文）
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第
4
0
2
回
沖
縄
市
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
関
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
、
沖
縄
市
は
、
昭
和
49
年

の
コ
ザ
市
と
美
里
村
の
合
併
か
ら
市

制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
誕
生

か
ら
半
世
紀
へ
と
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
ご
英
断
と
市
民
の
不
断

の
努
力
が
実
り
、
本
市
の
画
期
的
な

輝
か
し
い
発
展
が
展
望
さ
れ
ま
す
。

　
中
城
湾
港
を
臨
む
海
浜
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
県

内
最
大
級
の
ビ
ー
チ
が
完
成
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
歓
喜
す
る
風
景
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
拓
く
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
中
心
市
街
地
を
擁
す
る
内

陸
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
性

化
の
旗
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音

楽
を
基
調
に
、
集
い
・
に
ぎ
わ
う
本

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
が
、内
外
か
ら
の
誘
客
で
躍
動
し
、

ま
た
、
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
つ

が
い
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
逞
し

く
成
長
し
、そ
び
え
立
つ
岩
山
か
ら
、

日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
へ
の
号

砲
の
ご
と
く
雄
叫
び
を
あ
げ
る
、
そ

の
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
礎
に
、
潜
在
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
せ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
住
み
続
け

た
い
沖
縄
市
を
実
現
さ
せ
る
決
意

で
、
市
制
施
行
45
周
年
の
節
目
の
市

政
運
営
へ
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
に
向

け
、
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
始
め
と
す
る
一
人
ひ
と
り

の
人
材
の
質
を
高
め
る
「
人
づ
く
り

革
命
」
の
推
進
や
、
成
長
戦
略
の
核

と
な
る
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
景
気
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
、
沖
縄
県
は
、
国
の
経

済
政
策
と
連
動
し
た
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
の
供
用
開
始
を
見
す
え
た

内
外
か
ら
の
航
空
路
線
の
拡
充
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
好
機
と
捉
え
た
訪
日

外
国
人
の
誘
客
等
へ
の
取
組
み
を
積

極
的
に
展
開
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
貧
困
問
題
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
ま

ち
な
か
に
立
地
し
複
合
的
な
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
地
域
活
性
化
の
牽
引
役
と

し
、
好
調
に
推
移
す
る
観
光
関
連
産

業
の
成
長
の
機
会
を
確
実
に
捉
え
、

企
業
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め

る
流
れ
に
繋
げ
る
こ
と
と
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
福
祉

と
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
観
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
音
楽
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
感
動

体
験
を
共
有
す
る
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

が
、
忽
然
と
輪
郭
を
現
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
活

力
あ
る
将
来
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
人
気
選
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ 

オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
が
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
夢
の
祭
典
が
県
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
・
県
民
が

誇
り
や
希
望
を
持
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
2
0
2
3

年
F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、

地
域
企
業
や
関
係
団
体
の
強
み
を
活

か
す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
J
3
優
勝
と
J
2
昇
格

を
決
め
た
F
C
琉
球
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
３
連
覇
や
、
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
進
出
な
ど
の
躍
進
が
、

ま
ち
に
大
き
な
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

が
迫
り
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上

が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
本
格
的
な
動
物
園

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
区
域
の
拡
張
を
本
格
的

に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
驚
き
や
感
動

を
あ
た
え
る
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
完
成
す
る
ラ
イ
オ
ン
舎

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
仲
間
入

り
し
た
２
頭
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
な
ど
、
個
性
的
な
展
示
手
法
に
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
物
展
示
の
充
実
に
向
け
、

内
外
の
動
物
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
夜
間

に
お
け
る
沖
縄
観
光
の
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
を
図
り
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
全
国

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
を
目
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　「
潮
乃
森
」

と
し
て
誕
生
し
た

東
部
海
浜
開
発
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
最
大
級

の
約
１
㎞
に
お
よ
ぶ
人
工
ビ
ー
チ
の

供
用
開
始
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
広
く
周
知

さ
れ
、
市
内
企
業
に
よ
る
年
末
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
東
海
岸
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す

る
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
土
地
利
用
計
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に

熱
気
を
帯
び
る
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
況
を

背
景
に
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
広
場
の
工
事
着
手
が
い
よ

い
よ
視
野
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
日
常
的
に
触

れ
合
え
る
拠
点
と
し
て
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
環

境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
て
い
る
若

年
妊
産
婦
に
光
を
当
て
、
居
場
所
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
や
こ
ど
も
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
産
後

の
育
児
不
安
を
和
ら
げ
る
支
援
や
拠

点
型
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
定

員
拡
大
や
保
育
人
材
の
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機
会

の
創
出
や
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
・

技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
外

で
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的
な
人

材
へ
の
投
資
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
認
知
症
対
策
や
高
齢

者
の
感
染
症
対
策
の
拡
充
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
や
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
担
保
し
、
自
立
を
希

望
す
る
方
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
充

実
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
業
・
医
療
・
住
宅
等
が
集

積
す
る
複
合
施
設「
パ
ー
チ
ェ
山
里
」

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
環
境
の
機

能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道

3
3
0
号
沿
線
の
拡
幅
整
備
促
進
や

セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
双
方
向
通

行
整
備
を
す
す
め
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
沖
縄
を
象
徴
す
る
ま

ち
と
形
容
さ
れ
る
本
市
に
あ
っ
て
、

歴
史
を
刻
む
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
、

歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
沖
縄
市
戦

後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

や
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
文
化
を
次
代

へ
着
実
に
継
承
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
設
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
ざ
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊

誘
導
、
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
や
、
コ
ザ
十
字
路
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
人
材
の
輩

出
や
企
業
集
積
に
向
け
、
商
店
街
に

お
け
る
拠
点
施
設
に
お
い
て
、創
業
・

起
業
支
援
お
よ
び
I
C
T
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
備
え
と
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

機
能
を
有
す
る
公
園
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
地
域
住

民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通
学
路

等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な

ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
回
遊
性
や
交
通
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
北
部
・
東
部
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
道

路
交
通
を
図
る
た
め
、
市
道
の
整
備

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
沖
縄
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
周
辺
の
交

通
渋
滞
や
登
川
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や
市

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
衛
省
、
沖
縄
防
衛

局
、
市
で
構
成
す
る
移
設
に
関
す
る

協
議
会
を
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
連

協
や
軍
転
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
米
軍
や
米
軍
属
に
よ
る

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
は
、
国
等
と
の
信
頼
関
係
を
も

と
に
、
地
方
自
治
体
の
知
恵
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
を
源
泉
に
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
制
度

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
行
動
で
、
わ
が
ま
ち
の
活
力
の
創

出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
は
じ
め
に
「
平
和
を
創
り
　か
お
り

高
い
文
化
を
発
信
す
る
ま
ち
」
で
す
。

　
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
ぬ
よ
う
、
沖
縄
市
民
平
和
の
日
記
念

行
事
、
平
和
大
使
の
長
崎
県
へ
の
派
遣

や
平
和
月
間
に
お
け
る
各
種
事
業
を
お

こ
な
い
、
平
和
を
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沖
縄
市
戦
後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

グ
ッ
ズ
の
製
作
や
企
画
展
を
充
実
す

る
な
ど
、
戦
後
文
化
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
お
き
な
わ
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
を
継
承
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
文
化
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
舞
台
公
演
や
地
域
の
芸
術
分

野
を
担
う
若
者
が
主
体
と
な
る
育
成
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
沖

縄
市
民
会
館
の
改
修
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
歴
史
的
価
値
の
認
識
に
向

け
、
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
市
史
資
料
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
た

め
、「
沖
縄
市
史
」
第
５
巻
移
民
編
の

発
刊
に
向
け
た
調
査
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
新
た
に
「
沖
縄
市
史
」
第

５
巻
戦
争
編
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
郷
土
資
料
等
の
図

書
資
料
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向
け
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
活
動
の
充
実
に
向

け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
兄
弟
・
姉
妹
都
市
と
の
市
民
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
東
海
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
米
沢
市
へ
の

伝
統
芸
能
団
体
の
派
遣
や
豊
中
市
と

の
相
互
訪
問
な
ど
、
各
種
交
流
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成

や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
多
言
語
に
よ

る
相
談
や
各
種
語
学
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
移
住
者
子

弟
研
修
生
の
受
入
れ
お
よ
び
海
外
姉

妹
都
市
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

の
推
進
を
図
る
た
め
の
留
学
支
援
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
強

化
お
よ
び
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
軽
貨
物

自
動
車
の
購
入
や
こ
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
図

書
の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
に
必

要
な
備
品
等
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
里
自
治
会
公
民
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
等
供

用
施
設
等
の
消
防
用
設
備
改
修
工
事
お

よ
び
泡
瀬
第
二
自
治
公
民
館
の
空
調
改

修
工
事
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
未
来
に
輝
き
　世
界
に
は

ば
た
く
　こ
ど
も
の
ま
ち
」
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
場
で
あ
る
沖
縄
市
こ
ど
も

議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
か
か
る
提
供
体
制
の
確
保
等
を
図
る

た
め
、
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
整
備
に
向
け
て
新
た

に
相
談
窓
口
を
設
け
、
適
切
な
機
関

へ
の
移
行
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
療
育
支
援
事
業
「
き
ら
き
ら
」

お
よ
び
児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
つ

く
し
園
」
に
お
い
て
、
親
子
の
愛
着

形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
な
ど
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
経
済

的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
結
び
つ
く

資
格
取
得
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
育
児
相

互
援
助
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
つ
ど
い
の
広
場
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
産
後
う
つ
や

育
児
不
安
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
結
ぽ
〜

と
」
に
お
い
て
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
全
数
把
握
や
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
妊
産
婦
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
社
会
か
ら
の
孤
立
化

を
防
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
の

出
産
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
指
導
や
就
学
支
援
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
お

よ
び
子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
小
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
現
物
給
付
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
を
支

援
し
、
定
員
数
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
応
援
や
保
育
士

試
験
対
策
講
座
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、保
育
士
の
正
規
雇
用
化
や
年
休
・

休
憩
取
得
を
支
援
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
泡
瀬
保
育
所
の
供
用
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
知
花
保
育
所
の
建

替
え
に
か
か
る
基
本
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
所
す
る
児
童
の
健

全
な
発
育
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
給
食
費
な
ど
の
運
営
費
お

よ
び
施
設
改
修
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
促
進
な

ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）

美
里
中
学
校
区
児
童
館
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
等

を
お
こ
な
う
自
治
会
お
よ
び
運
営
団

体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
通
し
て
、
特

に
手
厚
い
専
門
的
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
ど
も
お
よ
び
保
護
者
を
支
援
す

る
居
場
所
と
し
て
、
新
た
に
「
拠
点

型
こ
ど
も
の
居
場
所
」
を
設
置
し
、

生
活
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
支

援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
を
は
じ
め
、（
仮
称
）
美
東
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、（
仮

称
）
高
原
小
学
校
内
公
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
（
仮
称
）
越
来
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
高
原
幼
稚
園
、
諸
見
幼
稚

園
お
よ
び
北
美
幼
稚
園
に
お
い
て
給
食

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
越
来
幼
稚
園
、
コ
ザ
幼

稚
園
、
美
里
幼
稚
園
お
よ
び
美
原

幼
稚
園
の
配
膳
室
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
へ
学
習
支
援
員
等
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
放
課
後
学
習
支
援
教
室
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
検
定
試
験
受
験
料

の
助
成
や
科
学
に
関
す
る
出
前
講
座

等
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推
進
計

画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
学
生
を
対
象
に
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
海
外
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

派
遣
対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
補

助
者
等
の
配
置
や
合
理
的
配
慮
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
巡
回
訪

問
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
日

本
語
指
導
や
教
育
相
談
等
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
の
課

題
解
決
に
向
け
、
小
学
校
に
お
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
・
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
相
談
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
学
校

に
お
い
て
心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

生
徒
の
悩
み
相
談
や
学
校
支
援
教
育

補
助
者
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
緒
的
な
要
因
に
よ
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、
適
応
指
導

教
室
「
す
だ
ち
」
等
に
お
い
て
、
学

習
支
援
や
教
育
相
談
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
学
等
へ
の
進
学
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
や
民

間
企
業
と
の
連
携
を
す
す
め
る
沖
縄

市
育
英
会
の
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
、
修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
お
よ
び
教

員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
教
育
研
究

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
教
育
研
究
所

の
解
体
工
事
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
い

た
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
第
２
調
理
場
の
改
築
に
向

け
基
本
実
施
設
計
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
お
よ
び
調
理
機
器
の
更
新
等
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
学
校
給
食
費
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外

大
会
派
遣
の
支
援
対
象
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
東
海
市
お
よ
び
阿
智
村

と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
や
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外

招
待
交
流
試
合
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
慶
田
幼
稚
園
の
園
舎
新

増
改
築
工
事
お
よ
び
島
袋
幼
稚
園
・

美
東
幼
稚
園
の
新
増
改
築
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
美
原
小
学
校
の
新
増
築
に
向
け

た
実
施
設
計
、
室
川
小
学
校
の
屋
外

運
動
場
の
改
修
工
事
、
安
慶
田
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
美
東
小
学

校
・
越
来
小
学
校
の
校
舎
新
増
改
築

工
事
や
宮
里
中
学
校
の
校
舎
新
増
改

築
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
つ
き
ま
し
て

は
、
魅
力
的
な
施
設
整
備
に
向
け
、

ク
マ
舎
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
推
進
し
、
内
外
か
ら
の
誘
客
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
区
域
の
拡
張
に
向
け
、

用
地
鑑
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
少
年
指
導
員
に
よ
る
巡
回

指
導
や
青
少
年
教
育
相
談
指
導
員
に

よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
若

者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
心
が
ふ
れ
あ
い
　安
心
の

輪
で
つ
な
が
る
ま
ち
」
で
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
教
室

や
人
権
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
人

が
個
性
お
よ
び
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発

紙
「
き
ら
め
き
」
の
発
行
や
パ
ネ
ル

展
の
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
地
域
型
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
等
に

関
す
る
相
談
支
援
や
成
年
後
見
制
度

の
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
充

実
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
や
お
き

は
く
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
食
育

に
関
す
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
識
づ
け
、
動
機
づ
け

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
試
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
特
定
保
健

指
導
実
施
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防
に
向
け
、
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）
登
録
医
数
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま
で
５
歳

ご
と
の
市
民
を
対
象
に
、
定
期
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
険
料
を
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
世
代
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る

個
別
相
談
や
定
着
支
援
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
講
座
等
の

開
催
に
よ
り
、
若
年
者
の
就
業
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
脳
ド
ッ
グ
費
用
、
は
り・き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
お
よ

び
葬
祭
費
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
個
々
の
状
態
に
沿
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
就
労
支
援
や

住
居
の
確
保
な
ど
、
生
活
保
護
受
給

に
至
る
前
段
階
で
の
自
立
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
生
の
高
校

進
学
に
向
け
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
保
護
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
人
と
資
源
を
活
か
し
　産

業
の
力
づ
よ
い
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」
で
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
K
O
Z
A 

W
E
B
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
市
」
の
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
修
学
旅
行

や
広
域
連
携
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
、
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
施
策
を
考
え
る

上
で
の
課
題
把
握
や
事
業
効
果
分
析
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
観
光
に
関
す

る
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
沖
縄
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多
目

的
広
場
の
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承

発
展
に
向
け
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
エ
イ
サ
ー
ナ
イ

ト
や
地
域
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
開

催
お
よ
び
エ
イ
サ
ー
団
体
の
県
外
派

遣
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
エ
イ
サ
ー
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
展
示

内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
本
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
F
C
琉
球
お

よ
び
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
、

サ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
式
戦
開
催
時
の
環

境
整
備
や
市
内
の
応
援
機
運
醸
成
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
や
大
会
開
催
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に

向
け
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
を
と
お
し
て
継
続

的
な
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た
め
、
音

楽
月
間
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
多
彩

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
に
お
け

る
音
楽
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
産
業
の
可
能
性
を
調

査
す
る
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
「
お
ん
が

く
村
」
に
お
い
て
、
本
市
の
豊
富
な

音
楽
資
料
を
整
理
収
集
し
、
常
設
展

示
お
よ
び
企
画
展
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
戸
建
や
共
同

住
宅
な
ど
新
た
な
住
宅
整
備
に
か
か

る
除
却
費
用
を
支
援
し
、
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
店
街
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
改
修
お
よ
び

近
隣
駐
車
場
の
利
用
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、銀
天
街
の
活
性
化
に
向
け
、

商
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
意
見
聴
取

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、創
業
・

起
業
を
志
す
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
等
の
実
施
に
よ
る
I
C
T
人
材
の

育
成
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、情
報
関
連
産
業
や
宿
泊
施
設
等
、

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
業
種

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
市
雇
用
促
進
等
施
設「
B
C
コ
ザ
」

や
本
市
I
T
施
設
等
へ
の
企
業
誘
致

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
知
花
花
織
の
担
い
手
育

成
や
沖
縄
市
工
芸
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
る
各
種
工
芸
の
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
沖
縄
市
産
業
ま
つ

り
の
開
催
を
支
援
し
、
生
産
者
の

意
欲
の
高
揚
お
よ
び
市
民
の
市
産

品
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
物
流
の
促
進
や
定
期
航
路
の

開
設
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に

対
す
る
支
援
や
遊
休
地
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
家
相
互
の
交
流
や
技
術
提
供

等
の
促
進
を
図
る
た
め
、
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、畜
産
環
境
の
保
全
に
向
け
、

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
抑
制
お
よ
び

堆
肥
化
設
備
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、

浮
魚
礁
の
設
置
や
漁
船
装
備
品
の
近

代
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
貝
・
稚
魚
の
種
苗
放
流

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
回
復
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
に
や
さ
し
く
　安
全

で
安
心
な
く
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
」

で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
草
木
類
の
分
別
回
収
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
与
儀
地
区
の
里
道
を
活
用
し
た

緊
急
避
難
通
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
お
よ

び
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
A
E
D
の
設
置
拡
充
や
応
急
手

当
講
習
会
を
開
催
し
、
市
民
の
自
主

救
護
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜

間
に
お
け
る
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
保
安
灯
の
新
設
・
L
E
D

化
お
よ
び
台
帳
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム

化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
負
担

す
る
保
安
灯
電
気
料
金
を
支
援
し
、

防
犯
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向

け
、
消
費
者
相
談
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
お
よ
び
消

費
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費

者
月
間
パ
ネ
ル
展
や
出
前
講
座
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
う
る
お
い
あ
る
　快
適
な

空
間
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」で
す
。

　
中
の
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
換
地
指
定
に

向
け
換
地
設
計
を
実
施
し
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
の
町
地
区
を
含
む
胡
屋

十
字
路
周
辺
に
お
い
て
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
か
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
安
慶
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
等
を
す
す
め
、
良

好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
3
3
0
号
沿
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
国
道
の
拡
幅
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
地
の
活
用
を
担
う
民
間

活
力
の
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
美
里
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償
や

区
画
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
の
形
成
お
よ
び
宅

地
の
利
用
価
値
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・
プ

ラ
ザ
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

返
還
後
の
円
滑
な
土
地
利
用
を
見
す

え
、
公
有
地
確
保
の
た
め
先
行
取
得

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
管
等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
促
進

お
よ
び
公
共
用
水
域
を
保
全
す
る
た

め
、
大
里
地
区
お
よ
び
山
里
・
久
保

田
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
東
部
海
浜
汚
水
幹
線
の
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
施
設
全
体
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
本

地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

や
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
維
持
管
理
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
健
全
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
水
路
の
境
界
確

定
復
元
測
量
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
居
の
供
給
に
向

け
、
泡
瀬
市
営
住
宅
の
第
１
期
外

構
工
事
や
第
２
期
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

美
里
市
営
住
宅
の
基
本
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
促
進
に
向

け
、
管
理
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
民
間
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を
整
備
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ビ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
観
光
拠
点

の
創
出
を
含
め
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
企

業
誘
致
P
R
動
画
を
制
作
す
る
と
と

も
に
、
東
部
大
花
火
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
お
よ
び
緑
の

創
出
を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
運
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新

た
に
市
道
こ
ど
も
の
国
線
に
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
植
樹
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
緑
と
花
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
憩
い
の
場
を
目
ざ
し
、
美
里
第

五
公
園
お
よ
び
海
中
道
路
跡
都
市
緑

地
の
整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
比
屋
根
公
園
お

よ
び
（
仮
称
）
古
謝
公
園
の
整
備
に

向
け
調
査
等
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
防
災
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設

の
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
市
北
部
地
域
の
道
路
お
よ
び
公
園

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
池
原
公

園
再
整
備
の
第
２
期
工
事
お
よ
び
馬

場
都
市
緑
地
園
路
整
備
工
事
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
登
川
４

号
線
お
よ
び
登
川
38
号
線
の
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循

環
バ
ス
の
中
部
ル
ー
ト
お
よ
び
西
部

ル
ー
ト
の
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
北
部
お
よ
び
東
部
地
域
へ
の
公

共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
目
的
と

す
る
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
基
本
方
針
で
あ
る
沖
縄
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

見
里
山
里
線
、
諸
見
里
桃
原
線
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
物
件
移

転
補
償
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
南
植
物
楽
園
線
や
安
慶
田
中
線
等

の
道
路
改
良
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
道
の
境
界
確
定
復
元

測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
照
屋

１
号
線
道
路
占
用
物
で
あ
る
銀
天
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
解
体
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
8
1
2
億
6
0
0

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
3
0
0

億
9
8
5
3
万
5
千
円
、
企
業
会
計

に
お
い
て
45
億
6
7
1
7
万
7
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
お

り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど

が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
の
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化

に
向
け
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
が
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
歳
出
で
は
、

福
祉
や
医
療
等
の
義
務
的
経
費
が
毎

年
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
情
報
通
信

技
術(

I
C
T)

に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な
ど
、
さ
ら
な
る
民
間
能
力
の
活
用

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

民
間
事
業
者
等
を
選
定
し
、
な
か
で

も
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
健
全
化
と
さ
ら
な
る
透
明
性

の
確
保
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0

年
４
月
の
上
下
水
道
事
業
組
織
統
合

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
役
所
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昼
食
時

間
帯
の
窓
口
業
務
を
全
庁
で
本
格
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
対
応
や
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
取
り
組

み
に
向
け
、
柔
軟
で
機
能
的
な
組
織

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
力
や
組
織
力
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
能

力
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
た
め
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
な

ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
に
向

け
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
見
す
え
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
2
0

2
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
制
施
行
の
節
目
を
迎

え
、
こ
の
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
へ
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
本
市
の
輝
か
し
い

平
成
の
次
の
時
代
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
強
く
、
そ
し
て
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
19
日

桑

　江

　朝
千
夫

沖
縄
市
長
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第
4
0
2
回
沖
縄
市
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
関
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
、
沖
縄
市
は
、
昭
和
49
年

の
コ
ザ
市
と
美
里
村
の
合
併
か
ら
市

制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
誕
生

か
ら
半
世
紀
へ
と
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、

先
人
た
ち
の
ご
英
断
と
市
民
の
不
断

の
努
力
が
実
り
、
本
市
の
画
期
的
な

輝
か
し
い
発
展
が
展
望
さ
れ
ま
す
。

　
中
城
湾
港
を
臨
む
海
浜
部
に
お
き

ま
し
て
は
、
長
い
歳
月
を
経
て
、
県

内
最
大
級
の
ビ
ー
チ
が
完
成
し
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
歓
喜
す
る
風
景
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
拓
く
、

滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
中
心
市
街
地
を
擁
す
る
内

陸
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
性

化
の
旗
手
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
音

楽
を
基
調
に
、
集
い
・
に
ぎ
わ
う
本

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
が
、内
外
か
ら
の
誘
客
で
躍
動
し
、

ま
た
、
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
つ

が
い
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
逞
し

く
成
長
し
、そ
び
え
立
つ
岩
山
か
ら
、

日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
へ
の
号

砲
の
ご
と
く
雄
叫
び
を
あ
げ
る
、
そ

の
よ
う
な
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
礎
に
、
潜
在
能
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
さ
せ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
住
み
続
け

た
い
沖
縄
市
を
実
現
さ
せ
る
決
意

で
、
市
制
施
行
45
周
年
の
節
目
の
市

政
運
営
へ
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
に
向

け
、
国
に
お
い
て
は
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
始
め
と
す
る
一
人
ひ
と
り

の
人
材
の
質
を
高
め
る
「
人
づ
く
り

革
命
」
の
推
進
や
、
成
長
戦
略
の
核

と
な
る
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
県
内
の
景
気
が
拡
大
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
、
沖
縄
県
は
、
国
の
経

済
政
策
と
連
動
し
た
、
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
の
供
用
開
始
を
見
す
え
た

内
外
か
ら
の
航
空
路
線
の
拡
充
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
好
機
と
捉
え
た
訪
日

外
国
人
の
誘
客
等
へ
の
取
組
み
を
積

極
的
に
展
開
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
貧
困
問
題
を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
環
境
の

充
実
や
沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
ま

ち
な
か
に
立
地
し
複
合
的
な
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
を
地
域
活
性
化
の
牽
引
役
と

し
、
好
調
に
推
移
す
る
観
光
関
連
産

業
の
成
長
の
機
会
を
確
実
に
捉
え
、

企
業
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
高
め

る
流
れ
に
繋
げ
る
こ
と
と
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
福
祉

と
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
観
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
音
楽
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
感
動

体
験
を
共
有
す
る
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

が
、
忽
然
と
輪
郭
を
現
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
存
在
感
は
、
こ
の
ま
ち
の
活

力
あ
る
将
来
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
人
気
選
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ 

オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
が
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
を
会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
、
夢
の
祭
典
が
県
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
・
県
民
が

誇
り
や
希
望
を
持
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
2
0
2
3

年
F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、

地
域
企
業
や
関
係
団
体
の
強
み
を
活

か
す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
J
3
優
勝
と
J
2
昇
格

を
決
め
た
F
C
琉
球
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
３
連
覇
や
、
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
進
出
な
ど
の
躍
進
が
、

ま
ち
に
大
き
な
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

が
迫
り
、
さ
ら
な
る
機
運
の
盛
り
上

が
り
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
本
格
的
な
動
物
園

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
区
域
の
拡
張
を
本
格
的

に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
驚
き
や
感
動

を
あ
た
え
る
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
間
も
な
く
完
成
す
る
ラ
イ
オ
ン
舎

に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
仲
間
入

り
し
た
２
頭
目
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
な
ど
、
個
性
的
な
展
示
手
法
に
よ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
物
展
示
の
充
実
に
向
け
、

内
外
の
動
物
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
夜
間

に
お
け
る
沖
縄
観
光
の
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
を
図
り
、
国
内
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
る
全
国

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
園
を
目
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　「
潮
乃
森
」

と
し
て
誕
生
し
た

東
部
海
浜
開
発
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
最
大
級

の
約
１
㎞
に
お
よ
ぶ
人
工
ビ
ー
チ
の

供
用
開
始
に
期
待
が
高
ま
る
中
、
長

年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
広
く
周
知

さ
れ
、
市
内
企
業
に
よ
る
年
末
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
東
海
岸
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
す

る
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
の
構
築
に
向
け

た
土
地
利
用
計
画
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
県
内
外
の
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に

熱
気
を
帯
び
る
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
盛
況
を

背
景
に
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
広
場
の
工
事
着
手
が
い
よ

い
よ
視
野
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
日
常
的
に
触

れ
合
え
る
拠
点
と
し
て
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
環

境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
て
い
る
若

年
妊
産
婦
に
光
を
当
て
、
居
場
所
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
や
こ
ど
も
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
産
後

の
育
児
不
安
を
和
ら
げ
る
支
援
や
拠

点
型
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
の
定

員
拡
大
や
保
育
人
材
の
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
機
会

の
創
出
や
、
児
童
生
徒
の
競
技
力
・

技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
外

で
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的
な
人

材
へ
の
投
資
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
認
知
症
対
策
や
高
齢

者
の
感
染
症
対
策
の
拡
充
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
や
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
担
保
し
、
自
立
を
希

望
す
る
方
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
充

実
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
業
・
医
療
・
住
宅
等
が
集

積
す
る
複
合
施
設「
パ
ー
チ
ェ
山
里
」

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
環
境
の
機

能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
道

3
3
0
号
沿
線
の
拡
幅
整
備
促
進
や

セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
双
方
向
通

行
整
備
を
す
す
め
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
沖
縄
を
象
徴
す
る
ま

ち
と
形
容
さ
れ
る
本
市
に
あ
っ
て
、

歴
史
を
刻
む
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
、

歴
史
・
文
化
を
発
信
す
る
沖
縄
市
戦

後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

や
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
文
化
を
次
代

へ
着
実
に
継
承
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
設
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
ざ
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
回
遊

誘
導
、
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
や
、
コ
ザ
十
字
路
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
人
材
の
輩

出
や
企
業
集
積
に
向
け
、
商
店
街
に

お
け
る
拠
点
施
設
に
お
い
て
、創
業
・

起
業
支
援
お
よ
び
I
C
T
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
備
え
と
迅
速
な

対
応
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災

機
能
を
有
す
る
公
園
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
を
含
む
地
域
住

民
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通
学
路

等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な

ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
回
遊
性
や
交
通
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー

ト
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
北
部
・
東
部
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
道

路
交
通
を
図
る
た
め
、
市
道
の
整
備

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
沖
縄
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
交
差
点
周
辺
の
交

通
渋
滞
や
登
川
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や
市

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
衛
省
、
沖
縄
防
衛

局
、
市
で
構
成
す
る
移
設
に
関
す
る

協
議
会
を
活
用
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
連

協
や
軍
転
協
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
米
軍
や
米
軍
属
に
よ
る

事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
日
米
両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
私
は
、
国
等
と
の
信
頼
関
係
を
も

と
に
、
地
方
自
治
体
の
知
恵
と
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
想
を
源
泉
に
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
魅
力
的
な
制
度

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
行
動
で
、
わ
が
ま
ち
の
活
力
の
創

出
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
は
じ
め
に
「
平
和
を
創
り
　か
お
り

高
い
文
化
を
発
信
す
る
ま
ち
」
で
す
。

　
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
ぬ
よ
う
、
沖
縄
市
民
平
和
の
日
記
念

行
事
、
平
和
大
使
の
長
崎
県
へ
の
派
遣

や
平
和
月
間
に
お
け
る
各
種
事
業
を
お

こ
な
い
、
平
和
を
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
沖
縄
市
戦
後
文
化
資
料
展
示
館
ヒ

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

グ
ッ
ズ
の
製
作
や
企
画
展
を
充
実
す

る
な
ど
、
戦
後
文
化
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
お
き
な
わ
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
芸
術
を
継
承
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
文
化
活
動
団
体
等
が

実
施
す
る
舞
台
公
演
や
地
域
の
芸
術
分

野
を
担
う
若
者
が
主
体
と
な
る
育
成
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
沖

縄
市
民
会
館
の
改
修
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
展
示
会
や

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
歴
史
的
価
値
の
認
識
に
向

け
、
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
市
史
資
料
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
た

め
、「
沖
縄
市
史
」
第
５
巻
移
民
編
の

発
刊
に
向
け
た
調
査
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
新
た
に
「
沖
縄
市
史
」
第

５
巻
戦
争
編
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
郷
土
資
料
等
の
図

書
資
料
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向
け
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
活
動
の
充
実
に
向

け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
内
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
兄
弟
・
姉
妹
都
市
と
の
市
民
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
東
海
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
米
沢
市
へ
の

伝
統
芸
能
団
体
の
派
遣
や
豊
中
市
と

の
相
互
訪
問
な
ど
、
各
種
交
流
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
性
を
備
え
た
人
材
の
育
成

や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
多
言
語
に
よ

る
相
談
や
各
種
語
学
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
移
住
者
子

弟
研
修
生
の
受
入
れ
お
よ
び
海
外
姉

妹
都
市
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

の
推
進
を
図
る
た
め
の
留
学
支
援
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
の
組
織
強

化
お
よ
び
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
軽
貨
物

自
動
車
の
購
入
や
こ
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
図

書
の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
に
必

要
な
備
品
等
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
里
自
治
会
公
民
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
学
習
等
供

用
施
設
等
の
消
防
用
設
備
改
修
工
事
お

よ
び
泡
瀬
第
二
自
治
公
民
館
の
空
調
改

修
工
事
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
未
来
に
輝
き
　世
界
に
は

ば
た
く
　こ
ど
も
の
ま
ち
」
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
場
で
あ
る
沖
縄
市
こ
ど
も

議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
未

来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
か
か
る
提
供
体
制
の
確
保
等
を
図
る

た
め
、
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
発
達
の
気
に
な
る
子
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
整
備
に
向
け
て
新
た

に
相
談
窓
口
を
設
け
、
適
切
な
機
関

へ
の
移
行
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
療
育
支
援
事
業
「
き
ら
き
ら
」

お
よ
び
児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
つ

く
し
園
」
に
お
い
て
、
親
子
の
愛
着

形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
発
達
な
ど
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
経
済

的
自
立
に
向
け
、
就
職
に
結
び
つ
く

資
格
取
得
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
育
児
相

互
援
助
な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
つ
ど
い
の
広
場
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
産
後
う
つ
や

育
児
不
安
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
結
ぽ
〜

と
」
に
お
い
て
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳

幼
児
の
全
数
把
握
や
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
妊
産
婦
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
社
会
か
ら
の
孤
立
化

を
防
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
の

出
産
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
指
導
や
就
学
支
援
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
お

よ
び
子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
医
療
費
お
よ
び
小
学
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
、

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
現
物
給
付
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
立
保
育
所
の
施
設
整
備
を
支

援
し
、
定
員
数
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
応
援
や
保
育
士

試
験
対
策
講
座
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、保
育
士
の
正
規
雇
用
化
や
年
休
・

休
憩
取
得
を
支
援
し
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
泡
瀬
保
育
所
の
供
用
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
知
花
保
育
所
の
建

替
え
に
か
か
る
基
本
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
所
す
る
児
童
の
健

全
な
発
育
お
よ
び
安
全
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
給
食
費
な
ど
の
運
営
費
お

よ
び
施
設
改
修
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
促
進
な

ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
仮
称
）

美
里
中
学
校
区
児
童
館
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
等

を
お
こ
な
う
自
治
会
お
よ
び
運
営
団

体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
通
し
て
、
特

に
手
厚
い
専
門
的
支
援
を
必
要
と
す

る
こ
ど
も
お
よ
び
保
護
者
を
支
援
す

る
居
場
所
と
し
て
、
新
た
に
「
拠
点

型
こ
ど
も
の
居
場
所
」
を
設
置
し
、

生
活
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
の
支

援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
を
は
じ
め
、（
仮
称
）
美
東
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、（
仮

称
）
高
原
小
学
校
内
公
設
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
（
仮
称
）
越
来
小

学
校
内
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
高
原
幼
稚
園
、
諸
見
幼
稚

園
お
よ
び
北
美
幼
稚
園
に
お
い
て
給
食

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
越
来
幼
稚
園
、
コ
ザ
幼

稚
園
、
美
里
幼
稚
園
お
よ
び
美
原

幼
稚
園
の
配
膳
室
実
施
設
計
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
学
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
へ
学
習
支
援
員
等
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い

て
放
課
後
学
習
支
援
教
室
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
検
定
試
験
受
験
料

の
助
成
や
科
学
に
関
す
る
出
前
講
座

等
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
情
報
化
推
進
計

画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
学
生
を
対
象
に
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
海
外
短
期
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

派
遣
対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
支
援
教
育
補

助
者
等
の
配
置
や
合
理
的
配
慮
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
巡
回
訪

問
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
本
語
指
導
員
を
配
置
し
、
日

本
語
指
導
や
教
育
相
談
等
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
の
課

題
解
決
に
向
け
、
小
学
校
に
お
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児

童
・
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
相
談
支

援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
学
校

に
お
い
て
心
の
教
室
相
談
員
に
よ
る

生
徒
の
悩
み
相
談
や
学
校
支
援
教
育

補
助
者
に
よ
る
学
習
支
援
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
緒
的
な
要
因
に
よ
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
お
こ
な
う
た
め
、
適
応
指
導

教
室
「
す
だ
ち
」
等
に
お
い
て
、
学

習
支
援
や
教
育
相
談
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
大
学
等
へ
の
進
学
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
奨
学
金
制
度
の
実
施
や
民

間
企
業
と
の
連
携
を
す
す
め
る
沖
縄

市
育
英
会
の
活
動
を
支
援
す
る
な

ど
、
修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
お
よ
び
教

員
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
教
育
研
究

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
教
育
研
究
所

の
解
体
工
事
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
い

た
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
第
２
調
理
場
の
改
築
に
向

け
基
本
実
施
設
計
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
お
よ
び
調
理
機
器
の
更
新
等
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
の
３
人
目
以
降
の
児
童
生
徒

に
対
す
る
学
校
給
食
費
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
外

大
会
派
遣
の
支
援
対
象
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
東
海
市
お
よ
び
阿
智
村

と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
や
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外

招
待
交
流
試
合
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
慶
田
幼
稚
園
の
園
舎
新

増
改
築
工
事
お
よ
び
島
袋
幼
稚
園
・

美
東
幼
稚
園
の
新
増
改
築
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
美
原
小
学
校
の
新
増
築
に
向
け

た
実
施
設
計
、
室
川
小
学
校
の
屋
外

運
動
場
の
改
修
工
事
、
安
慶
田
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
工
事
、
美
東
小
学

校
・
越
来
小
学
校
の
校
舎
新
増
改
築

工
事
や
宮
里
中
学
校
の
校
舎
新
増
改

築
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
つ
き
ま
し
て

は
、
魅
力
的
な
施
設
整
備
に
向
け
、

ク
マ
舎
周
辺
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
推
進
し
、
内
外
か
ら
の
誘
客
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、施
設
区
域
の
拡
張
に
向
け
、

用
地
鑑
定
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
少
年
指
導
員
に
よ
る
巡
回

指
導
や
青
少
年
教
育
相
談
指
導
員
に

よ
る
相
談
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
若

者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
心
が
ふ
れ
あ
い
　安
心
の

輪
で
つ
な
が
る
ま
ち
」
で
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
権
教
室

や
人
権
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
人

が
個
性
お
よ
び
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓
発

紙
「
き
ら
め
き
」
の
発
行
や
パ
ネ
ル

展
の
開
催
な
ど
を
と
お
し
て
、普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
地
域
型
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
等
に

関
す
る
相
談
支
援
や
成
年
後
見
制
度

の
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
た
小
地
域
に

お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
充

実
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
、
必
要
な
と
き
に
適
切
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
事
業
所
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
や
お
き

は
く
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
食
育

に
関
す
る
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
識
づ
け
、
動
機
づ
け

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
試
行
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
お
よ
び
特
定
保
健

指
導
実
施
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防
に
向
け
、
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）
登
録
医
数
の
増
加
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま
で
５
歳

ご
と
の
市
民
を
対
象
に
、
定
期
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
自
己
負
担
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
険
料
を
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
世
代
や
障
が
い
者
等
に
対
す
る

個
別
相
談
や
定
着
支
援
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
講
座
等
の

開
催
に
よ
り
、
若
年
者
の
就
業
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
脳
ド
ッ
グ
費
用
、
は
り・き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
用
お
よ

び
葬
祭
費
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支

援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
個
々
の
状
態
に
沿
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
就
労
支
援
や

住
居
の
確
保
な
ど
、
生
活
保
護
受
給

に
至
る
前
段
階
で
の
自
立
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
生
の
高
校

進
学
に
向
け
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
学
習
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
保
護
者
の
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
保
護
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
・
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
人
と
資
源
を
活
か
し
　産

業
の
力
づ
よ
い
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」
で
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
K
O
Z
A 

W
E
B
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S
の
活
用
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、「
沖
縄
市
」
の
知
名
度
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
修
学
旅
行

や
広
域
連
携
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
、
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
施
策
を
考
え
る

上
で
の
課
題
把
握
や
事
業
効
果
分
析
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
観
光
に
関
す

る
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
を

選
定
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
供
用
開
始
に
向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　（
仮
称
）
沖
縄
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
コ
ザ
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
多
目

的
広
場
の
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承

発
展
に
向
け
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
エ
イ
サ
ー
ナ
イ

ト
や
地
域
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
の
開

催
お
よ
び
エ
イ
サ
ー
団
体
の
県
外
派

遣
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
エ
イ
サ
ー
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
の
展
示

内
容
や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
本
市
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
F
C
琉
球
お

よ
び
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
、

サ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
・
パ
ン
サ
ー
ズ
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
式
戦
開
催
時
の
環

境
整
備
や
市
内
の
応
援
機
運
醸
成
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
や
大
会
開
催
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に

向
け
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
開
催
し
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
を
と
お
し
て
継
続

的
な
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
音
楽
の
ま
ち
沖
縄
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た
め
、
音

楽
月
間
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
多
彩

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
に
お
け

る
音
楽
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
人
材
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
楽
産
業
の
可
能
性
を
調

査
す
る
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
「
お
ん
が

く
村
」
に
お
い
て
、
本
市
の
豊
富
な

音
楽
資
料
を
整
理
収
集
し
、
常
設
展

示
お
よ
び
企
画
展
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
戸
建
や
共
同

住
宅
な
ど
新
た
な
住
宅
整
備
に
か
か

る
除
却
費
用
を
支
援
し
、
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
店
街
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
改
修
お
よ
び

近
隣
駐
車
場
の
利
用
を
支
援
し
、
商

店
街
の
賑
わ
い
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、銀
天
街
の
活
性
化
に
向
け
、

商
業
者
や
周
辺
住
民
等
の
意
見
聴
取

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、創
業
・

起
業
を
志
す
方
々
の
相
談
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
等
の
実
施
に
よ
る
I
C
T
人
材
の

育
成
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、情
報
関
連
産
業
や
宿
泊
施
設
等
、

本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
業
種

を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖

縄
市
雇
用
促
進
等
施
設「
B
C
コ
ザ
」

や
本
市
I
T
施
設
等
へ
の
企
業
誘
致

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
で
あ
る
知
花
花
織
の
担
い
手
育

成
や
沖
縄
市
工
芸
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
る
各
種
工
芸
の
振
興
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
沖
縄
市
産
業
ま
つ

り
の
開
催
を
支
援
し
、
生
産
者
の

意
欲
の
高
揚
お
よ
び
市
民
の
市
産

品
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
物
流
の
促
進
や
定
期
航
路
の

開
設
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に

対
す
る
支
援
や
遊
休
地
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
性
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
家
相
互
の
交
流
や
技
術
提
供

等
の
促
進
を
図
る
た
め
、
畜
産
共
進

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、畜
産
環
境
の
保
全
に
向
け
、

悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
抑
制
お
よ
び

堆
肥
化
設
備
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、

浮
魚
礁
の
設
置
や
漁
船
装
備
品
の
近

代
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
貝
・
稚
魚
の
種
苗
放
流

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
資

源
の
回
復
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
地
球
に
や
さ
し
く
　安
全

で
安
心
な
く
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
」

で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
に
草
木
類
の
分
別
回
収
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
与
儀
地
区
の
里
道
を
活
用
し
た

緊
急
避
難
通
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
お
よ

び
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更

新
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
の
A
E
D
の
設
置
拡
充
や
応
急
手

当
講
習
会
を
開
催
し
、
市
民
の
自
主

救
護
能
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夜

間
に
お
け
る
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
保
安
灯
の
新
設
・
L
E
D

化
お
よ
び
台
帳
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム

化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
負
担

す
る
保
安
灯
電
気
料
金
を
支
援
し
、

防
犯
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向

け
、
消
費
者
相
談
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
お
よ
び
消

費
者
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費

者
月
間
パ
ネ
ル
展
や
出
前
講
座
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
「
う
る
お
い
あ
る
　快
適
な

空
間
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」で
す
。

　
中
の
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
換
地
指
定
に

向
け
換
地
設
計
を
実
施
し
、
良
好
な

市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
中
の
町
地
区
を
含
む
胡
屋

十
字
路
周
辺
に
お
い
て
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
か
し

た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
安
慶
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償

や
道
路
整
備
工
事
等
を
す
す
め
、
良

好
な
住
環
境
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
道
3
3
0
号
沿
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
国
道
の
拡
幅
整
備

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
残
地
の
活
用
を
担
う
民
間

活
力
の
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
美
里
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
物
件
移
転
補
償
や

区
画
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
の
形
成
お
よ
び
宅

地
の
利
用
価
値
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・
プ

ラ
ザ
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

返
還
後
の
円
滑
な
土
地
利
用
を
見
す

え
、
公
有
地
確
保
の
た
め
先
行
取
得

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

配
水
管
等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
促
進

お
よ
び
公
共
用
水
域
を
保
全
す
る
た

め
、
大
里
地
区
お
よ
び
山
里
・
久
保

田
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
東
部
海
浜
汚
水
幹
線
の
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
下
水
道
施
設
全
体
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
本

地
区
に
お
け
る
雨
水
排
水
施
設
の
整
備

や
雨
水
管
理
総
合
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
維
持
管
理
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
健
全
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
水
路
の
境
界
確

定
復
元
測
量
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
様
な
住
居
の
供
給
に
向

け
、
泡
瀬
市
営
住
宅
の
第
１
期
外

構
工
事
や
第
２
期
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

美
里
市
営
住
宅
の
基
本
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
促
進
に
向

け
、
管
理
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
環
境
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
建
築
物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
民
間
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を
整
備
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
促
進
い
た
し

ま
す
。

　
東
部
海
浜
開
発
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ビ
ー
チ
フ
ロ
ン
ト
観
光
拠
点

の
創
出
を
含
め
、
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
事
業
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た

め
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
や
企

業
誘
致
P
R
動
画
を
制
作
す
る
と
と

も
に
、
東
部
大
花
火
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
お
よ
び
緑
の

創
出
を
図
る
た
め
、
花
い
っ
ぱ
い
推

進
運
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
新

た
に
市
道
こ
ど
も
の
国
線
に
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
植
樹
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
緑
と
花
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
憩
い
の
場
を
目
ざ
し
、
美
里
第

五
公
園
お
よ
び
海
中
道
路
跡
都
市
緑

地
の
整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
比
屋
根
公
園
お

よ
び
（
仮
称
）
古
謝
公
園
の
整
備
に

向
け
調
査
等
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
防
災
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設

の
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
市
北
部
地
域
の
道
路
お
よ
び
公
園

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
池
原
公

園
再
整
備
の
第
２
期
工
事
お
よ
び
馬

場
都
市
緑
地
園
路
整
備
工
事
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
登
川
４

号
線
お
よ
び
登
川
38
号
線
の
整
備
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
循

環
バ
ス
の
中
部
ル
ー
ト
お
よ
び
西
部

ル
ー
ト
の
拡
充
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
北
部
お
よ
び
東
部
地
域
へ
の
公

共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
目
的
と

す
る
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
基
本
方
針
で
あ
る
沖
縄
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

見
里
山
里
線
、
諸
見
里
桃
原
線
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り
線
の
物
件
移

転
補
償
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
南
植
物
楽
園
線
や
安
慶
田
中
線
等

の
道
路
改
良
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
里
道
の
境
界
確
定
復
元

測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
照
屋

１
号
線
道
路
占
用
物
で
あ
る
銀
天
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
解
体
工
事
に
か
か
る

実
施
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
な
施
策

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
と
す
る

諸
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成

31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
8
1
2
億
6
0
0

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
3
0
0

億
9
8
5
3
万
5
千
円
、
企
業
会
計

に
お
い
て
45
億
6
7
1
7
万
7
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　
我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

り
穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
お

り
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
な
ど

が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
国
の
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化

に
向
け
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
が
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
歳
出
で
は
、

福
祉
や
医
療
等
の
義
務
的
経
費
が
毎

年
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
情
報
通
信

技
術(

I
C
T)

に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

な
ど
、
さ
ら
な
る
民
間
能
力
の
活
用

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

民
間
事
業
者
等
を
選
定
し
、
な
か
で

も
、
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
の
健
全
化
と
さ
ら
な
る
透
明
性

の
確
保
に
向
け
て
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0

年
４
月
の
上
下
水
道
事
業
組
織
統
合

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
役
所
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昼
食
時

間
帯
の
窓
口
業
務
を
全
庁
で
本
格
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
の
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
対
応
や
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
し
た
取
り
組

み
に
向
け
、
柔
軟
で
機
能
的
な
組
織

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
力
や
組
織
力
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
能

力
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
た
め
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
な

ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
非
常
勤

等
職
員
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
に
向

け
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
見
す
え
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
2
0

2
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
制
施
行
の
節
目
を
迎

え
、
こ
の
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
へ
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
本
市
の
輝
か
し
い

平
成
の
次
の
時
代
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
力
強
く
、
そ
し
て
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
２
月
19
日

桑

　江

　朝
千
夫

沖
縄
市
長

平成31年度  施政方針（全文）
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広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
春
季
沖
縄

キ
ャ
ン
プ
が
、
２
月
15
日
か
ら
26

日
ま
で
行
わ
れ
た
。
沖
縄
入
り
し

た
13
日
に
は
、
那
覇
空
港
で
歓
迎

式
が
行
わ
れ
、
桑
江
市
長
を
は
じ

め
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
沖
縄
協
力

会
の
関
係
者
や
フ
ァ
ン
等
が
、
盛

大
に
選
手
等
を
出
迎
え
た
。

　
沖
縄
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
開
始
の

15
日
に
は
、
歓
迎
と
激
励
を
込
め

て
、
コ
ザ
運
動
公
園
の
沖
縄
市
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
球
場
歓

迎
式
を
開
催
し
、
ミ
ス
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
の
３
人
が
、
緒
方
孝
市
監
督

等
へ
花
束
等
を
贈
呈
し
た
。

　
桑
江
市
長
は
「
暖
か
い
沖
縄
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
２
０

１
９
シ
ー
ズ
ン
も
カ
ー
プ
ら
し

い
家
族
の
よ
う
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。
今
年
も
市

民
一
丸
と
な
っ
て
、広
島
東
洋
カ
ー

プ
を
応
援
す
る
。
35
年
ぶ
り
の
日

本
一
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
し
て
い
る
」
と
歓
迎
の
言

葉
を
送
っ
た
。

　
緒
方
監
督
は
「
今
年
は
、
今
よ

り
も
さ
ら
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

練
習
に
励
み
、セ・リ
ー
グ
４
連
覇
、

日
本
一
を
目
指
し
頑
張
る
。
楽
し

み
に
し
て
い
て
ほ
し
い
。
例
年
同

様
に
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
２
０
１
９

年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
水

金
地
火
木
ド
ッ
テ
ン
カ
ー
プ
』。

リ
ー
グ
４
連
覇
、
35
年
ぶ
り
の
日

本
一
を
目
指
す
広
島
東
洋
カ
ー
プ

を
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

▲輝く笑顔でゴールを飾る ▲ゴール付近でハイタッチ

▲ランナーに送られる可愛い声援

▲アップダウンもなんのその

▲歓迎会で決意を述べる緒方監督

▲那覇空港での歓迎セレモニー

　
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

フ
ァ
ン
交
流
会
が
、
２
月
24
日
に

エ
イ
サ
ー
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
交
流
会
は
、
地
域
の
活
性
化
や

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
沖
縄
市
」
の
イ
メ
ー
ジ
定
着

に
向
け
た
取
り
組
み
で
、
応
募
し

た
47
人
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し
、
琉

球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
金
城

茂
之
選
手
や
ア
イ
ラ
・
ブ
ラ
ウ
ン

選
手
と
一
緒
に
エ
イ
サ
ー
会
館
の

見
学
、
ク
ラ
フ
ト
締
太
鼓
作
り
、

エ
イ
サ
ー
体
験
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
懇
親
タ
イ
ム
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
や
サ
イ
ン
会
、

記
念
撮
影
も
あ
り
、
参
加
し
た

フ
ァ
ン
は
、
あ
こ
が
れ
の
選
手
を

前
に
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

あ
こ
が
れ
の
選
手
と
触
れ
合
う

キ
ン
グ
ス
フ
ァ
ン
交
流
会

技
で
魅
せ
、夢
を
見
せ
た

沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外
招
待
交
流
試
合

　
県
外
強
豪
校
と
の
交
流
試
合
を
通

し
、
少
年
野
球
等
で
活
躍
す
る
こ
ど
も

達
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
人
材
育
成
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
等
を
目
的
に
、
平
成

30
年
度
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外
招

待
交
流
試
合
が
、
３
月
９
日
と
10
日
に

コ
ザ
し
ん
き
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
、
横
浜
高
等
学
校
を
迎

え
て
行
わ
れ
、
９
日
に
は
美
里
工
業
高

等
学
校
と
球
陽
高
等
学
校
、
10
日
に
は

美
来
工
科
高
等
学
校
と
コ
ザ
高
等
学
校

と
対
戦
し
、
４
試
合
と
も
横
浜
高
等
学

校
が
勝
利
を
収
め
た
。交

流
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
よ
う

第
19
回
新
春
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
沖
縄
市
大
会

　
新
春
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
沖
縄
市
大

会
（
沖
縄
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

主
催
）
が
、
２
月
24
日
に
市
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　
小
学
生
低
学
年
の
部
か
ら
60
歳
以
上
の

部
な
ど
幅
広
い
層
の
９
つ
の
チ
ー
ム
編
成

に
分
か
れ
、
市
内
外
か
ら
57
チ
ー
ム
が
出

場
。
選
手
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
、

楽
し
く
交
流
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い
た
。

　
大
会
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し

て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、
普

及
・
発
展
を
め
ざ
す
こ
と
等
を
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
。

▲強豪横浜高等学校野球部

狙
う
は
悲
願
の
日
本
一
！
巻
き
起
こ
せ
赤
ヘ
ル
旋
風
！

広
島
東
洋
カ
ー
プ
春
季
キ
ャ
ン
プ
歓
迎
式

支
え
る
人
、誰
も
が
主
人
公

走
る
人
、応
援
す
る
人
、

2
0
1
9
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

　
第
27
回
2
0
1
9
お
き
な
わ
マ

ラ
ソ
ン
が
、
２
月
17
日
、
県
総
合

運
動
公
園
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ

た
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
桑
江

市
長
は「
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

地
域
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
沿

道
の
応
援
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
」と
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

　
今
大
会
で
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
1
万
4
3
0
人
が
出
走
し
、

8
4
6
3
人
が
完
走
（
完
走
率

81
・
14
％
）、
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
に
は
、2
7
2
1
人
が
出
走
し
、

2
3
9
2
人
が
完
走
（
完
走
率

87
・
91
％
）
し
た
。

　
己
と
戦
う
ラ
ン
ナ
ー
達
を
鼓
舞

し
よ
う
と
、
市
民
や
地
元
企
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
、
沿
道
か
ら

水
や
ス
ポ
ン
ジ
、
黒
糖
等
を
渡
し

な
が
ら
、
熱
い
エ
ー
ル
と
大
き
な

拍
手
を
送
っ
た
。

　
同
時
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回

ち
ゅ
ー
ぶ
ク
ワ
ッ
チ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
で
は
、
中
部
９
市
町
村
自
慢

の
飲
食
店
の
屋
台
が
一
堂
に
会
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
各
市
町
村
の

特
産
品
の
ブ
ー
ス
、
ラ
ン
ナ
ー
の

酷
使
し
た
足
を
癒
す
マ
ッ
サ
ー
ジ

コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
会
場
は
大

き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

▲ひしめくランナ
ー

高嶺　博文 2:45:58

氏　名 完走タイム 氏　名 完走タイム
大会
順位

23 仲井間ちひろ 3:42:55488

波平　昌司 2:49:56 松田　優子 3:52:11691
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広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
春
季
沖
縄

キ
ャ
ン
プ
が
、
２
月
15
日
か
ら
26

日
ま
で
行
わ
れ
た
。
沖
縄
入
り
し

た
13
日
に
は
、
那
覇
空
港
で
歓
迎

式
が
行
わ
れ
、
桑
江
市
長
を
は
じ

め
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
沖
縄
協
力

会
の
関
係
者
や
フ
ァ
ン
等
が
、
盛

大
に
選
手
等
を
出
迎
え
た
。

　
沖
縄
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
開
始
の

15
日
に
は
、
歓
迎
と
激
励
を
込
め

て
、
コ
ザ
運
動
公
園
の
沖
縄
市
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
球
場
歓

迎
式
を
開
催
し
、
ミ
ス
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
の
３
人
が
、
緒
方
孝
市
監
督

等
へ
花
束
等
を
贈
呈
し
た
。

　
桑
江
市
長
は
「
暖
か
い
沖
縄
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
２
０

１
９
シ
ー
ズ
ン
も
カ
ー
プ
ら
し

い
家
族
の
よ
う
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。
今
年
も
市

民
一
丸
と
な
っ
て
、広
島
東
洋
カ
ー

プ
を
応
援
す
る
。
35
年
ぶ
り
の
日

本
一
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
し
て
い
る
」
と
歓
迎
の
言

葉
を
送
っ
た
。

　
緒
方
監
督
は
「
今
年
は
、
今
よ

り
も
さ
ら
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

練
習
に
励
み
、セ・リ
ー
グ
４
連
覇
、

日
本
一
を
目
指
し
頑
張
る
。
楽
し

み
に
し
て
い
て
ほ
し
い
。
例
年
同

様
に
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
２
０
１
９

年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
水

金
地
火
木
ド
ッ
テ
ン
カ
ー
プ
』。

リ
ー
グ
４
連
覇
、
35
年
ぶ
り
の
日

本
一
を
目
指
す
広
島
東
洋
カ
ー
プ

を
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

▲輝く笑顔でゴールを飾る ▲ゴール付近でハイタッチ

▲ランナーに送られる可愛い声援

▲アップダウンもなんのその

▲歓迎会で決意を述べる緒方監督

▲那覇空港での歓迎セレモニー

　
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

フ
ァ
ン
交
流
会
が
、
２
月
24
日
に

エ
イ
サ
ー
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
交
流
会
は
、
地
域
の
活
性
化
や

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
沖
縄
市
」
の
イ
メ
ー
ジ
定
着

に
向
け
た
取
り
組
み
で
、
応
募
し

た
47
人
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し
、
琉

球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
金
城

茂
之
選
手
や
ア
イ
ラ
・
ブ
ラ
ウ
ン

選
手
と
一
緒
に
エ
イ
サ
ー
会
館
の

見
学
、
ク
ラ
フ
ト
締
太
鼓
作
り
、

エ
イ
サ
ー
体
験
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
懇
親
タ
イ
ム
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
や
サ
イ
ン
会
、

記
念
撮
影
も
あ
り
、
参
加
し
た

フ
ァ
ン
は
、
あ
こ
が
れ
の
選
手
を

前
に
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

あ
こ
が
れ
の
選
手
と
触
れ
合
う

キ
ン
グ
ス
フ
ァ
ン
交
流
会

技
で
魅
せ
、夢
を
見
せ
た

沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外
招
待
交
流
試
合

　
県
外
強
豪
校
と
の
交
流
試
合
を
通

し
、
少
年
野
球
等
で
活
躍
す
る
こ
ど
も

達
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
人
材
育
成
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
等
を
目
的
に
、
平
成

30
年
度
沖
縄
市
高
等
学
校
野
球
県
外
招

待
交
流
試
合
が
、
３
月
９
日
と
10
日
に

コ
ザ
し
ん
き
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
、
横
浜
高
等
学
校
を
迎

え
て
行
わ
れ
、
９
日
に
は
美
里
工
業
高

等
学
校
と
球
陽
高
等
学
校
、
10
日
に
は

美
来
工
科
高
等
学
校
と
コ
ザ
高
等
学
校

と
対
戦
し
、
４
試
合
と
も
横
浜
高
等
学

校
が
勝
利
を
収
め
た
。交

流
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
よ
う

第
19
回
新
春
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
沖
縄
市
大
会

　
新
春
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
沖
縄
市
大

会
（
沖
縄
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

主
催
）
が
、
２
月
24
日
に
市
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　
小
学
生
低
学
年
の
部
か
ら
60
歳
以
上
の

部
な
ど
幅
広
い
層
の
９
つ
の
チ
ー
ム
編
成

に
分
か
れ
、
市
内
外
か
ら
57
チ
ー
ム
が
出

場
。
選
手
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
、

楽
し
く
交
流
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い
た
。

　
大
会
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し

て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、
普

及
・
発
展
を
め
ざ
す
こ
と
等
を
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
。

▲強豪横浜高等学校野球部

狙
う
は
悲
願
の
日
本
一
！
巻
き
起
こ
せ
赤
ヘ
ル
旋
風
！

広
島
東
洋
カ
ー
プ
春
季
キ
ャ
ン
プ
歓
迎
式

支
え
る
人
、誰
も
が
主
人
公

走
る
人
、応
援
す
る
人
、

2
0
1
9
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

　
第
27
回
2
0
1
9
お
き
な
わ
マ

ラ
ソ
ン
が
、
２
月
17
日
、
県
総
合

運
動
公
園
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ

た
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
桑
江

市
長
は「
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

地
域
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
沿

道
の
応
援
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
」と
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

　
今
大
会
で
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
1
万
4
3
0
人
が
出
走
し
、

8
4
6
3
人
が
完
走
（
完
走
率

81
・
14
％
）、
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
に
は
、2
7
2
1
人
が
出
走
し
、

2
3
9
2
人
が
完
走
（
完
走
率

87
・
91
％
）
し
た
。

　
己
と
戦
う
ラ
ン
ナ
ー
達
を
鼓
舞

し
よ
う
と
、
市
民
や
地
元
企
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
、
沿
道
か
ら

水
や
ス
ポ
ン
ジ
、
黒
糖
等
を
渡
し

な
が
ら
、
熱
い
エ
ー
ル
と
大
き
な

拍
手
を
送
っ
た
。

　
同
時
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回

ち
ゅ
ー
ぶ
ク
ワ
ッ
チ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
で
は
、
中
部
９
市
町
村
自
慢

の
飲
食
店
の
屋
台
が
一
堂
に
会
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
各
市
町
村
の

特
産
品
の
ブ
ー
ス
、
ラ
ン
ナ
ー
の

酷
使
し
た
足
を
癒
す
マ
ッ
サ
ー
ジ

コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
会
場
は
大

き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

▲ひしめくランナ
ー

高嶺　博文 2:45:58

氏　名 完走タイム 氏　名 完走タイム
大会
順位

23 仲井間ちひろ 3:42:55488

波平　昌司 2:49:56 松田　優子 3:52:11691

仲宗根良真 2:56:32 百合みのり 3:53:14727

下地　晃太 2:56:57 大嶺寿美子 3:57:16853

勢理客賢一 3:05:16 田里奈津子 4:06:451082

嘉陽　宗寿 3:09:18 平沢　裕美 4:24:071582

喜友名俊二 3:09:28 山根　直美 4:24:171591

仲嶺　和樹 3:10:19 山里比奈子 4:27:351694
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こ
ど
も

か
な
し
み

か
た

は

あ
し

　
大
人
の
た
め
の
舞
台
朗
読

が
、３
月
２
日
に
市
立
図
書

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
沖
縄
可
否
の
会
所
属
の

赤
嶺
直
美
さ
ん
が
「
少
年
の

悲
哀
」作
：
国
木
田
独
歩
を
、

花
城
千
恵
子
さ
ん
が
「
片

葉
の
芦
」作
：
宮
部
み
ゆ
き

を
朗
読
し
た
。

　
巧
み
な
朗
読
に
、53
人
の

参
加
者
は
物
語
の
世
界
へ
と

引
き
込
ま
れ
、本
の
世
界
を

満
喫
し
た
。

文
学
作
品
を
聴
い
て
想
像
し
よ
う

大
人
の
た
め
の
舞
台
朗
読

　
市
が
配
信
し
て
い
る
、
動
物

園
で
は
日
本
初
と
な
る
沖
縄
こ

ど
も
の
国
体
験
型
動
画
を
活
用

し
た
レ
ク
活
動
が
、
３
月
12
日

に
沖
縄
中
部
療
育
医
療
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
動
画
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
選

択
す
る
と
園
内
の
各
ス
ポ
ッ
ト

の
画
像
が
現
れ
る
も
の
で
、
沖

縄
こ
ど
も
の
国
に
来
園
す
る
こ

と
が
難
し
い
方
で
も
パ
ソ
コ
ン

等
を
通
し
て
散
策
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

沖
縄
こ
ど
も
の
国
を
散
策
し
よ
う

体
験
型
動
画
で
レ
ク
活
動

　
平
成
30
年
度
広
域
交
流
事
業

と
し
て
、
１
月
15
日
か
ら
18
日

ま
で
の
間
、
山
形
県
最
上
広
域

に
中
部
広
域
圏
か
ら
66
人
の
小

学
５
年
生
の
生
徒
が
派
遣
さ
れ

た
。
そ
の
事
後
学
習
会
が
、
３

月
７
日
、
保
護
者
や
先
生
等
が

見
守
る
中
、
沖
縄
市
武
道
館
で

行
わ
れ
た
。

　
生
徒
達
は
一
人
ひ
と
り
、
交

流
事
業
を
振
り
返
り
、
最
上
か

ら
帰
っ
て
き
て
成
長
し
た
こ
と

な
ど
を
発
表
し
た
。 大

き
く
成
長
し
た
最
上
交
流

広
域
交
流
事
業
事
後
学
習
会

　
エ
イ
サ
ー
会
館
の
開
館
１
周

年
記
念
と
し
て
、
３
月
10
日
、

エ
イ
サ
ー
会
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
1
9
7
0
年

代
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

貴
重
な
映
像
を
上
映
し
、
第
２

部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
説
明
や
今
後
エ
イ
サ
ー
会

館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
、
可
能

性
に
つ
い
て
、
各
関
係
者
の
視

点
か
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

エ
イ
サ
ー
会
館
の
今
後
の
在
り
方
と
は

開
館
1
周
年
記
念 

エ
イ
サ
ー
会
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
沖
縄
市
で
は
、
失
業
率
の
改
善
を
図
る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
、
き
め
細
や
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
も
、
若
年
者
や
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
等
を
対

象
と
し
た
就
労
相
談
の
ほ
か
、
就
業
中
の
方
に
対
す
る
職
場

の
定
着
支
援
、
職
場
体
験
、
合
同
企
業
説
明
会
、
職
業
体
験

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
様
々
な
支
援

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
利
用
、
ご
参
加
い

た
だ
き
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
」、「
自
信
を
持
っ

て
面
接
に
挑
む
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
う
れ

し
い
お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
失
業
率
の
改
善
や
、
人
材
不
足
の
改
善
等

に
向
け
て
、
求
職
者
や
企
業
等
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ
か
ら
な
い
、
何
か
ら
行
動
し
て

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
へ
の
不

安
等
の
就
職
前
の
悩
み
や
、
就
職
し
た
も
の
の
、
職
場
の
人

間
関
係
等
の
ス
ト
レ
ス
が
多
い
、
労
働
条
件
が
合
わ
な
い
な

ど
、
就
労
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
も
、
広
報
お
き
な
わ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

【
就
労
相
談
窓
口
】

街
の
就
活
ス
ポ
ッ
ト
　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
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沖
縄
市
就
労
支
援
事
業

就
労
支
援
の
取
組
紹
介

　
沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
の

第
10
回
定
期
演
奏
会
が
、
２
月

17
日
、市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
達
の
独
唱
や
合
唱
の

ほ
か
、
こ
ど
も
達
が
動
物
園
の

園
長
や
ぞ
う
使
い
の
娘
、
軍
人

等
の
役
に
な
り
き
り
歌
う
感
動

の
合
唱
劇
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が

や
っ
て
き
た
」
も
行
わ
れ
た
。

　
訪
れ
た
保
護
者
等
は
、
こ
ど

も
達
の
澄
ん
だ
歌
声
に
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
た
。

　
J
A
お
き
な
わ
コ
ザ
支
店
か

ら
、
市
内
の
全
小
中
学
校
及

び
給
食
を
実
施
し
て
い
る
幼
稚

園
に
、
本
市
が
拠
点
産
地
と

な
っ
て
い
る
食
用
菊
が
提
供
さ

れ
、
給
食
に
使
用
さ
れ
た
。
３

月
４
日
に
は
、
コ
ザ
小
学
校
の

４
年
２
組
に
生
産
農
家
等
が
訪

れ
、
食
用
菊
入
り
の
和
え
物
を

生
徒
と
一
緒
に
味
わ
っ
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
花
の
良
い
匂

い
が
す
る
」「
薬
み
た
い
な
味
が

す
る
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

飾
り
じ
ゃ
な
い
の
よ
食
用
菊

J
A
お
き
な
わ
か
ら
学
校
給
食
に
食
用
菊
提
供

響
き
渡
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
歌
声

沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　
第
29
回
沖
縄
市
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
２
月

24
日
、
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

等
で
開
催
さ
れ
た
。

　
入
口
で
は
姉
妹
都
市
の
愛

知
県
東
海
市
の
東
海
市
国
際

交
流
協
会
が
、
ト
マ
ト
ジ
ャ

ム
等
を
振
舞
っ
た
。
外
で
は

各
国
の
料
理
の
屋
台
が
並
び
、

訪
れ
た
市
民
等
は
各
国
自
慢

の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
舞
台
で
行
わ
れ
た
各
国

の
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
。

こ
れ
が
沖
縄
市
　こ
れ
ぞ
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
文
化

沖
縄
市
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
第
６
回
沖
縄
市
こ
ど
も
議
会
議

員
の
任
命
式
が
２
月
24
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
市
内
の
中
学
校
か

ら
選
抜
さ
れ
た
生
徒
達
に
、
桑
江

市
長
か
ら
任
命
状
と
議
員
バ
ッ
ジ

が
授
与
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
議
会
は
、
中
学
生
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
も
ら
お
う

と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
定
数

は
市
議
会
議
員
と
同
じ
30
人
。
８

月
に
開
催
す
る
本
会
議
で
は
、
自

ら
見
つ
け
た
今
の
沖
縄
市
の
課
題

に
対
す
る
提
案
等
を
発
表
す
る
。

今
を
見
つ
め
、
未
来
を
創
る

沖
縄
市
こ
ど
も
議
会
議
員
任
命
式

　
10
回
目
の
開
催
と
な
る
沖
縄

こ
ど
も
の
国
花
ま
つ
り
が
、
２

月
27
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
10
周
年
を
祝
う
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
型
や
動
物
を
か
た
ど
っ

た
フ
ラ
ワ
ー
タ
ワ
ー
、
龍
の
地

上
絵
な
ど
、
色
鮮
や
か
な
花
と

動
物
を
用
い
た
10
の
空
間
が
演

出
さ
れ
た
。

　
絵
本
の
世
界
の
よ
う
な
風
景

の
中
で
こ
ど
も
た
ち
の
写
真
を

撮
影
す
る
家
族
連
れ
の
姿
も
多

く
見
ら
れ
、
沖
縄
の
短
い
春
を

感
じ
な
が
ら
、
約
４
万
５
千
株

の
花
々
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
花
ま
つ
り
は
、
４
月
７
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
。 花

と
動
物
の
空
間
に
笑
顔

沖
縄
こ
ど
も
の
国
花
ま
つ
り
２
０
１
９

▲最上で撮った写真を交換し合う生徒達
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こ
ど
も

か
な
し
み

か
た

は

あ
し

　
大
人
の
た
め
の
舞
台
朗
読

が
、３
月
２
日
に
市
立
図
書

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
沖
縄
可
否
の
会
所
属
の

赤
嶺
直
美
さ
ん
が
「
少
年
の

悲
哀
」作
：
国
木
田
独
歩
を
、

花
城
千
恵
子
さ
ん
が
「
片

葉
の
芦
」作
：
宮
部
み
ゆ
き

を
朗
読
し
た
。

　
巧
み
な
朗
読
に
、53
人
の

参
加
者
は
物
語
の
世
界
へ
と

引
き
込
ま
れ
、本
の
世
界
を

満
喫
し
た
。

文
学
作
品
を
聴
い
て
想
像
し
よ
う

大
人
の
た
め
の
舞
台
朗
読
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が
配
信
し
て
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る
、
動
物

園
で
は
日
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る
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縄
こ

ど
も
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体
験
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動
画
を
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し
た
レ
ク
活
動
が
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３
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12
日

に
沖
縄
中
部
療
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医
療
セ
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ー
で
行
わ
れ
た
。

　
動
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、
ス
ト
ー
リ
ー
を
選

択
す
る
と
園
内
の
各
ス
ポ
ッ
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の
画
像
が
現
れ
る
も
の
で
、
沖

縄
こ
ど
も
の
国
に
来
園
す
る
こ

と
が
難
し
い
方
で
も
パ
ソ
コ
ン

等
を
通
し
て
散
策
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

沖
縄
こ
ど
も
の
国
を
散
策
し
よ
う

体
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動
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動
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日
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の
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後
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が
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７
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者
や
先
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中
、
沖
縄
市
武
道
館
で
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達
は
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、
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事
業
を
振
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返
り
、
最
上
か

ら
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き
て
成
長
し
た
こ
と

な
ど
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し
た
。 大
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長
し
た
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流
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域
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流
事
業
事
後
学
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会
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会
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の
開
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１
周
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記
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と
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て
、
３
月
10
日
、

エ
イ
サ
ー
会
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
1
9
7
0
年

代
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

貴
重
な
映
像
を
上
映
し
、
第
２

部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
説
明
や
今
後
エ
イ
サ
ー
会

館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
、
可
能

性
に
つ
い
て
、
各
関
係
者
の
視

点
か
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

エ
イ
サ
ー
会
館
の
今
後
の
在
り
方
と
は

開
館
1
周
年
記
念 

エ
イ
サ
ー
会
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
沖
縄
市
で
は
、
失
業
率
の
改
善
を
図
る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
、
き
め
細
や
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
も
、
若
年
者
や
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
等
を
対

象
と
し
た
就
労
相
談
の
ほ
か
、
就
業
中
の
方
に
対
す
る
職
場

の
定
着
支
援
、
職
場
体
験
、
合
同
企
業
説
明
会
、
職
業
体
験

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
様
々
な
支
援

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
利
用
、
ご
参
加
い

た
だ
き
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
」、「
自
信
を
持
っ

て
面
接
に
挑
む
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
う
れ

し
い
お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
失
業
率
の
改
善
や
、
人
材
不
足
の
改
善
等

に
向
け
て
、
求
職
者
や
企
業
等
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ
か
ら
な
い
、
何
か
ら
行
動
し
て

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
へ
の
不

安
等
の
就
職
前
の
悩
み
や
、
就
職
し
た
も
の
の
、
職
場
の
人

間
関
係
等
の
ス
ト
レ
ス
が
多
い
、
労
働
条
件
が
合
わ
な
い
な

ど
、
就
労
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
も
、
広
報
お
き
な
わ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
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、
ご
利
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、
ご
参
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だ
さ
い
！

【
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就
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就
労
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の
取
組
紹
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沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
の

第
10
回
定
期
演
奏
会
が
、
２
月

17
日
、市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
達
の
独
唱
や
合
唱
の

ほ
か
、
こ
ど
も
達
が
動
物
園
の

園
長
や
ぞ
う
使
い
の
娘
、
軍
人

等
の
役
に
な
り
き
り
歌
う
感
動

の
合
唱
劇
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が

や
っ
て
き
た
」
も
行
わ
れ
た
。

　
訪
れ
た
保
護
者
等
は
、
こ
ど

も
達
の
澄
ん
だ
歌
声
に
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
た
。

　
J
A
お
き
な
わ
コ
ザ
支
店
か

ら
、
市
内
の
全
小
中
学
校
及

び
給
食
を
実
施
し
て
い
る
幼
稚

園
に
、
本
市
が
拠
点
産
地
と

な
っ
て
い
る
食
用
菊
が
提
供
さ

れ
、
給
食
に
使
用
さ
れ
た
。
３

月
４
日
に
は
、
コ
ザ
小
学
校
の

４
年
２
組
に
生
産
農
家
等
が
訪

れ
、
食
用
菊
入
り
の
和
え
物
を

生
徒
と
一
緒
に
味
わ
っ
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
花
の
良
い
匂

い
が
す
る
」「
薬
み
た
い
な
味
が

す
る
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

飾
り
じ
ゃ
な
い
の
よ
食
用
菊

J
A
お
き
な
わ
か
ら
学
校
給
食
に
食
用
菊
提
供

響
き
渡
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
歌
声

沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　
第
29
回
沖
縄
市
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
２
月

24
日
、
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

等
で
開
催
さ
れ
た
。

　
入
口
で
は
姉
妹
都
市
の
愛

知
県
東
海
市
の
東
海
市
国
際

交
流
協
会
が
、
ト
マ
ト
ジ
ャ

ム
等
を
振
舞
っ
た
。
外
で
は

各
国
の
料
理
の
屋
台
が
並
び
、

訪
れ
た
市
民
等
は
各
国
自
慢

の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
舞
台
で
行
わ
れ
た
各
国

の
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
。

こ
れ
が
沖
縄
市
　こ
れ
ぞ
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
文
化

沖
縄
市
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
第
６
回
沖
縄
市
こ
ど
も
議
会
議

員
の
任
命
式
が
２
月
24
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
市
内
の
中
学
校
か

ら
選
抜
さ
れ
た
生
徒
達
に
、
桑
江

市
長
か
ら
任
命
状
と
議
員
バ
ッ
ジ

が
授
与
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
議
会
は
、
中
学
生
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
も
ら
お
う

と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
定
数

は
市
議
会
議
員
と
同
じ
30
人
。
８

月
に
開
催
す
る
本
会
議
で
は
、
自

ら
見
つ
け
た
今
の
沖
縄
市
の
課
題

に
対
す
る
提
案
等
を
発
表
す
る
。

今
を
見
つ
め
、
未
来
を
創
る

沖
縄
市
こ
ど
も
議
会
議
員
任
命
式

　
10
回
目
の
開
催
と
な
る
沖
縄

こ
ど
も
の
国
花
ま
つ
り
が
、
２

月
27
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
10
周
年
を
祝
う
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
型
や
動
物
を
か
た
ど
っ

た
フ
ラ
ワ
ー
タ
ワ
ー
、
龍
の
地

上
絵
な
ど
、
色
鮮
や
か
な
花
と

動
物
を
用
い
た
10
の
空
間
が
演

出
さ
れ
た
。

　
絵
本
の
世
界
の
よ
う
な
風
景

の
中
で
こ
ど
も
た
ち
の
写
真
を

撮
影
す
る
家
族
連
れ
の
姿
も
多

く
見
ら
れ
、
沖
縄
の
短
い
春
を

感
じ
な
が
ら
、
約
４
万
５
千
株

の
花
々
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
花
ま
つ
り
は
、
４
月
７
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
。 花

と
動
物
の
空
間
に
笑
顔

沖
縄
こ
ど
も
の
国
花
ま
つ
り
２
０
１
９

▲最上で撮った写真を交換し合う生徒達
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今
回
は
、
東
松
本
の
集
会
所

で
活
動
を
し
て
い
る
「
活
き
生

き
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
代
表
者
で
あ
る
宮
城
さ
ん
が
、

健
康
維
持
と
認
知
症
予
防
が
で

き
る
よ
う
に
！
地
域
の
方
と
皆

で
楽
し
く
運
動
や
脳
ト
レ
が
で

き
る
場
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
や
ラ
ジ

オ
体
操
を
週
ご
と
に
交
互
に
行

い
、
更
に
、
童
謡
や
唱
歌
を
歌

い
楽
し
む
。
脳
ト
レ
は
、
専
用

の
プ
リ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
、

飽
き
な
い
よ
う
に
新
し
い
も
の

を
用
意
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
活
動
の
最
後
に
は
、

茶
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
参
加
者

の
冗
談
と
笑
顔
が
交
わ
る
ゆ
ん

た
く
会
。

　
地
域
に
、
こ
ん
な
場
所
が
多

く
あ
る
と
イ
イ
で
す
ね
♪月曜日　10時～12時

300円
松本2-12-12（東松本集会所）
介護保険課（内線3143）

今
月
の
身
近
な
集
い
処 

あ
ち
ま

市
内
各
地
の
、
仲
間
と
集
ま
っ
て
楽
し
く

活
動
し
て
い
る
場
所
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
!

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

出
発
式
を
３
月
１
日
に
市
消
防

本
部
で
実
施
し
た
。

　
消
防
本
部
職
員
を
は
じ
め
、

沖
縄
市
消
防
団
や
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
ぶ

ど
う
の
木
保
育
園
の
こ
ど
も
た

ち
が
参
加
。
観
閲
式
や
消
防
長

訓
示
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
ポ
ン
プ
操
法
や
消
防
お
神
輿

が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、
市
民
に

向
け
た
火
災
予
防
啓
発
の
街
頭

車
両
パ
レ
ー
ド
も
実
施
し
た
。

防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
日
頃
か
ら
創
造
し

て
い
る
作
品
を
一
堂
に
展
示
発
表
・

披
露
し
、
広
く
市
民
に
活
動
へ
の
理

解
を
求
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
「
第

45
回
か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
作
品

展
」
と
「
平
成
30
年
度
沖
縄
市
生
き

が
い
事
業
作
品
展
」
が
、
２
月
23
日

と
24
日
に
、
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
り
ゆ
し
園
で
合
同
開
催
さ
れ
た
。

　
展
示
さ
れ
た
１
０
０
０
点
あ
ま

り
の
生
け
花
・
手
芸
品
・
折
紙
・

盆
栽
等
の
作
品
は
、
訪
れ
た
市
民

等
を
魅
了
し
た
。 集

結
！
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
作
品

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
合
同
開
催

　
一
般
社
団
法
人
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ワ
ッ

ド
（
小
渡
玠
代
表
理
事
）
と
無
人
航
空

機
（
ド
ロ
ー
ン
等
）
の
災
害
活
動
等
に

関
す
る
協
定
書
調
印
式
を
、
２
月
15
日

に
市
役
所
で
行
っ
た
。

　
協
定
は
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン

等
）
の
活
動
に
よ
り
、
被
害
の
状
況
を

い
ち
早
く
映
像
で
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
情
報
を
整
理
、
分
析
し
、
優
先
順
位

を
決
め
、
人
命
救
助
等
に
効
率
的
な
資

源
の
配
分
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て
い

る
。
調
印
式
後
に
は
、
市
役
所
前
の
広

場
で
デ
モ
飛
行
も
行
わ
れ
た
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害
活
動
に
つ
な
げ
る

無
人
航
空
機
の
災
害
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　
桑
江
市
長
と
平
良
英
俊
沖
縄
警
察
署

長
に
よ
り
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の

広
報
活
動
に
関
す
る
覚
書
締
結
式
が
、

２
月
22
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
覚
書
は
、
運
転
に
不
安
を
持
つ

高
齢
者
等
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
際
の
料
金
等
を
優
遇
す
る
こ
と
に
伴

い
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を
促
す
広
報

活
動
を
展
開
し
、
高
齢
運
転
者
等
の
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
市
で
は
、
４
月
か
ら
運
転
免

許
証
返
納
者
に
対
し
、
沖
縄
市
循
環
バ

ス
の
料
金
の
優
遇
措
置
を
と
る
。

転
ば
ぬ
先
の
杖
〜
悲
劇
が
起
こ
る
前
に
〜

運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
広
報
活
動
に
関
す
る
覚
書
締
結
式

活動日
参加費
場 所
問合せ

：
：
：
：

か
い

家
庭
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
沖

縄
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
ひ
と
り
一
品
運
動
の
お
年

賀
企
画
で
市
内
37
自
治
会
か

ら
集
ま
っ
た
８
１
０
㎏
の
食

料
品
と
ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
贈

呈
式
が
、
３
月
１
日
、
市
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

も
も
や
ま
子
ど
も
食
堂
、
学

習
支
援
ひ
ろ
ば
「
く
じ
ら
寺

子
屋
」、
一
般
社
団
法
人
子
ど

も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
K
F
B
、

夢
空
間
た
ん
ぽ
ぽ
、
こ
ど
も

相
談・健
康
課
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
ま
た
社
会
福
祉
法
人
の
公

益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行

わ
れ
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
贈

呈
式
が
、
沖
縄
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
知

花
の
里
の
職
員
や
入
居
者
の

家
族
等
か
ら
集
ま
っ
た
約
50

㎏
の
食
料
品
と
ベ
ビ
ー
用
品

が
、
２
月
12
日
、
一
般
社
団

法
人
子
ど
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク

Ｋ
Ｆ
Ｂ
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
２
月
14
日
に
は
、
白
鳥
保

育
園
の
職
員
や
保
護
者
等
か

ら
集
ま
っ
た
70
㎏
の
食
料
品

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
ひ
ま

わ
り
に
、
２
㎏
の
ベ
ビ
ー
用

品
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も

「
も
っ
た
い
な
い
」
か
ら
生
ま
れ
る
「
あ
り
が
と
う
」

フ
ー
ド
バ
ン
ク
食
料
贈
呈
式

　
キ
ン
グ
ラ
ン
沖
縄
株
式
会
社

の
大
田
至
代
表
取
締
役
が
、
３

月
11
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
沖

縄
市
育
英
会
、
社
会
福
祉
法
人

国
際
福
祉
会 

美
さ
と
児
童
園
、

沖
縄
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

寄
付
金
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
と
地

域
福
祉
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
約
束
す
る
」
と
地
域
貢
献
へ

の
思
い
を
力
強
く
話
す
大
田
代

表
取
締
役
に
対
し
、
各
代
表
か

ら
お
礼
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
。

地
域
貢
献
へ
の
思
い
を
込
め
て

キ
ン
グ
ラ
ン
沖
縄
株
式
会
社
か
ら
寄
付
金
贈
呈

　
株
式
会
社
上
雅
装
工
の
上
地

雅
俊
代
表
取
締
役
社
長
等
が
３

月
８
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

N
P
O
法
人
こ
ど
も
家
庭
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
沖
縄
と
沖
縄

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
ラ
ン
ド

セ
ル
を
購
入
す
る
た
め
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄
付
金

贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　
上
地
代
表
取
締
役
社
長
は「
こ

ど
も
達
に
希
望
を
与
え
た
い
。

今
後
も
、
沖
縄
市
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
ど
も
達
に
希
望
を

株
式
会
社
上
雅
装
工
か
ら
寄
付
金
贈
呈

　４月になり新年度がスタートしました。これをきっかけに何
か新しいことにチャレンジしたいと考えたそこのアナタ！ぜ
ひ、「ウォーキング」を始めてみてはいかがでしょうか？
　数年前に「沖縄県民がいかに歩かないか」を話題にしたテ
レビCMが頻繁に流れていたほど、沖縄県民は「歩かない」
ことで有名です。
　それは沖縄市民も同様で、平成29年に実施したアンケー
ト調査によると、半数以上の市民が１日に「30分（約3,000
歩）」も歩いていないことが明らかになりました。
　一日の平均歩数が8,000歩、そのうち早歩きの時間が20

分あると、がんや糖尿病といった生活習慣病の予防に効果
があるとする研究結果もあるほどウォーキングは健康に直
結しています。
　とはいえ、いきなり3,000歩から8,000
歩に増やすのは現実的ではないので、ま
ずは「今より10分（約1,000歩）多く歩く」
ことから始め、「慣れたらまた10分多く
歩く」を繰り返し、ウォーキングを習慣化
して健康を手に入れましょう。

新年度のスタートと共に「ウォーキング」始めませんか？

市民健康課（内線2242）

平成30年度　全国統一防火標語
『忘れてない？  サイフにスマホに  火の確認』

▲寄付者：白鳥保育園 ▲寄付者：特別養護老人ホーム知花の里 ▲寄付者：市内37自治会
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今
回
は
、
東
松
本
の
集
会
所

で
活
動
を
し
て
い
る
「
活
き
生

き
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
代
表
者
で
あ
る
宮
城
さ
ん
が
、

健
康
維
持
と
認
知
症
予
防
が
で

き
る
よ
う
に
！
地
域
の
方
と
皆

で
楽
し
く
運
動
や
脳
ト
レ
が
で

き
る
場
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
や
ラ
ジ

オ
体
操
を
週
ご
と
に
交
互
に
行

い
、
更
に
、
童
謡
や
唱
歌
を
歌

い
楽
し
む
。
脳
ト
レ
は
、
専
用

の
プ
リ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
、

飽
き
な
い
よ
う
に
新
し
い
も
の

を
用
意
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
活
動
の
最
後
に
は
、

茶
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
参
加
者

の
冗
談
と
笑
顔
が
交
わ
る
ゆ
ん

た
く
会
。

　
地
域
に
、
こ
ん
な
場
所
が
多

く
あ
る
と
イ
イ
で
す
ね
♪月曜日　10時～12時

300円
松本2-12-12（東松本集会所）
介護保険課（内線3143）

今
月
の
身
近
な
集
い
処 

あ
ち
ま

市
内
各
地
の
、
仲
間
と
集
ま
っ
て
楽
し
く

活
動
し
て
い
る
場
所
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
!

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

出
発
式
を
３
月
１
日
に
市
消
防

本
部
で
実
施
し
た
。

　
消
防
本
部
職
員
を
は
じ
め
、

沖
縄
市
消
防
団
や
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
ぶ

ど
う
の
木
保
育
園
の
こ
ど
も
た

ち
が
参
加
。
観
閲
式
や
消
防
長

訓
示
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
ポ
ン
プ
操
法
や
消
防
お
神
輿

が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、
市
民
に

向
け
た
火
災
予
防
啓
発
の
街
頭

車
両
パ
レ
ー
ド
も
実
施
し
た
。

防
火
対
策
は
万
全
で
す
か
？

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
日
頃
か
ら
創
造
し

て
い
る
作
品
を
一
堂
に
展
示
発
表
・

披
露
し
、
広
く
市
民
に
活
動
へ
の
理

解
を
求
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
「
第

45
回
か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
作
品

展
」
と
「
平
成
30
年
度
沖
縄
市
生
き

が
い
事
業
作
品
展
」
が
、
２
月
23
日

と
24
日
に
、
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
り
ゆ
し
園
で
合
同
開
催
さ
れ
た
。

　
展
示
さ
れ
た
１
０
０
０
点
あ
ま

り
の
生
け
花
・
手
芸
品
・
折
紙
・

盆
栽
等
の
作
品
は
、
訪
れ
た
市
民

等
を
魅
了
し
た
。 集

結
！
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
作
品

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
合
同
開
催

　
一
般
社
団
法
人
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ワ
ッ

ド
（
小
渡
玠
代
表
理
事
）
と
無
人
航
空

機
（
ド
ロ
ー
ン
等
）
の
災
害
活
動
等
に

関
す
る
協
定
書
調
印
式
を
、
２
月
15
日

に
市
役
所
で
行
っ
た
。

　
協
定
は
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン

等
）
の
活
動
に
よ
り
、
被
害
の
状
況
を

い
ち
早
く
映
像
で
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
情
報
を
整
理
、
分
析
し
、
優
先
順
位

を
決
め
、
人
命
救
助
等
に
効
率
的
な
資

源
の
配
分
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て
い

る
。
調
印
式
後
に
は
、
市
役
所
前
の
広

場
で
デ
モ
飛
行
も
行
わ
れ
た
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害
活
動
に
つ
な
げ
る

無
人
航
空
機
の
災
害
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　
桑
江
市
長
と
平
良
英
俊
沖
縄
警
察
署

長
に
よ
り
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の

広
報
活
動
に
関
す
る
覚
書
締
結
式
が
、

２
月
22
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
覚
書
は
、
運
転
に
不
安
を
持
つ

高
齢
者
等
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
際
の
料
金
等
を
優
遇
す
る
こ
と
に
伴

い
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を
促
す
広
報

活
動
を
展
開
し
、
高
齢
運
転
者
等
の
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
市
で
は
、
４
月
か
ら
運
転
免

許
証
返
納
者
に
対
し
、
沖
縄
市
循
環
バ

ス
の
料
金
の
優
遇
措
置
を
と
る
。

転
ば
ぬ
先
の
杖
〜
悲
劇
が
起
こ
る
前
に
〜

運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
広
報
活
動
に
関
す
る
覚
書
締
結
式

活動日
参加費
場 所
問合せ

：
：
：
：

か
い

家
庭
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
沖

縄
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
ひ
と
り
一
品
運
動
の
お
年

賀
企
画
で
市
内
37
自
治
会
か

ら
集
ま
っ
た
８
１
０
㎏
の
食

料
品
と
ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
贈

呈
式
が
、
３
月
１
日
、
市
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

も
も
や
ま
子
ど
も
食
堂
、
学

習
支
援
ひ
ろ
ば
「
く
じ
ら
寺

子
屋
」、
一
般
社
団
法
人
子
ど

も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
K
F
B
、

夢
空
間
た
ん
ぽ
ぽ
、
こ
ど
も

相
談・健
康
課
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
ま
た
社
会
福
祉
法
人
の
公

益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行

わ
れ
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
贈

呈
式
が
、
沖
縄
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
知

花
の
里
の
職
員
や
入
居
者
の

家
族
等
か
ら
集
ま
っ
た
約
50

㎏
の
食
料
品
と
ベ
ビ
ー
用
品

が
、
２
月
12
日
、
一
般
社
団

法
人
子
ど
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク

Ｋ
Ｆ
Ｂ
に
寄
付
さ
れ
た
。

　
２
月
14
日
に
は
、
白
鳥
保

育
園
の
職
員
や
保
護
者
等
か

ら
集
ま
っ
た
70
㎏
の
食
料
品

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
ひ
ま

わ
り
に
、
２
㎏
の
ベ
ビ
ー
用

品
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も

「
も
っ
た
い
な
い
」
か
ら
生
ま
れ
る
「
あ
り
が
と
う
」

フ
ー
ド
バ
ン
ク
食
料
贈
呈
式

　
キ
ン
グ
ラ
ン
沖
縄
株
式
会
社

の
大
田
至
代
表
取
締
役
が
、
３

月
11
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
沖

縄
市
育
英
会
、
社
会
福
祉
法
人

国
際
福
祉
会 

美
さ
と
児
童
園
、

沖
縄
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

寄
付
金
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
と
地

域
福
祉
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
約
束
す
る
」
と
地
域
貢
献
へ

の
思
い
を
力
強
く
話
す
大
田
代

表
取
締
役
に
対
し
、
各
代
表
か

ら
お
礼
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
。

地
域
貢
献
へ
の
思
い
を
込
め
て

キ
ン
グ
ラ
ン
沖
縄
株
式
会
社
か
ら
寄
付
金
贈
呈

　
株
式
会
社
上
雅
装
工
の
上
地

雅
俊
代
表
取
締
役
社
長
等
が
３

月
８
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

N
P
O
法
人
こ
ど
も
家
庭
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
沖
縄
と
沖
縄

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
ラ
ン
ド

セ
ル
を
購
入
す
る
た
め
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄
付
金

贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　
上
地
代
表
取
締
役
社
長
は「
こ

ど
も
達
に
希
望
を
与
え
た
い
。

今
後
も
、
沖
縄
市
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
ど
も
達
に
希
望
を

株
式
会
社
上
雅
装
工
か
ら
寄
付
金
贈
呈

　４月になり新年度がスタートしました。これをきっかけに何
か新しいことにチャレンジしたいと考えたそこのアナタ！ぜ
ひ、「ウォーキング」を始めてみてはいかがでしょうか？
　数年前に「沖縄県民がいかに歩かないか」を話題にしたテ
レビCMが頻繁に流れていたほど、沖縄県民は「歩かない」
ことで有名です。
　それは沖縄市民も同様で、平成29年に実施したアンケー
ト調査によると、半数以上の市民が１日に「30分（約3,000
歩）」も歩いていないことが明らかになりました。
　一日の平均歩数が8,000歩、そのうち早歩きの時間が20

分あると、がんや糖尿病といった生活習慣病の予防に効果
があるとする研究結果もあるほどウォーキングは健康に直
結しています。
　とはいえ、いきなり3,000歩から8,000
歩に増やすのは現実的ではないので、ま
ずは「今より10分（約1,000歩）多く歩く」
ことから始め、「慣れたらまた10分多く
歩く」を繰り返し、ウォーキングを習慣化
して健康を手に入れましょう。

新年度のスタートと共に「ウォーキング」始めませんか？

市民健康課（内線2242）

平成30年度　全国統一防火標語
『忘れてない？  サイフにスマホに  火の確認』

▲寄付者：白鳥保育園 ▲寄付者：特別養護老人ホーム知花の里 ▲寄付者：市内37自治会
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沖縄市の給与・定員管理等について
本市職員の給与については、市議会での給与条例、予算審議を通じて明らかにされています。

ここでは、主に市職員の給与の実態について、その概算をお知らせします。

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

（3） 職員の平均給料月額、平均年齢の状況

（5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（8） 退職手当の状況

（9） 職員手当の状況

（10） 特別職の報酬等の状況 （11） 部門別職員数の状況

（6） 一般行政職の級別職員数の状況

（7） 期末・勤勉手当の状況

（4） 職員の初任給の状況

（注）　１、職員手当には、退職手当を含みません。
２、職員数は、平成２９年４月１日現在の人数です。
３、給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいません。

（注）　人件費は、特別職に支給される給料・報酬等を含む額です。

（注）　退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成２９年度に退職した職員に支給された平均額です。

（注）　公営企業分は含みません。

（注）　採用前に民間企業等の経歴がある場合は、加算されることが
あります。

（注）　１、経験年数とは、通常は採用後の年数を言いますが、採用前に民間企業等の経歴がある場合は、一定の換算方法により加算されています。
２、対象となる職員がいない場合は、「ハイフン(－)」とし、3人以下の場合は、個人情報保護の観点から、経験年数に幅を持たせ平均を出しました。
（※1…8年～12年　※2…18年～22年）

（注）　特別職の報酬等については、市内各界の代表者で構成する「特別職報酬等審
議会」の意見を聴き、一般職とは別の条例で制定されます。

（注）　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員を含み、臨時または非常勤職員を除いています。

（注）　１、沖縄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

平成30年４月１日現在 平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在 各年４月１日現在（単位：人）

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

区分

区　　　　分

扶養
手当

住居
手当

代表的な
手当の名称

通勤
手当

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

市　　長 ６月期 1.575 月分

1.725 月分

3.3 月分

1.575 月分

1.725 月分

3.3 月分

普通会計　計

合　　計

６月期

12月期

計

12月期

計

903,000円 10
175
60
9
19
18
74
178
42
585
188
111
299
884
50
18
54
122
1,006

9
176
61
8
19
17
76
183
42
591
187
111
298
889
50
18
54
122
1,011

△1
1
1
△1
0
△1
2
5
0
6
△1
0
△1
5
0
0
0
0
5

746,000円

674,000円

520,000円

461,000円

433,000円

議　　長

議　　員

教育長・
水道局長

副　市　長

副　議　長

勤　続　2　0　年
勤　続　2　5　年
勤　続　3　5　年
最  高  限  度  率

そ の 他 の 加 算 措 置 定年前早期退職特例措置
（2％～ 20％加算）

なし退 職 時 の 特 別 昇 給

職員全体に占める手当支給職員の割合

（平成29年度決算）支給総額 222,208千円 支給職員１人当たり平均支給年額 257千円
支給職員１人当たり平均支給年額 249千円213,918千円（平成28年度決算）支給総額

支給対象職員１人当たり平均支給年額
手当の種類

　支給額の多い手当

多くの職員に
支給されている手当

１人当たり平均支給額（注）

自己都合退職
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
47.709 月分

配偶者　6,500 円

最高支給額 27,000 円

【バス】運賃額 45,000 円までは運賃相当額、45,000 円を
超える場合は加算措置あり。支給限度額 50,000 円

【自家用車】 距離に応じて 2,300 円～ 30,500 円

子 10,000 円
6,500 円父母等

※16歳年度初め～22歳年度末の場合加算5,000円

703千円 17,467 千円

24.586875 月分
33.27075 月分
47.709 月分
47.709 月分

定年・勧奨退職

区分

区分 内　　容 手当額（月額）

32.6%
52,305円
18種類

建築主事手当・固定資産評価員手当・社会福祉業務手当
保育所長手当・副園長手当

消防活動手当・社会福祉業務手当・保育業務従事手当・税務手当

区　　　　分

区分

区分

区　分 給料月額等 部門
区分

議　　会
総　　務
税　　務
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計

小　　計

教　　育
消　　防

水　　道
下 水 道
そ の 他

小　　計

職 員 数（人） 対　前　年
増　減　数平成29年 平成30年期末手当支給割合

参考 １年前構成比

標　準　的　な
職　務　内　容

６月期 2.125 月分 （1.075 月分）

2.275 月分 （1.225 月分）
4.4 月分 （ 2.3 月分 ）計

12月期

職　　員　　数
構　　成　　比

８　級 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級 計

大　学　卒
高　校　卒
高　校　卒
中　学　卒

部　　長

10人 5人 25人 68人 159人 148人 90人 56人 561人
1.8% 0.9% 4.5% 12.1% 28.3% 26.4% 16.0% 10.0% 100%
1.8% 0.9% 4.3% 11.9% 27.0% 25.9% 17.8% 10.4% 100%

次　　長 次　　長
課　　長

課　　長
課長補佐

課長補佐
係　　長

係　　長
主　　任 主　　事 主　　事 －

経験年数10年
247,686 円 295,285 円

247,525 円
339,344 円
271,260 円
294,675 円 ※2※1 -

- -

213,875 円
202,675 円

-

経験年数15年 経験年数20年

平均給料月額
297,300 円
307,600 円

平均年齢 区分
大　学　卒
高　校　卒
高　校　卒
中　学　卒

初任給
179,200 円
147,100 円
144,500 円
136,500 円

一般行政職

現　業　職

40.3 歳
46.1 歳

一 般 行 政 職

一 般 行 政 職

現　　業　　職

現　　業　　職

平成29年度

平成29年度

住民基本台帳人口 歳出額 実質収支

給与費

給料
2,980,216千円

職員手当
579,965千円

期末・勤勉手当
1,158,830千円

計（Ｂ）
4,719,011千円

１人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）
5,338千円

1,278,657千円 7,401,866千円 10.9% 11.1%68,218,261千円
（Ａ）

職員数

884人

（Ａ）

人件費
（B）

人件費率 （参考）
平成28年度の人件費率（Ｂ／Ａ）（平成30年1月1日現在）

141,775人

退
職
手
当

主
要
三
手
当

一
　般
　行
　政
　部
　門

特
別
行
政

部
　
　門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

支
給
率

扶養親族（配偶者、22歳に達する日以後の
最初の3月31日までの間にある子、60歳以
上の父母等）のいる職員に支給されます。

通勤距離が片道2㎞以上で、バス･自家用 
車等を利用している職員に支給されます。

住居を借り受けている職員に支給されます。

給
　料

報
　酬
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沖縄市の給与・定員管理等について
本市職員の給与については、市議会での給与条例、予算審議を通じて明らかにされています。

ここでは、主に市職員の給与の実態について、その概算をお知らせします。

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

（3） 職員の平均給料月額、平均年齢の状況

（5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（8） 退職手当の状況

（9） 職員手当の状況

（10） 特別職の報酬等の状況 （11） 部門別職員数の状況

（6） 一般行政職の級別職員数の状況

（7） 期末・勤勉手当の状況

（4） 職員の初任給の状況

（注）　１、職員手当には、退職手当を含みません。
２、職員数は、平成２９年４月１日現在の人数です。
３、給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいません。

（注）　人件費は、特別職に支給される給料・報酬等を含む額です。

（注）　退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成２９年度に退職した職員に支給された平均額です。

（注）　公営企業分は含みません。

（注）　採用前に民間企業等の経歴がある場合は、加算されることが
あります。

（注）　１、経験年数とは、通常は採用後の年数を言いますが、採用前に民間企業等の経歴がある場合は、一定の換算方法により加算されています。
２、対象となる職員がいない場合は、「ハイフン(－)」とし、3人以下の場合は、個人情報保護の観点から、経験年数に幅を持たせ平均を出しました。
（※1…8年～12年　※2…18年～22年）

（注）　特別職の報酬等については、市内各界の代表者で構成する「特別職報酬等審
議会」の意見を聴き、一般職とは別の条例で制定されます。

（注）　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員を含み、臨時または非常勤職員を除いています。

（注）　１、沖縄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

平成30年４月１日現在 平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在 各年４月１日現在（単位：人）

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

平成30年４月１日現在

区分

区　　　　分

扶養
手当

住居
手当

代表的な
手当の名称

通勤
手当

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

市　　長 ６月期 1.575 月分

1.725 月分

3.3 月分

1.575 月分

1.725 月分

3.3 月分

普通会計　計

合　　計

６月期

12月期

計

12月期

計

903,000円 10
175
60
9
19
18
74
178
42
585
188
111
299
884
50
18
54
122
1,006

9
176
61
8
19
17
76
183
42
591
187
111
298
889
50
18
54
122
1,011

△1
1
1
△1
0
△1
2
5
0
6
△1
0
△1
5
0
0
0
0
5

746,000円

674,000円

520,000円

461,000円

433,000円

議　　長

議　　員

教育長・
水道局長

副　市　長

副　議　長

勤　続　2　0　年
勤　続　2　5　年
勤　続　3　5　年
最  高  限  度  率

そ の 他 の 加 算 措 置 定年前早期退職特例措置
（2％～ 20％加算）

なし退 職 時 の 特 別 昇 給

職員全体に占める手当支給職員の割合

（平成29年度決算）支給総額 222,208千円 支給職員１人当たり平均支給年額 257千円
支給職員１人当たり平均支給年額 249千円213,918千円（平成28年度決算）支給総額

支給対象職員１人当たり平均支給年額
手当の種類

　支給額の多い手当

多くの職員に
支給されている手当

１人当たり平均支給額（注）

自己都合退職
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
47.709 月分

配偶者　6,500 円

最高支給額 27,000 円

【バス】運賃額 45,000 円までは運賃相当額、45,000 円を
超える場合は加算措置あり。支給限度額 50,000 円

【自家用車】 距離に応じて 2,300 円～ 30,500 円

子 10,000 円
6,500 円父母等

※16歳年度初め～22歳年度末の場合加算5,000円

703千円 17,467 千円

24.586875 月分
33.27075 月分
47.709 月分
47.709 月分

定年・勧奨退職

区分

区分 内　　容 手当額（月額）

32.6%
52,305円
18種類

建築主事手当・固定資産評価員手当・社会福祉業務手当
保育所長手当・副園長手当

消防活動手当・社会福祉業務手当・保育業務従事手当・税務手当

区　　　　分

区分

区分

区　分 給料月額等 部門
区分

議　　会
総　　務
税　　務
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計

小　　計

教　　育
消　　防

水　　道
下 水 道
そ の 他

小　　計

職 員 数（人） 対　前　年
増　減　数平成29年 平成30年期末手当支給割合

参考 １年前構成比

標　準　的　な
職　務　内　容

６月期 2.125 月分 （1.075 月分）

2.275 月分 （1.225 月分）
4.4 月分 （ 2.3 月分 ）計

12月期

職　　員　　数
構　　成　　比

８　級 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級 計

大　学　卒
高　校　卒
高　校　卒
中　学　卒

部　　長

10人 5人 25人 68人 159人 148人 90人 56人 561人
1.8% 0.9% 4.5% 12.1% 28.3% 26.4% 16.0% 10.0% 100%
1.8% 0.9% 4.3% 11.9% 27.0% 25.9% 17.8% 10.4% 100%

次　　長 次　　長
課　　長

課　　長
課長補佐

課長補佐
係　　長

係　　長
主　　任 主　　事 主　　事 －

経験年数10年
247,686 円 295,285 円

247,525 円
339,344 円
271,260 円
294,675 円 ※2※1 -

- -

213,875 円
202,675 円

-

経験年数15年 経験年数20年

平均給料月額
297,300 円
307,600 円

平均年齢 区分
大　学　卒
高　校　卒
高　校　卒
中　学　卒

初任給
179,200 円
147,100 円
144,500 円
136,500 円

一般行政職

現　業　職

40.3 歳
46.1 歳

一 般 行 政 職

一 般 行 政 職

現　　業　　職

現　　業　　職

平成29年度

平成29年度

住民基本台帳人口 歳出額 実質収支

給与費

給料
2,980,216千円

職員手当
579,965千円

期末・勤勉手当
1,158,830千円

計（Ｂ）
4,719,011千円

１人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）
5,338千円

1,278,657千円 7,401,866千円 10.9% 11.1%68,218,261千円
（Ａ）

職員数

884人

（Ａ）

人件費
（B）

人件費率 （参考）
平成28年度の人件費率（Ｂ／Ａ）（平成30年1月1日現在）

141,775人

退
職
手
当

主
要
三
手
当

一
　般
　行
　政
　部
　門

特
別
行
政

部
　
　門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

支
給
率

扶養親族（配偶者、22歳に達する日以後の
最初の3月31日までの間にある子、60歳以
上の父母等）のいる職員に支給されます。

通勤距離が片道2㎞以上で、バス･自家用 
車等を利用している職員に支給されます。

住居を借り受けている職員に支給されます。

給
　料

報
　酬
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お

知

ら

せ

2020 年 4月 1日から重大な消防法違反の建物が市公式サイト等で公表されます。　消防本部 TEL 098-929-0901

４
月
は
、
固
定
資
産
税
１
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
５
月
７
日
!
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

暮
ら
し

10
連
休
中 

沖
縄
市
役
所
は

閉
庁
し
ま
す

　
天
皇
の
即
位
の
日
及
び
即
位
礼

正
殿
の
儀
の
行
わ
れ
る
日
を
休
日

と
す
る
法
律
（
平
成
30
年
法
律
第

99
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
４
月
27

日
（
土
）
か
ら
５
月
６
日
（
月
）

ま
で
は
休
日
と
な
り
、
沖
縄
市
役

所
は
閉
庁
い
た
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
市
役
所
以
外
の
本
市
公

共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
公

共
施
設
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

問
合
せ
／
総
務
課

内
線
（
2
3
4
2
・
2
3
4
3
）

10
連
休
中
の
ご
み
収
集

　
４
月
27
日
（
土
）
か
ら
５
月

６
日
（
月
）
ま
で
の
連
休
中
も
、

通
常
通
り
、
ご
み
の
収
集
を
行

い
ま
す
。

※

粗
大
ご
み
は
５
月
７
日
（
火
）

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
課 

ク
リ
ー
ン
係

内
線
（
2
2
2
3
〜
2
2
2
6
）

昼
食
時
間
帯
の
窓
口
業
務

を
実
施
し
て
お
り
ま
す

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
全
庁
に

お
い
て
昼
食
時
間
帯
（
午
後
０
時

〜
１
時
）
の
窓
口
業
務
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
業
務
に
よ
っ
て
対

応
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
対
応
可
能
な
業
務
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
各
窓
口
担
当
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
政
策
企
画
課

行
政
改
革
担
当

内
線
（
2
3
8
1
）

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　
平
成
31
年
度
学
生
納
付
特
例

申
請
受
付
が
４
月
１
日
よ
り
始

ま
り
ま
す
。
20
歳
以
上
の
方
は
、

学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
（
家

族
の
方
の
所
得
は
問
い
ま
せ

ん
）、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

に
在
学
す
る
学
生
等

申
請
に
必
要
な
書
類
／
学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在

学
証
明
書
の
原
本
又
は
学
生
証

の
写
し
等
）

※

学
生
証
の
期
限
に
ご
注
意
下

さ
い
。

※

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は

代
理
人
の
身
分
証
明
書
と
本
人

の
印
鑑（
認
印
可
）も
必
要
で
す
。

※

代
理
人
が
同
一
世
帯
で
な
い

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課 

国
民
年
金
担
当

内
線
（
2
1
3
1
・
2
1
3
3
・

2
1
3
4
）

２
月
の
消
防
活
動
状
況

救
急
出
場
件
数
：
6
3
4
件

救
急
搬
送
人
員
：
5
6
4
人

火
災
出
場
件
数
：
２
件

救
助
出
場
件
数
：
３
件

〜
救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本
部

警
防
課

℡ 

0
9
8-

9
2
9-

0
9
0
0

平成31年度　高等職業訓練促進給付金等事業
　母子家庭の母又は父子家庭の父の資格取得を支援するための制度
です。看護師・保育士・理学療法士・作業療法士・美容師・調理師・社会
福祉士・歯科衛生士・製菓衛生師などの国家資格取得のために、１年以
上の養成機関等で修業する場合の生活費等の負担軽減を図るため、高
等職業訓練促進給付金を支給します。

衆議院沖縄県
第3区選出議員補欠選挙

投票日／4月21日（日）　投票時間／午前7時～午後8時
持参するもの／投票所入場整理券
（無い場合は身分を証明できるもの）

◆期日前投票
場所／市役所 １階 市民ホール
期間／4月10日（水）～20日（土）
時間／午前8時30分～午後8時
持参するもの／投票所入場整理券

対象／市内に住所を有する母子家庭の母、又は父子家庭の父で次の要件
をすべて満たす方
①児童扶養手当の支給を受けているか又は、同等の所得水準にあること　
②養成機関において１年以上修業し、対象資格の取得が見込まれること　
③仕事、育児、修業の両立が困難であると認められる方
④過去に本事業による訓練促進給付金の支給を受けたことがない方
⑤本事業と趣旨を同じくする給付を受給していない方
申込締切／４月26日（金）

支給にあたっては事前相談が必要です
　現在修学中の方、又は修学を予定している方は、必ず申請前にご相談く
ださい。
※申請後、審査を行い可否決定いたします。
※締切日以降の申し込みについてはご相談下さい（随時相談可能）。

◆投票立会人募集
立会日時／4月21日（日）　午前6時45分～午後8時30分
説明会／4月中旬頃予定
報酬額／21,400円（税込）　※変更する場合があります。
応募資格／本市に住所（選挙権）を有する健康な方
※応募多数の場合は抽選
応募方法／応募用紙を持参又は郵送
応募用紙／選挙管理委員会で配布（市公式サイトよりダウ
ンロード可能）
応募期限／4月8日（月）　※必着

申込・問合せ／こども家庭課
内線（3195・3196）

問合せ／選挙管理委員会事務局
内線（2057）

　
古
謝
自
治
会（
知
念
信
恒
会
長
）は
、沖
縄
市
の

指
定
文
化
財
を
含
む
19
の
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て

い
る
地
域
で
あ
り
、古
謝
地
域
の
文
化
や
歴
史
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
、そ
の
内
の
９
か
所
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
今
年
実
施
し
、こ
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
1
0
0
人
の
参
加
者
が
訪
れ
た
。

　
自
治
会
内
に
は
、４
つ
の
子
ど
も
会（
コ
ス
モ
ス

子
ど
も
会
、豆
獅
子
子
ど
も
会
、あ
お
ぞ
ら
子
ど
も

会
、ひ
ま
わ
り
子
ど
も
会
）が
活
発
的
に
活
動
し
て

お
り
、自
治
会
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。ま
た
、

県
主
催
の
子
ど
も
地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト

に
毎
年
応
募
し
て
お
り
、平
成
27
年
〜
29
年
の
３

年
連
続
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、津
波
対
策
な
ど
の
防
災
活
動
に
力
を
い

れ
て
お
り
、知
念
会
長
自
ら
防
災
士
の
資
格
を
取

得
し
、年
に
２
回
の
避
難
訓
練
や
啓
発
活
動
を
行

い
、津
波
に
耐
え
る
自
治
会
を
目
指
し
て
い
る
。

　
知
念
会
長
は「
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
行
事
等

に
取
り
組
む
こ
と
で
、こ
ど
も
会
か
ら
老
人
会
ま
で
世

代
間
交
流
を
活

発
に
し
、区
民
同

士
の
絆
を
深
め

る
こ
と
で
人
材

を
育
む
環
境
を

つ
く
り
、次
世
代

の
育
成
や
継
承

に
力
を
い
れ
て
い

き
た
い
」と
話
し

て
い
る
。

わったーじちくゎい
沖縄市自治会紹介

vol.49

古謝自治会
地域で人材を育成し継承する

中の町自治会
老いも若きも心はひとつ

℡ 

0
9
8
ー
9
3
3
ー
4
2
5
9

　「
3
6
5
日
、
花
も
人
も
い
っ
ぱ
い
の
公
民
館
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
の
は
、
中
の
町
自
治
会
の
伊
禮

幸
子
会
長
。
中
の
町
自
治
会
は
、
こ
ど
も
会
と
青

年
会
の
エ
イ
サ
ー
、
子
育
て
世
代
が
集
ま
る
「
つ

ど
い
の
広
場
」、
願
寿
会
（
老
人
会
）
の
古
典
サ
ー

ク
ル
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
作
り
サ
ー
ク
ル
な

ど
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
朝
か
ら
晩
ま

で
幅
広
い
世
代
の
区
民
等
が
、
絶
え
間
な
く
訪
れ

る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
自
治
会
だ
。

　
伊
禮
会
長
は
「
夜
の
公
民
館
で
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
を
し
て
い
た
青
年
達
を
集
め
、
青
年
会
を

立
ち
上
げ
、
大
き
く
成
長
さ
せ
た
こ
と
が
一
番

の
財
産
。
今
後
の
目
標
は
、
会
員
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
婦
人
会
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
と
、
自
治
会
加
入
率
の
増
加
。
も
っ

と
魅
力
あ
る
自
治
会
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い

と
い
け
な
い
」
と
話
す
。

　
中
の
町
自
治
会
で
は
、
今
後
も
「
中
の
町
は
ひ

と
つ
」
の
合
言
葉
の
も
と
、
こ
ど
も
会
、
青
年
会
、

婦
人
会
、
願
寿
会

等
に
限
ら
ず
自
治

会
全
員
で
協
力
し
、

役
割
分
担
を
し
な

が
ら
行
事
を
盛
り

上
げ
、
地
域
を
盛

り
上
げ
、
沖
縄
市

を
盛
り
上
げ
て
い

く
と
意
気
込
ん
で

い
る
。
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1 ▲古謝の文化や歴史を学んだスタンプ

ラリー（古謝自治会提供）▲若者も盛り上げた成年祝いと敬老会

の
ぶ
つ
ね

さ
ち
こ

　
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を
願
い
、
沖
縄
地
区

交
通
安
全
協
会
の
宮
城
好
博
会
長
等
が
、
３
月
５

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、「
ぶ
じ
カ
エ
ル
」
リ
ボ
ン
を

比
嘉
教
育
長
に
寄
贈
し
た
。

　
リ
ボ
ン
は
、
車
の
ラ
イ

ト
等
に
反
射
す
る
糸
が
折

り
込
ま
れ
た
も
の
で
、
ラ

ン
ド
セ
ル
等
に
付
け
る
こ

と
で
運
転
手
に
歩
行
中
の

児
童
の
存
在
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
市
内
の
小
学
校
に
入
学

す
る
全
児
童
へ
贈
ら
れ
る
。

「
ぶ
じ
カ
エ
ル
」
リ
ボ
ン
が
味
方

交
通
安
全
反
射
リ
ボ
ン
贈
呈
式

　
大
規
模
な
複
合
災
害
の
発
生
に
備
え
る
た
め
に
、

胡
屋
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
が
３
月
10

日
に
胡
屋
自
治
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。
訓
練
は
、

避
難
所
運
営
を
み
ん
な
で

考
え
る
避
難
所
運
営
机
上

訓
練
で
、
避
難
所
と
な
っ

た
学
校
で
、
避
難
者
の
状

況
に
応
じ
て
の
部
屋
割
り

や
炊
き
出
し
場
、
仮
設
ト

イ
レ
の
配
置
な
ど
、
避
難

所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
に
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
。

あ
な
た
が
避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

胡
屋
自
主
防
災
組
織
防
災
訓
練
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お

知

ら

せ

2020 年 4月 1日から重大な消防法違反の建物が市公式サイト等で公表されます。　消防本部 TEL 098-929-0901

４
月
は
、
固
定
資
産
税
１
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
５
月
７
日
!
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

暮
ら
し

10
連
休
中 
沖
縄
市
役
所
は

閉
庁
し
ま
す

　
天
皇
の
即
位
の
日
及
び
即
位
礼

正
殿
の
儀
の
行
わ
れ
る
日
を
休
日

と
す
る
法
律
（
平
成
30
年
法
律
第

99
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
４
月
27

日
（
土
）
か
ら
５
月
６
日
（
月
）

ま
で
は
休
日
と
な
り
、
沖
縄
市
役

所
は
閉
庁
い
た
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
市
役
所
以
外
の
本
市
公

共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
公

共
施
設
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

問
合
せ
／
総
務
課

内
線
（
2
3
4
2
・
2
3
4
3
）

10
連
休
中
の
ご
み
収
集

　
４
月
27
日
（
土
）
か
ら
５
月

６
日
（
月
）
ま
で
の
連
休
中
も
、

通
常
通
り
、
ご
み
の
収
集
を
行

い
ま
す
。

※

粗
大
ご
み
は
５
月
７
日
（
火
）

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
課 

ク
リ
ー
ン
係

内
線
（
2
2
2
3
〜
2
2
2
6
）

昼
食
時
間
帯
の
窓
口
業
務

を
実
施
し
て
お
り
ま
す

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
全
庁
に

お
い
て
昼
食
時
間
帯
（
午
後
０
時

〜
１
時
）
の
窓
口
業
務
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
業
務
に
よ
っ
て
対

応
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
対
応
可
能
な
業
務
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
各
窓
口
担
当
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
政
策
企
画
課

行
政
改
革
担
当

内
線
（
2
3
8
1
）

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　
平
成
31
年
度
学
生
納
付
特
例

申
請
受
付
が
４
月
１
日
よ
り
始

ま
り
ま
す
。
20
歳
以
上
の
方
は
、

学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
（
家

族
の
方
の
所
得
は
問
い
ま
せ

ん
）、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

に
在
学
す
る
学
生
等

申
請
に
必
要
な
書
類
／
学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在

学
証
明
書
の
原
本
又
は
学
生
証

の
写
し
等
）

※

学
生
証
の
期
限
に
ご
注
意
下

さ
い
。

※

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は

代
理
人
の
身
分
証
明
書
と
本
人

の
印
鑑（
認
印
可
）も
必
要
で
す
。

※

代
理
人
が
同
一
世
帯
で
な
い

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課 

国
民
年
金
担
当

内
線
（
2
1
3
1
・
2
1
3
3
・

2
1
3
4
）

２
月
の
消
防
活
動
状
況

救
急
出
場
件
数
：
6
3
4
件

救
急
搬
送
人
員
：
5
6
4
人

火
災
出
場
件
数
：
２
件

救
助
出
場
件
数
：
３
件

〜
救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本
部

警
防
課
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平成31年度　高等職業訓練促進給付金等事業
　母子家庭の母又は父子家庭の父の資格取得を支援するための制度
です。看護師・保育士・理学療法士・作業療法士・美容師・調理師・社会
福祉士・歯科衛生士・製菓衛生師などの国家資格取得のために、１年以
上の養成機関等で修業する場合の生活費等の負担軽減を図るため、高
等職業訓練促進給付金を支給します。

衆議院沖縄県
第3区選出議員補欠選挙

投票日／4月21日（日）　投票時間／午前7時～午後8時
持参するもの／投票所入場整理券
（無い場合は身分を証明できるもの）

◆期日前投票
場所／市役所 １階 市民ホール
期間／4月10日（水）～20日（土）
時間／午前8時30分～午後8時
持参するもの／投票所入場整理券

対象／市内に住所を有する母子家庭の母、又は父子家庭の父で次の要件
をすべて満たす方
①児童扶養手当の支給を受けているか又は、同等の所得水準にあること　
②養成機関において１年以上修業し、対象資格の取得が見込まれること　
③仕事、育児、修業の両立が困難であると認められる方
④過去に本事業による訓練促進給付金の支給を受けたことがない方
⑤本事業と趣旨を同じくする給付を受給していない方
申込締切／４月26日（金）

支給にあたっては事前相談が必要です
　現在修学中の方、又は修学を予定している方は、必ず申請前にご相談く
ださい。
※申請後、審査を行い可否決定いたします。
※締切日以降の申し込みについてはご相談下さい（随時相談可能）。

◆投票立会人募集
立会日時／4月21日（日）　午前6時45分～午後8時30分
説明会／4月中旬頃予定
報酬額／21,400円（税込）　※変更する場合があります。
応募資格／本市に住所（選挙権）を有する健康な方
※応募多数の場合は抽選
応募方法／応募用紙を持参又は郵送
応募用紙／選挙管理委員会で配布（市公式サイトよりダウ
ンロード可能）
応募期限／4月8日（月）　※必着

申込・問合せ／こども家庭課
内線（3195・3196）

問合せ／選挙管理委員会事務局
内線（2057）

　
古
謝
自
治
会（
知
念
信
恒
会
長
）は
、沖
縄
市
の

指
定
文
化
財
を
含
む
19
の
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て

い
る
地
域
で
あ
り
、古
謝
地
域
の
文
化
や
歴
史
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
、そ
の
内
の
９
か
所
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
今
年
実
施
し
、こ
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
1
0
0
人
の
参
加
者
が
訪
れ
た
。

　
自
治
会
内
に
は
、４
つ
の
子
ど
も
会（
コ
ス
モ
ス

子
ど
も
会
、豆
獅
子
子
ど
も
会
、あ
お
ぞ
ら
子
ど
も

会
、ひ
ま
わ
り
子
ど
も
会
）が
活
発
的
に
活
動
し
て

お
り
、自
治
会
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。ま
た
、

県
主
催
の
子
ど
も
地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト

に
毎
年
応
募
し
て
お
り
、平
成
27
年
〜
29
年
の
３

年
連
続
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、津
波
対
策
な
ど
の
防
災
活
動
に
力
を
い

れ
て
お
り
、知
念
会
長
自
ら
防
災
士
の
資
格
を
取

得
し
、年
に
２
回
の
避
難
訓
練
や
啓
発
活
動
を
行

い
、津
波
に
耐
え
る
自
治
会
を
目
指
し
て
い
る
。

　
知
念
会
長
は「
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
行
事
等

に
取
り
組
む
こ
と
で
、こ
ど
も
会
か
ら
老
人
会
ま
で
世

代
間
交
流
を
活

発
に
し
、区
民
同

士
の
絆
を
深
め

る
こ
と
で
人
材

を
育
む
環
境
を

つ
く
り
、次
世
代

の
育
成
や
継
承

に
力
を
い
れ
て
い

き
た
い
」と
話
し

て
い
る
。

わったーじちくゎい
沖縄市自治会紹介

vol.49

古謝自治会
地域で人材を育成し継承する

中の町自治会
老いも若きも心はひとつ
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　「
3
6
5
日
、
花
も
人
も
い
っ
ぱ
い
の
公
民
館
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
の
は
、
中
の
町
自
治
会
の
伊
禮

幸
子
会
長
。
中
の
町
自
治
会
は
、
こ
ど
も
会
と
青

年
会
の
エ
イ
サ
ー
、
子
育
て
世
代
が
集
ま
る
「
つ

ど
い
の
広
場
」、
願
寿
会
（
老
人
会
）
の
古
典
サ
ー

ク
ル
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
作
り
サ
ー
ク
ル
な

ど
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
朝
か
ら
晩
ま

で
幅
広
い
世
代
の
区
民
等
が
、
絶
え
間
な
く
訪
れ

る
活
気
に
あ
ふ
れ
た
自
治
会
だ
。

　
伊
禮
会
長
は
「
夜
の
公
民
館
で
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
を
し
て
い
た
青
年
達
を
集
め
、
青
年
会
を

立
ち
上
げ
、
大
き
く
成
長
さ
せ
た
こ
と
が
一
番

の
財
産
。
今
後
の
目
標
は
、
会
員
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
婦
人
会
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
と
、
自
治
会
加
入
率
の
増
加
。
も
っ

と
魅
力
あ
る
自
治
会
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い

と
い
け
な
い
」
と
話
す
。

　
中
の
町
自
治
会
で
は
、
今
後
も
「
中
の
町
は
ひ

と
つ
」
の
合
言
葉
の
も
と
、
こ
ど
も
会
、
青
年
会
、

婦
人
会
、
願
寿
会

等
に
限
ら
ず
自
治

会
全
員
で
協
力
し
、

役
割
分
担
を
し
な

が
ら
行
事
を
盛
り

上
げ
、
地
域
を
盛

り
上
げ
、
沖
縄
市

を
盛
り
上
げ
て
い

く
と
意
気
込
ん
で

い
る
。
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1 ▲古謝の文化や歴史を学んだスタンプ

ラリー（古謝自治会提供）▲若者も盛り上げた成年祝いと敬老会

の
ぶ
つ
ね

さ
ち
こ

　
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を
願
い
、
沖
縄
地
区

交
通
安
全
協
会
の
宮
城
好
博
会
長
等
が
、
３
月
５

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、「
ぶ
じ
カ
エ
ル
」
リ
ボ
ン
を

比
嘉
教
育
長
に
寄
贈
し
た
。

　
リ
ボ
ン
は
、
車
の
ラ
イ

ト
等
に
反
射
す
る
糸
が
折

り
込
ま
れ
た
も
の
で
、
ラ

ン
ド
セ
ル
等
に
付
け
る
こ

と
で
運
転
手
に
歩
行
中
の

児
童
の
存
在
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
市
内
の
小
学
校
に
入
学

す
る
全
児
童
へ
贈
ら
れ
る
。

「
ぶ
じ
カ
エ
ル
」
リ
ボ
ン
が
味
方

交
通
安
全
反
射
リ
ボ
ン
贈
呈
式

　
大
規
模
な
複
合
災
害
の
発
生
に
備
え
る
た
め
に
、

胡
屋
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
が
３
月
10

日
に
胡
屋
自
治
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。
訓
練
は
、

避
難
所
運
営
を
み
ん
な
で

考
え
る
避
難
所
運
営
机
上

訓
練
で
、
避
難
所
と
な
っ

た
学
校
で
、
避
難
者
の
状

況
に
応
じ
て
の
部
屋
割
り

や
炊
き
出
し
場
、
仮
設
ト

イ
レ
の
配
置
な
ど
、
避
難

所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
に
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
。

あ
な
た
が
避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

胡
屋
自
主
防
災
組
織
防
災
訓
練
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で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」 

F
M
コ
ザ（
７
６.

１
M
H
z
） 

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
９
時
10
分 

放
送
中
!!

『
ケ
ー
ス
連
絡
票
』
は

更
新
等
の
手
続
き
が

必
要
で
す

　
消
防
本
部
で
は
円
滑
な
救
急
活

動
を
行
う
た
め
、
在
宅
医
療
や
医

療
ケ
ア
を
有
す
る
方
の
登
録
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。現
在
、ケ
ー

ス
連
絡
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
更
新
や
変
更
、
取
り
消
し
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※

手
続
き
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

期
間
内
に
諸
手
続
き
が
な
い
場
合

は
、
登
録
取
り
消
し
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間
／
４
月
１
日
（
月
）
〜

５
月
31
日
（
金
）

※

土
日
・
祝
を
除
く

提
出
方
法
／
所
定
の
様
式
を
警

防
課
に
直
接
提
出

所
定
様
式
／
警
防
課
に
て
配
布

（
消
防
本
部
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

提
出
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本

部
　
警
防
課

℡ 

0
9
8-

9
2
9-

0
9
0
0

全
て
の
飲
食
店
で

消
火
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

　
平
成
30
年
３
月
に
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
火
を
使
用
す
る
設
備
ま

た
は
器
具
を
設
け
た
飲
食
店
等
で

は
、
10
月
１
日
以
降
、
建
物
の
面

積
に
関
係
な
く
消
火
器
の
設
置
が

義
務
と
な
り
ま
す
。

※

既
に
営
業
し
て
い
る
飲
食
店
も
設

置
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
消
火
器
の
設
置
場
所
や
本
数
、
免

除
措
置
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本
部

予
防
課

℡ 
0
9
8-

9
2
9-

0
9
0
1

平
成
31
年
度

Ｍ
Ｒ
２
期
予
防
接
種

　　
麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん
（
三

日
は
し
か
）
の
感
染
予
防
に
は
、Ｍ

Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）
ワ
ク
チ

ン
の
２
回
接
種
が
有
効
で
す
。Ｍ
Ｒ

定
期
予
防
接
種
は
、
１
期
（
１
歳
児
）

に
１
回
目
、
２
期
（
小
学
校
入
学
前

の
１
年
間
）
に
２
回
目
を
接
種
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
感

染
予
防
の
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

※

今
年
度
は
新
た
に
成
人
男
性
を
対

象
と
し
た
風
し
ん
定
期
予
防
接
種
が

始
ま
る
た
め
、
医
療
機
関
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。Ｍ
Ｒ
２
期
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
お
子
様
は
、
４
月
か

ら
６
月
の
間
に
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

対
象
者
／
平
成
25
年
４
月
２
日
〜

平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児

対
象
期
間
／
４
月
１
日
（
月
）

〜
翌
年
３
月
31
日
（
火
）

接
種
回
数
／
１
回

費
用
／
無
料
（
全
額
公
費
）

接
種
場
所
／
指
定
医
療
機
関
（
要

予
約
）

問
合
せ
／
こ
ど
も
相
談
・
健
康
課

予
防
係

内
線
（
2
2
3
2
・
2
2
3
3
）

自
治
会
備
品
整
備
に

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用

　
宝
く
じ
社
会
貢
献
事
業
の
一

環
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
平
成
30
年
度
は
市

内
５
自
治
会
（
住
吉
・
嘉
間
良
・

中
の
町
・
高
原
・
泡
瀬
第
二
）

の
空
調
設
備
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
、
視
聴
覚
教
材
類
、
会
議
テ
ー

ブ
ル
、Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
の
備
品
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は

住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、

地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治

意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
生
活
課

自
治
振
興
係
　

内
線
（
2
2
1
4
）

平
成
31
年
度 

沖
縄
市

表
彰
式
典
・
祝
賀
会

　
本
市
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、

社
会
そ
の
他
各
般
に
わ
た
っ
て

市
政
の
振
興
に
寄
与
し
、
又
は

広
く
市
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
が
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

い
た
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
５
日
（
金
）

午
後
６
時

場
所
／
沖
縄
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

※

被
表
彰
者
の
功
績
等
に
つ
い

て
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確

認
頂
け
ま
す
。

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課

内
線
（
2
4
1
0
）

お
れ
ん
じ
フ
ェ
ア

〜
認
知
症
に
寄
り
添
う
〜

　
認
知
症
や
健
康
に
つ
い
て
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
相
談
・

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
付
／
４
月
27
日
（
土
）

場
所
／
医
療
法
人
卯
の
会 

新
垣

病
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

（
安
慶
田
４-

10-

３
）

参
加
料
／
無
料

◆
認
知
症
カ
フ
ェ
（
健
康
・
認
知

症
・
地
域
相
談
ブ
ー
ス
）

時
間
／
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

◆
講
演
会
「
認
知
症
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」

講
師
／
堤
勇
人
氏
（
医
療
法
人
卯
の

会 

新
垣
病
院 

物
忘
れ
外
来
医
師
）

時
間
／
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

◆
映
画
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ソ
ン
グ
」

上
映
会

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員
／
1
5
0
人
（
先
着
順
・
要

申
込
）

申
込
・
問
合
せ
／
医
療
法
人
卯
の

会 

新
垣
病
院 

地
域
医
療
相
談
室

℡ 

0
9
8-

9
3
3-

2
7
5
6

第
12
回
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

美
里
支
店
農
協
ま
つ
り

内
容
／
農
産
物
特
売
、
牛
汁
・
山

羊
汁
販
売
、黒
糖
作
り
実
演
、琉
舞
、

民
謡
シ
ョ
ー
、
青
年
エ
イ
サ
ー
、

保
育
園
児
演
舞
な
ど

日
時
／
４
月
20
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

４
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所
／
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン

タ
ー
広
場

問
合
せ
／
J
A
お
き
な
わ
美
里

支
店

℡ 

0
9
8-

9
3
8-

6
4
5
0

の
ぶ
ひ
で

イ
ラ
ス
ト
ロ
ビ
ー
展

　
沖
縄
市
に
関
わ
る
観
光
ポ
ス

タ
ー
な
ど
も
数
多
く
制
作
し
て

き
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
仲

地
の
ぶ
ひ
で
氏
。
そ
の
作
品
展

示
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
４
月
１
日
（
月
）
〜

８
日
（
月
）

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※

６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
は

午
後
５
時
ま
で

※

８
日
（
月
）
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
／
観
光
振
興
課
　

内
線
（
３
２
９
３
）

催
し

問合せ／こども相談・健康課　母子保健係
内線（2283・2284・2235）申請・問合せ／障がい福祉課　特別障害者手当等担当　内線（3157）

・特別障害者手当（20歳以上の方）
在宅で、著しく重度の障がいがあり、日常生活において常
時特別の介護を必要とする方が対象です。施設入所また
は病院等に入院している方は対象になりません。

・障害児福祉手当（20歳未満の方）
在宅または入院中で、著しく重度の障がいがあり、日常生
活において常時特別の介護を必要とする方が対象です。
施設入所の方は対象になりません。

●特別障害者（障害児福祉・福祉）手当の額改定のお知らせ
平成31年1月18日付で、平成30年全国消費者物価指数の実績値（対前年比1.0%）が公表されました。
その結果、平成31年4月からの特別障害者手当等の手当額については、0.1%の引上げとなります。

【申請方法】
医師の診断書・その他書類の添付が必要です。詳しくはお問い合わせください。

対象者／平成31年4月1日以降に出産した産婦
健診受診時期／原則として、産後2週間前後と
産後１か月前後の各１回
公費負担額／産婦健康診査１回につき上限
5,000円
※上限を超えた額は自己負担になります。また、
公費助成の対象となるためには、規定の検査の
実施が必要です。

　産後まもない時期のお母さんの健康状態を確認するために、産科医療機関や助産院で実施される
産婦健康診査費の費用を助成します。「産婦健康診査受診票」を持参し、県内の産婦健康診査を受託
している医療機関または助産院で受診してください。

※注意：手当受給中の方は、変更（住所・氏名・施設入所・3か月以上の入院・死亡等）が生じた場合は、必ず障がい福祉課に届出てください。
届出をせずに受給した場合は、その全額を返還しなければなりません。

特別障害者手当
障害児福祉手当（経過的）福祉手当

平成30年4月～平成31年3月
26,940円
14,650円

平成31年度
27,200円（＋260円）
14,790円（＋140円）

FC琉球 試合日程

vs 柏レイソル
日時／4月7日（日）　試合開始：午後4時

vs FC町田ゼルビア
日時／4月27日（土） 試合開始：午後7時30分

会場／タピック県総ひやごんスタジアム
（沖縄県総合運動公園陸上競技場）

問合せ／FC琉球　TEL.098－923－0547
公式サイト／http://fcryukyu.com/

４月から「産婦健康診査」の費用を助成します

・4月以降に親子健康手帳（母子手帳）の交付を受けた方
こども相談・健康課窓口で、妊婦健康診査受診票と一緒に交付し
ています。
・3月31日迄に親子健康手帳の交付を受け、4月以降に出産予定の方
ご自宅へ送付します（4月初旬発送）。

産婦健康診査受診票の交付方法

※本市への転入後に妊娠届け出を行っていない方、受診票が届いて
いない方、里帰り出産のため県外でのご利用を希望する方は、お問い
合わせください。

特別障害者手当・障害児福祉手当の制度
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で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」 

F
M
コ
ザ（
７
６.

１
M
H
z
） 

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
９
時
10
分 

放
送
中
!!

『
ケ
ー
ス
連
絡
票
』
は

更
新
等
の
手
続
き
が

必
要
で
す

　
消
防
本
部
で
は
円
滑
な
救
急
活

動
を
行
う
た
め
、
在
宅
医
療
や
医

療
ケ
ア
を
有
す
る
方
の
登
録
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。現
在
、ケ
ー

ス
連
絡
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
更
新
や
変
更
、
取
り
消
し
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※

手
続
き
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

期
間
内
に
諸
手
続
き
が
な
い
場
合

は
、
登
録
取
り
消
し
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間
／
４
月
１
日
（
月
）
〜

５
月
31
日
（
金
）

※

土
日
・
祝
を
除
く

提
出
方
法
／
所
定
の
様
式
を
警

防
課
に
直
接
提
出

所
定
様
式
／
警
防
課
に
て
配
布

（
消
防
本
部
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

提
出
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本

部
　
警
防
課

℡ 

0
9
8-

9
2
9-

0
9
0
0

全
て
の
飲
食
店
で

消
火
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

　
平
成
30
年
３
月
に
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
火
を
使
用
す
る
設
備
ま

た
は
器
具
を
設
け
た
飲
食
店
等
で

は
、
10
月
１
日
以
降
、
建
物
の
面

積
に
関
係
な
く
消
火
器
の
設
置
が

義
務
と
な
り
ま
す
。

※

既
に
営
業
し
て
い
る
飲
食
店
も
設

置
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
消
火
器
の
設
置
場
所
や
本
数
、
免

除
措
置
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本
部

予
防
課

℡ 

0
9
8-

9
2
9-

0
9
0
1

平
成
31
年
度

Ｍ
Ｒ
２
期
予
防
接
種

　　
麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん
（
三

日
は
し
か
）
の
感
染
予
防
に
は
、Ｍ

Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）
ワ
ク
チ

ン
の
２
回
接
種
が
有
効
で
す
。Ｍ
Ｒ

定
期
予
防
接
種
は
、
１
期
（
１
歳
児
）

に
１
回
目
、
２
期
（
小
学
校
入
学
前

の
１
年
間
）
に
２
回
目
を
接
種
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
感

染
予
防
の
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

※

今
年
度
は
新
た
に
成
人
男
性
を
対

象
と
し
た
風
し
ん
定
期
予
防
接
種
が

始
ま
る
た
め
、
医
療
機
関
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。Ｍ
Ｒ
２
期
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
お
子
様
は
、
４
月
か

ら
６
月
の
間
に
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

対
象
者
／
平
成
25
年
４
月
２
日
〜

平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児

対
象
期
間
／
４
月
１
日
（
月
）

〜
翌
年
３
月
31
日
（
火
）

接
種
回
数
／
１
回

費
用
／
無
料
（
全
額
公
費
）

接
種
場
所
／
指
定
医
療
機
関
（
要

予
約
）

問
合
せ
／
こ
ど
も
相
談
・
健
康
課

予
防
係

内
線
（
2
2
3
2
・
2
2
3
3
）

自
治
会
備
品
整
備
に

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用

　
宝
く
じ
社
会
貢
献
事
業
の
一

環
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
平
成
30
年
度
は
市

内
５
自
治
会
（
住
吉
・
嘉
間
良
・

中
の
町
・
高
原
・
泡
瀬
第
二
）

の
空
調
設
備
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
、
視
聴
覚
教
材
類
、
会
議
テ
ー

ブ
ル
、Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
の
備
品
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は

住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、

地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治

意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
生
活
課

自
治
振
興
係
　

内
線
（
2
2
1
4
）

平
成
31
年
度 

沖
縄
市

表
彰
式
典
・
祝
賀
会

　
本
市
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、

社
会
そ
の
他
各
般
に
わ
た
っ
て

市
政
の
振
興
に
寄
与
し
、
又
は

広
く
市
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
が
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

い
た
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
５
日
（
金
）

午
後
６
時

場
所
／
沖
縄
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

※

被
表
彰
者
の
功
績
等
に
つ
い

て
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確

認
頂
け
ま
す
。

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課

内
線
（
2
4
1
0
）

お
れ
ん
じ
フ
ェ
ア

〜
認
知
症
に
寄
り
添
う
〜

　
認
知
症
や
健
康
に
つ
い
て
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
相
談
・

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
付
／
４
月
27
日
（
土
）

場
所
／
医
療
法
人
卯
の
会 

新
垣

病
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

（
安
慶
田
４-

10-

３
）

参
加
料
／
無
料

◆
認
知
症
カ
フ
ェ
（
健
康
・
認
知

症
・
地
域
相
談
ブ
ー
ス
）

時
間
／
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

◆
講
演
会
「
認
知
症
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」

講
師
／
堤
勇
人
氏
（
医
療
法
人
卯
の

会 

新
垣
病
院 

物
忘
れ
外
来
医
師
）

時
間
／
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

◆
映
画
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ソ
ン
グ
」

上
映
会

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員
／
1
5
0
人
（
先
着
順
・
要

申
込
）

申
込
・
問
合
せ
／
医
療
法
人
卯
の

会 

新
垣
病
院 
地
域
医
療
相
談
室

℡ 

0
9
8-
9
3
3-

2
7
5
6

第
12
回
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

美
里
支
店
農
協
ま
つ
り

内
容
／
農
産
物
特
売
、
牛
汁
・
山

羊
汁
販
売
、黒
糖
作
り
実
演
、琉
舞
、

民
謡
シ
ョ
ー
、
青
年
エ
イ
サ
ー
、

保
育
園
児
演
舞
な
ど

日
時
／
４
月
20
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

４
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所
／
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン

タ
ー
広
場

問
合
せ
／
J
A
お
き
な
わ
美
里

支
店

℡ 

0
9
8-

9
3
8-

6
4
5
0

の
ぶ
ひ
で

イ
ラ
ス
ト
ロ
ビ
ー
展

　
沖
縄
市
に
関
わ
る
観
光
ポ
ス

タ
ー
な
ど
も
数
多
く
制
作
し
て

き
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
仲

地
の
ぶ
ひ
で
氏
。
そ
の
作
品
展

示
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
４
月
１
日
（
月
）
〜

８
日
（
月
）

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※

６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
は

午
後
５
時
ま
で

※

８
日
（
月
）
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
／
観
光
振
興
課
　

内
線
（
３
２
９
３
）

催
し

問合せ／こども相談・健康課　母子保健係
内線（2283・2284・2235）申請・問合せ／障がい福祉課　特別障害者手当等担当　内線（3157）

・特別障害者手当（20歳以上の方）
在宅で、著しく重度の障がいがあり、日常生活において常
時特別の介護を必要とする方が対象です。施設入所また
は病院等に入院している方は対象になりません。

・障害児福祉手当（20歳未満の方）
在宅または入院中で、著しく重度の障がいがあり、日常生
活において常時特別の介護を必要とする方が対象です。
施設入所の方は対象になりません。

●特別障害者（障害児福祉・福祉）手当の額改定のお知らせ
平成31年1月18日付で、平成30年全国消費者物価指数の実績値（対前年比1.0%）が公表されました。
その結果、平成31年4月からの特別障害者手当等の手当額については、0.1%の引上げとなります。

【申請方法】
医師の診断書・その他書類の添付が必要です。詳しくはお問い合わせください。

対象者／平成31年4月1日以降に出産した産婦
健診受診時期／原則として、産後2週間前後と
産後１か月前後の各１回
公費負担額／産婦健康診査１回につき上限
5,000円
※上限を超えた額は自己負担になります。また、
公費助成の対象となるためには、規定の検査の
実施が必要です。

　産後まもない時期のお母さんの健康状態を確認するために、産科医療機関や助産院で実施される
産婦健康診査費の費用を助成します。「産婦健康診査受診票」を持参し、県内の産婦健康診査を受託
している医療機関または助産院で受診してください。

※注意：手当受給中の方は、変更（住所・氏名・施設入所・3か月以上の入院・死亡等）が生じた場合は、必ず障がい福祉課に届出てください。
届出をせずに受給した場合は、その全額を返還しなければなりません。

特別障害者手当
障害児福祉手当（経過的）福祉手当

平成30年4月～平成31年3月
26,940円
14,650円

平成31年度
27,200円（＋260円）
14,790円（＋140円）

FC琉球 試合日程

vs 柏レイソル
日時／4月7日（日）　試合開始：午後4時

vs FC町田ゼルビア
日時／4月27日（土） 試合開始：午後7時30分

会場／タピック県総ひやごんスタジアム
（沖縄県総合運動公園陸上競技場）

問合せ／FC琉球　TEL.098－923－0547
公式サイト／http://fcryukyu.com/

４月から「産婦健康診査」の費用を助成します

・4月以降に親子健康手帳（母子手帳）の交付を受けた方
こども相談・健康課窓口で、妊婦健康診査受診票と一緒に交付し
ています。
・3月31日迄に親子健康手帳の交付を受け、4月以降に出産予定の方
ご自宅へ送付します（4月初旬発送）。

産婦健康診査受診票の交付方法

※本市への転入後に妊娠届け出を行っていない方、受診票が届いて
いない方、里帰り出産のため県外でのご利用を希望する方は、お問い
合わせください。

特別障害者手当・障害児福祉手当の制度
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沖縄防災情報ポータル ハイサイ！防災で～びる（多言語対応） http：//www.bousai.okinawa.jp/市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」 

沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
）（
８
５.

４
M
H
z
） 

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
後
２
時
50
分
〜
３
時 

放
送
中
!!

沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
４
回
定
期
演
奏
会

日
時
／
４
月
７
日
（
日
） 

午
後
２
時

場
所
／
沖
縄
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
1
0
0
0
円
　
中
学
生
以

下
は
無
料
（
要
整
理
券
）

ゲ
ス
ト
出
演
／
琉
球
交
響
楽
団
、

美
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
沖
縄
市

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

問
合
せ
／
沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局
（
は
な

し
ろ
小
児
科
内
）

℡ 

0
9
8-

9
3
0-

5
1
7
7

平
成
31
年
度
　
沖
縄
市

中
心
市
街
地
住
宅
整
備

促
進
事
業

　
中
心
市
街
地
内
の
古
い
建
物
を

除
却
し
、
新
た
に
住
宅
を
建
設
す

る
方
に
対
し
、
建
物
を
取
り
壊
す

際
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
予
算
に
到
達
次
第
締
切
）。

　
補
助
率
や
対
象
物
件
、
応
募
書

類
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
商
工
振
興
課

内
線
（
3
2
2
2
）

高
齢
者
元
気

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室

　
軽
い
運
動
や
介
護
予
防
な
ど
の

講
話
を
行
い
ま
す
。

日
程
／
【
全
24
回
】 ５
月
21
日
〜

８
月
９
日
　
毎
週
火
・
金

時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
で
、
医
師
よ
り

運
動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

定
員
／
15
人

参
加
費
／
１
回
1
0
0
円

※

送
迎
あ
り
（
１
回
2
0
0
円
）

申
込
方
法
／
介
護
保
険
課
窓
口

（
地
下
２
階
）
に
て
直
接

※

お
薬
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
４
月
８
日
（
月
）
〜

19
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ
／
介
護
保
険
課

地
域
支
援
担
当

（
４
月
１
日
よ
り
課
名
変
更
）

内
線
（
3
0
9
7
・
3
0
8
4
）

子
育
て
マ
マ
向
け
健
康

づ
く
り
教
室
体
験
版

　
筋
力
ア
ッ
プ
ヨ
ガ
体
験
や
食
事

バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
方
法
（
ス
ム
ー

ジ
ー
試
飲
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
19
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所
／
宮
里
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
／
15
人
（
先
着
順
）

託
児
／
無
料
・
要
予
約
（
満
６

か
月
以
上
・
定
員
10
人
程
度
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ

オ
ル
・
飲
物

申
込
期
限
／
４
月
17
日
（
水
）

午
後
４
時

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

内
線
（
2
2
4
3
）

料
理
教
室

◆
親
子
料
理
教
室

〜
た
ま
ご
・
牛
乳
・
小
麦
粉
を

使
わ
な
い
料
理
〜

日
時
／
４
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
の
６
歳
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ

の
保
護
者

定
員
／
６
組

申
込
期
限
／
４
月
10
日
（
水
）

午
後
３
時

◆
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

〜
母
の
日
直
前
！
お
母
さ
ん
に

料
理
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
〜

日
時
／
５
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

対
象
／
市
内
在
住
の
６
歳
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
の
児
童

定
員
／
16
人

申
込
期
限
／
４
月
24
日
（
水
）

午
後
３
時

【
各
教
室
共
通
】

受
講
料
／
無
料

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

健
康
推
進
係

内
線
（
2
2
4
2
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
習
会

◆
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

講
師
／
大
城
充
幹
氏
、
知
念
諒
氏

日
時
／
５
月
11
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
／
沖
縄
市
多
目
的
運
動
場

対
象
／
４
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま

で
の
お
子
様
と
保
護
者

定
員
／
20
組
（
先
着
順
）

参
加
料
／
1
0
0
円
（
保
険
料
）

持
ち
物
／
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◆
現
代
の
環
境
に
応
じ
た
幼
児

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

講
師
／
知
念
諒
氏

日
時
／
５
月
13
日
（
月
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所
／
沖
縄
市
陸
上
競
技
場
会
議
室

対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
教
員
、

保
育
士
、
保
護
者

地域・学校連携施設の
市民開放

～生涯学習活動等にご活用ください～

問合せ／生涯学習課　内線（2743）

開放施設／市内小学校10校・中学校4校に併設
された地域・学校連携施設
開放日時（原則）／平日：午後6時～10時
土日・祝：午前9時～午後10時
※但し、学校教育に支障のない範囲内で開放し
ます。
利用対象者／学校区内に在住、在勤または在学す
る方で、概ね10人以上の団体（校区外でも教育長が
認める団体）
※児童・生徒の利用は監督責任者（成人）が必要
利用方法／学校もしくは教育委員会が委嘱する
各学校の管理指導員に連絡し、所定の手続きを
もって利用可能となります。詳しくは、各学校へお
問い合わせください。

募
集

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
筆
記
用
具
・
ノ
ー
ト

申
込
・
問
合
せ
／

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

℡ 

0
9
8-

9
3
2-

1
2
9
4

E-m
ail:sim

ins03@
city.

okinaw
a.okinaw

a.jp

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動

助
成
事
業

　
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
向
上
を

目
的
に
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
場
、

こ
ど
も
同
士
や
地
域
の
交
流
に
つ

な
が
る
体
験
活
動
に
対
し
、
講
師

謝
礼
金
を
助
成
し
ま
す
。

事
例
／
自
然
体
験
、
も
の
づ
く

り
、
食
育
講
座
な
ど

実
施
期
間
／
４
月
〜
翌
年
２
月

募
集
団
体
／

・
学
習
テ
ー
マ
設
定
コ
ー
ス
：

　８
団
体
（
活
動
回
数
５
回
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
コ
ー
ス
：

　
12
団
体
（
活
動
回
数
３
回
）

※

小
学
生
以
上
の
親
子
10
人
以

上
で
１
団
体
と
し
、
定
員
に
達

し
次
第
締
切

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
メ
ー

ル
で
、
初
回
実
施
予
定
日
の
１

か
月
前
ま
で
に
指
定
の
計
画
書

を
提
出
（
内
容
審
査
あ
り
）

申
込
期
間
／
４
月
〜
９
月

会場／沖縄市体育館

日時／4月6日（土） 　試合開始：午後6時5分
日時／4月7日（日）　試合開始：午後1時5分

vs 京都ハンナリーズ

日時／4月20日（土） 　試合開始：午後7時5分
日時／4月21日（日）　試合開始：午後6時5分

vs 滋賀レイクスターズ

日時／4月10日（水） 　試合開始：午後8時5分
vs 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

https://goldenkings.jp/

琉球ゴールデンキングス
試合日程

公式サイト

沖縄市役所　TEL 098-939-1212　防災行政無線が電話で確認できます。　 0120-0978-99（無料）

地
域・学
校
連
携
施
設
が
あ
る
学
校（
連
絡
先
）

山内小学校
TEL 098-933-6562
北美小学校
TEL 098-937-3616
室川小学校
TEL 098-938-2177
美里小学校
TEL 098-938-8844
美原小学校
TEL 098-934-0021
泡瀬小学校
TEL 098-934-2122
比屋根小学校
TEL 098-930-0581
中の町小学校
TEL 098-933-3054
島袋小学校
TEL 098-933-3365
高原小学校
TEL 098-937-3618
山内中学校
TEL 098-933-4793
美里中学校
TEL 098-937-3614
沖縄東中学校
TEL 098-934-9460
美東中学校
TEL 098-937-3613

※平成31年度の固定資産税納税通知書は4月1日発送予定です。
※土地・家屋を2人以上で所有している方については、共有名義者全員に固定資産税の納税通知書を送付いたします。なお、納付書については、これまで
どおり代表者の方への送付となります。

◆縦覧制度
納税者が、自己の土地・家屋と他の土
地・家屋の評価額を比較し、適正かどう
か判断するための制度です。
縦覧期間／4月1日（月）～5月7日（火）
縦覧時間／午前8時30分～午後5時
※土日・祝を除く
縦覧場所／資産税課
必要なもの／
・印鑑、申請者本人を確認できるもの（運
転免許証など）
・沖縄市固定資産税の納税者であること
が確認できるもの（納税通知書など）
※代理人の場合は、納税者等からの委任
状が必要です。

◆閲覧制度
納税義務者等が自己の資産について固定資産課税台帳に記載された内容を確認で
きる制度です。また、借地人借地物件の閲覧ができます。
※借地人や権利者であることが確認できるもの（契約書等）が必要です。
なお、納税通知書の中の課税明細書でも課税台帳に記載された内容を確認することがで
きます。
閲覧期間／通年　※土日・祝を除く　閲覧場所／資産税課

土地や家屋について、賃借権その他の使用又
は収益を目的とする権利（対価が支払われる
ものに限る）を有する者

固定資産の処分をする権利を有する一定の人
（賦課期日以後に固定資産を取得した人など）

当該権利の目的である固定資産
※当該権利を証する書類の提示が必要です。

当該権利の目的である土地（家屋の場合は家
屋およびその敷地である土地）
※当該権利を証する書類の提示が必要です。

固定資産税の納税義務者 当該納税義務者に係る全ての固定資産
閲覧できる人 閲覧できる内容

問合せ／資産税課　内線（2252～2257）

平成31年度　固定資産税課税の縦覧・閲覧制度
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沖縄防災情報ポータル ハイサイ！防災で～びる（多言語対応） http：//www.bousai.okinawa.jp/市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」
沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
）（
８
５.

４
M
H
z
）
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
午
後
２
時
50
分
〜
３
時
放
送
中
!!

沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
４
回
定
期
演
奏
会

日
時
／
４
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時

場
所
／
沖
縄
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
1
0
0
0
円

中
学
生
以

下
は
無
料
（
要
整
理
券
）

ゲ
ス
ト
出
演
／
琉
球
交
響
楽
団
、

美
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
沖
縄
市

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

問
合
せ
／
沖
縄
市
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局
（
は
な

し
ろ
小
児
科
内
）

℡
0
9
8-

9
3
0-

5
1
7
7

平
成
31
年
度
　
沖
縄
市

中
心
市
街
地
住
宅
整
備

促
進
事
業

　
中
心
市
街
地
内
の
古
い
建
物
を

除
却
し
、
新
た
に
住
宅
を
建
設
す

る
方
に
対
し
、
建
物
を
取
り
壊
す

際
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
予
算
に
到
達
次
第
締
切
）。

　
補
助
率
や
対
象
物
件
、
応
募
書

類
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
商
工
振
興
課

内
線
（
3
2
2
2
）

高
齢
者
元
気

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室

　
軽
い
運
動
や
介
護
予
防
な
ど
の

講
話
を
行
い
ま
す
。

日
程
／
【
全
24
回
】５
月
21
日
〜

８
月
９
日

毎
週
火
・
金

時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
で
、
医
師
よ
り

運
動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

定
員
／
15
人

参
加
費
／
１
回
1
0
0
円

※

送
迎
あ
り
（
１
回
2
0
0
円
）

申
込
方
法
／
介
護
保
険
課
窓
口

（
地
下
２
階
）
に
て
直
接

※

お
薬
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
４
月
８
日
（
月
）
〜

19
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ
／
介
護
保
険
課

地
域
支
援
担
当

（
４
月
１
日
よ
り
課
名
変
更
）

内
線
（
3
0
9
7
・
3
0
8
4
）

子
育
て
マ
マ
向
け
健
康

づ
く
り
教
室
体
験
版

筋
力
ア
ッ
プ
ヨ
ガ
体
験
や
食
事

バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
方
法
（
ス
ム
ー

ジ
ー
試
飲
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
19
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所
／
宮
里
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
／
15
人
（
先
着
順
）

託
児
／
無
料
・
要
予
約
（
満
６

か
月
以
上
・
定
員
10
人
程
度
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ

オ
ル
・
飲
物

申
込
期
限
／
４
月
17
日
（
水
）

午
後
４
時

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

内
線
（
2
2
4
3
）

料
理
教
室

◆
親
子
料
理
教
室

〜
た
ま
ご
・
牛
乳
・
小
麦
粉
を

使
わ
な
い
料
理
〜

日
時
／
４
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
の
６
歳
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ

の
保
護
者

定
員
／
６
組

申
込
期
限
／
４
月
10
日
（
水
）

午
後
３
時

◆
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

〜
母
の
日
直
前
！
お
母
さ
ん
に

料
理
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
〜

日
時
／
５
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

対
象
／
市
内
在
住
の
６
歳
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
の
児
童

定
員
／
16
人

申
込
期
限
／
４
月
24
日
（
水
）

午
後
３
時

【
各
教
室
共
通
】

受
講
料
／
無
料

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

健
康
推
進
係

内
線
（
2
2
4
2
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
習
会

◆
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

講
師
／
大
城
充
幹
氏
、
知
念
諒
氏

日
時
／
５
月
11
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
／
沖
縄
市
多
目
的
運
動
場

対
象
／
４
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま

で
の
お
子
様
と
保
護
者

定
員
／
20
組
（
先
着
順
）

参
加
料
／
1
0
0
円
（
保
険
料
）

持
ち
物
／
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◆
現
代
の
環
境
に
応
じ
た
幼
児

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

講
師
／
知
念
諒
氏

日
時
／
５
月
13
日
（
月
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所
／
沖
縄
市
陸
上
競
技
場
会
議
室

対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
教
員
、

保
育
士
、
保
護
者

地域・学校連携施設の
市民開放

～生涯学習活動等にご活用ください～

問合せ／生涯学習課　内線（2743）

開放施設／市内小学校10校・中学校4校に併設
された地域・学校連携施設
開放日時（原則）／平日：午後6時～10時
土日・祝：午前9時～午後10時
※但し、学校教育に支障のない範囲内で開放し
ます。
利用対象者／学校区内に在住、在勤または在学す
る方で、概ね10人以上の団体（校区外でも教育長が
認める団体）
※児童・生徒の利用は監督責任者（成人）が必要
利用方法／学校もしくは教育委員会が委嘱する
各学校の管理指導員に連絡し、所定の手続きを
もって利用可能となります。詳しくは、各学校へお
問い合わせください。

募
集

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
筆
記
用
具
・
ノ
ー
ト

申
込
・
問
合
せ
／

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

℡
0
9
8-

9
3
2-

1
2
9
4

E-m
ail:sim

ins03@
city.

okinaw
a.okinaw

a.jp

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動

助
成
事
業

　
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
向
上
を

目
的
に
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
場
、

こ
ど
も
同
士
や
地
域
の
交
流
に
つ

な
が
る
体
験
活
動
に
対
し
、
講
師

謝
礼
金
を
助
成
し
ま
す
。

事
例
／
自
然
体
験
、
も
の
づ
く

り
、
食
育
講
座
な
ど

実
施
期
間
／
４
月
〜
翌
年
２
月

募
集
団
体
／

・
学
習
テ
ー
マ
設
定
コ
ー
ス
：

８
団
体
（
活
動
回
数
５
回
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
コ
ー
ス
：

12
団
体
（
活
動
回
数
３
回
）

※

小
学
生
以
上
の
親
子
10
人
以

上
で
１
団
体
と
し
、
定
員
に
達

し
次
第
締
切

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
メ
ー

ル
で
、
初
回
実
施
予
定
日
の
１

か
月
前
ま
で
に
指
定
の
計
画
書

を
提
出
（
内
容
審
査
あ
り
）

申
込
期
間
／
４
月
〜
９
月

会場／沖縄市体育館

日時／4月6日（土） 　試合開始：午後6時5分
日時／4月7日（日）　試合開始：午後1時5分

vs 京都ハンナリーズ

日時／4月20日（土） 　試合開始：午後7時5分
日時／4月21日（日）　試合開始：午後6時5分

vs 滋賀レイクスターズ

日時／4月10日（水） 　試合開始：午後8時5分
vs 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

https://goldenkings.jp/

琉球ゴールデンキングス
試合日程

公式サイト

沖縄市役所　TEL 098-939-1212　防災行政無線が電話で確認できます。　 0120-0978-99（無料）

地
域・学
校
連
携
施
設
が
あ
る
学
校（
連
絡
先
）

山内小学校
TEL 098-933-6562
北美小学校
TEL 098-937-3616
室川小学校
TEL 098-938-2177
美里小学校
TEL 098-938-8844
美原小学校
TEL 098-934-0021
泡瀬小学校
TEL 098-934-2122
比屋根小学校
TEL 098-930-0581
中の町小学校
TEL 098-933-3054
島袋小学校
TEL 098-933-3365
高原小学校
TEL 098-937-3618
山内中学校
TEL 098-933-4793
美里中学校
TEL 098-937-3614
沖縄東中学校
TEL 098-934-9460
美東中学校
TEL 098-937-3613

※平成31年度の固定資産税納税通知書は4月1日発送予定です。
※土地・家屋を2人以上で所有している方については、共有名義者全員に固定資産税の納税通知書を送付いたします。なお、納付書については、これまで
どおり代表者の方への送付となります。

◆縦覧制度
納税者が、自己の土地・家屋と他の土
地・家屋の評価額を比較し、適正かどう
か判断するための制度です。
縦覧期間／4月1日（月）～5月7日（火）
縦覧時間／午前8時30分～午後5時
※土日・祝を除く
縦覧場所／資産税課
必要なもの／
・印鑑、申請者本人を確認できるもの（運
転免許証など）
・沖縄市固定資産税の納税者であること
が確認できるもの（納税通知書など）
※代理人の場合は、納税者等からの委任
状が必要です。

◆閲覧制度
納税義務者等が自己の資産について固定資産課税台帳に記載された内容を確認で
きる制度です。また、借地人借地物件の閲覧ができます。
※借地人や権利者であることが確認できるもの（契約書等）が必要です。
なお、納税通知書の中の課税明細書でも課税台帳に記載された内容を確認することがで
きます。
閲覧期間／通年　※土日・祝を除く 閲覧場所／資産税課

土地や家屋について、賃借権その他の使用又
は収益を目的とする権利（対価が支払われる
ものに限る）を有する者

固定資産の処分をする権利を有する一定の人
（賦課期日以後に固定資産を取得した人など）

当該権利の目的である固定資産
※当該権利を証する書類の提示が必要です。

当該権利の目的である土地（家屋の場合は家
屋およびその敷地である土地）
※当該権利を証する書類の提示が必要です。

固定資産税の納税義務者 当該納税義務者に係る全ての固定資産
閲覧できる人 閲覧できる内容

問合せ／資産税課　内線（2252～2257）

平成31年度　固定資産税課税の縦覧・閲覧制度

202019.4.1広報21 2019.4.1広報



沖縄市役所　TEL 098-939-1212 沖縄市公式サイト http：//www.city.okinawa.okinawa.jp/

４
月
は
、
固
定
資
産
税
１
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
５
月
７
日
!
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

申
込
・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

内
線
（
2
7
4
4
）

E-m
ail:kyo_syoub81@

city.okinaw
a.okinaw

a.jp

エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド

入
門
講
座

期
間
／
５
月
７
日
〜
30
日

講
座
／
エ
ク
セ
ル
：
月
・
水
、

ワ
ー
ド
：
火
・
木

時
間
／
午
前
ク
ラ
ス
：
９
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
ク
ラ
ス
：
１

時
〜
３
時
30
分

※

申
込
時
に
選
択

定
員
／
午
前
・
午
後
各
10
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
新

規
申
込
の
方
を
優
先
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方
（
文
字
入
力
・
マ

ウ
ス
操
作
の
で
き
る
方
）

受
講
料
／
無
料

※

施
設
内
の
パ
ソ
コ
ン
使
用

（
パ
ソ
コ
ン
持
込
み
相
談
可
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接

申
込
時
間
／
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
（
土
日
・
祝
を

除
く
）

申
込
期
限
／
４
月
25
日
（
木
）

申
込
・
問
合
せ
／

沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

℡
0
9
8-

9
3
0-

1
6
9
2

平
成
31
年
度
学
資
貸

与
生
募
集
（
若
干
名
）

対
象
／
大
学
入
学
後
、
経
済
的
理

由
で
修
学
困
難
な
方

貸
与
額
（
月
額
）
／

県
内
大
学
：
３
万
円
・
４
万
円
・

５
万
円
（
選
択
）

県
外
大
学
：
５
万
円
・
６
万
円
・

７
万
円
（
選
択
）

申
込
期
間
／
４
月
１
日
（
月
）
〜

25
日
（
木
）

申
込
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
金
土
日
・
祝
を
除
く
）

※

申
込
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人

沖
縄
市
育
英
会（
市
役
所
地
下
１
階
）

℡
0
9
8-

9
3
8-

5
5
2
0

平
和
を
取
材
す
る

親
子
記
者
事
業

　
長
崎
で
原
爆
の
被
害
や
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
、
親
子
で
取
材
し

新
聞
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
／
８
月
８
日
（
木
）
〜

11
日
（
日
）

場
所
／
長
崎
県
長
崎
市

対
象
／
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

と
そ
の
保
護
者

定
員
／
全
国
の
対
象
自
治
体
か
ら

９
組（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
／
５
月
７
日（
火
）

※

参
加
が
決
定
し
た
方
に
は
、事

前
課
題
と
滞
在
中
の
記
事
作
成
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

長
崎
へ
の
旅
費
は
支
給
し
ま

す
。申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務

局
公
式
サ
イ
ト
内
の
募
集
要
領
を

確
認
下
さ
い
。

公
式
サ
イ
ト
／http://w

w
w
.nu

cfreejapan.com
 （『

ま
た
は
親
子

記
者
事
業
』と
検
索
）

申
込
・
問
合
せ
／
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
事
務
局
（
長
崎

市
平
和
推
進
課
内
）

℡
0
9
5-

8
4
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9
9
2
3

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

手
づ
く
り
こ
い
の
ぼ
り

第
15
回
平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ

り
ま
つ
り
で
掲
揚
す
る
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
手
作
り
こ
い

の
ぼ
り
及
び
掲
揚
式
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
提
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限
／
４
月

21
日
（
日
）

掲
揚
式
日
時
／
４
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分

※

ま
つ
り
は
４
月
28
日
（
日
）
か

ら
５
月
５
日
（
日
）
ま
で

場
所
／
平
和
祈
念
公
園
（
糸
満
市

摩
文
仁
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団

℡
0
9
8-

9
9
7-

2
7
6
5

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

支
援
員

　
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
へ
「
絵
本
」
を
通
し
て

子
育
て
の
応
援
を
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
市
立
図
書
館

℡
0
9
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9
4
9

図
書
館
だ
よ
り

℡
0
9
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ー
９
２
９
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４
９
１
９

編集後記

沖縄市役所　TEL 098-939-1212　沖縄市観光ポータルサイト コザウェブ http：//www.kozaweb.jp/

新春ソフトバレーボール沖縄市大会の
取材に行きました。幅広い層の選手が
熱戦を繰り広げており、運動不足の自
分も体を動かしたくなりました。( 大 )

強豪横浜高校と市内の高校の交流試合。
マウンドもベンチも客席も、活き活きと
素敵な表情をしていました。愛しの母校
野球部も出場。母校ばかり贔屓して撮ら
ない様、ぐっと我慢しました (木 )

問合せ／秘書広報課　広報広聴係　内線（2371）

平成31年度
知花花織後継者育成事業

研修生募集

研修期間／７月１日（月）～翌年３月３１日（火）
研修時間／午前９時～午後４時（土日・祝
を除く）
研修場所／知花花織事業協同組合内
応募条件／市内在住１年以上で、研修修了
後は知花花織事業協同組合に加入し、生産
活動に従事できる方
定員／６人（面接あり）
受講料／無料
提出書類／研修願書（所定様式有）、住民
票抄本
所定様式／知花花織事業協同組合と商工
振興課窓口で配布（市公式サイトからダウ
ンロードできます）
募集締切／5月31日（金）　午後5時
提出・問合せ／知花花織事業協同組合事務局

TEL 098－921－1187 申込・問合せ／沖縄市立中央公民館　TEL 098－894－6129　FAX 098－939－0035

ボイストレーニングを通して、健康づくりや生きが
いづくりに役立てます。
講師／石川真也氏（ボイストレーナー）
日程／【全3回】 5月8日（水）・15日（水）・22日（水）
時間／午前9時30分～11時30分
申込期限／4月23日（火）
※過去に受講した方はご遠慮ください

◆初級ボイストレーニング講座
自分でできるマッサージ方法
で、体のトラブルを解消し体質
改善を目指します。
講師／山内幸子氏（耳ツボセラピスト）
日時／5月29日（水）
午前10時～正午
申込期限／5月10日（金）

◆耳ツボマッサージで体質改善！

基礎を学び、正しい携帯の使い方を習得します。
講師／斎藤卓也氏（KDDI認定講師）
日時／5月15日（水）　①午前10時～正午　②午後2時～4時
※①②を選択してお申込みください。
内容／①基礎操作、インターネット、便利なアプリ
活用など　②基本操作、インターネット、防災対策・
防災アプリ体験など
※講座用の無料貸出スマホを使用します。
申込期限／5月7日（火）

市内で開催されるイベント情報やその様子、市役
所の各課からのお知らせ、(緊急)防災情報など、
さまざまな情報を配信しています！

◆シニア向け初めてのスマホ安全教室
受講料／無料
場所／沖縄市立中央公民館
対象／市内在住・在勤の成人
定員／20人（申込多数の場合は抽選）
申込方法／電話またはFAX
（記載事項：講座名・氏名・住
所・連絡先・性別・年代）
申込時間／午前9時～午後5
時（土日・祝を除く）

【各共通】

定
例
お
は
な
し
会

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

ど
う
ぞ
！

休
館
日

４
月
１
日（
月
）、８
日（
月
）、
15
日

（
月
）、22
日（
月
）、25
日（
木・館
内
整

理
日
）、29
日（
月・昭
和
の
日
）

移
動
図
書
館
ち
え
ぞ
う
君

車
両
の
新
規
購
入
に
よ
る
入
れ
替
え

の
た
め
、今
の
ち
え
ぞ
う
君
の
巡
回
は

４
月
28
日（
日
）ま
で
で
す
。新
し
い
ち

え
ぞ
う
君
で
、５
月
末
に
巡
回
を
再

開
す
る
予
定
で
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
！

４
月
13
日（
土
）午
後
３
時

・ち
い
さ
な
ね
こ（
絵
本
）

・は
な
の
す
き
な
お
じ
い
さ
ん（
紙
芝
居
）

４
月
20
日（
土
）午
後
３
時

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
い
ゆ
い

・キ
ャ
ベ
ツ
く
ん（
大
型
絵
本
）

・お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に（
大
型
絵
本
）

４
月
27
日（
土
）午
後
３
時

・お
す
わ
り
ど
う
ぞ（
絵
本
）

・ま
あ
ち
ゃ
ん
の
な
が
い
か
み（
絵
本
）

中央公民館5月講座

◆普通救命講習Ⅰ
内容／成人に対する心肺蘇生、AED取
扱い、止血法など
①消防署（美里）
日時／
・4月9日（火）　午後2時～5時
・4月13日（土）　午前9時～正午
・4月23日（火）　午後2時～5時
定員／20人
②山内出張所
日時／4月16日（火）　午後2時～5時
定員／10人

◆普通救命講習Ⅲ
乳幼児・小児に対する心肺蘇生、

AEDの取扱い、止血、異物除去など
日時／4月25日（木）　午後2時～5時
場所／消防署（美里）
定員／20人

◆上級救命講習
乳幼児・小児・成人に対する

心肺蘇生、AEDの取扱い、止
血、外傷手当、異物除去、搬送
法など
※筆記及び実技試験あり。
日時／4月7日（日）

　午前9時～午後6時
場所／消防署（美里）
定員／20人

【各講座共通】
受講料／無料（講習修了者に救
命講習修了証を発行）
申込方法／電話受付（先着順）
申込時間／午前9時～午後5
時15分（土日・祝を除く）

笑顔と自信で仕事が変わる！
デキる大人の印象アップ大作戦！

申込・問合せ／沖縄市男女共同参画センター
TEL 098－894－6175

申込・問合せ／沖縄市消防本部 警防課
TEL 098－929－0900

講師／森あゆみ氏（顔ヨガインストラクター）
日程／【全2回】5月17日（金）・24日（金）
時間／午後7時～8時30分
場所／沖縄市男女共同参画センター
対象／市内在住・在勤・在学の方
定員／20人（申込多数の場合は抽選）
受講料／無料
託児／無料・要予約（満6か月～小学4年生）
申込方法／電話または直接
申込期限／5月9日（木）

　顔ヨガを通して、表情豊かに、自分の意思や
正しい情報を伝える能力を高め、コミュニケー
ションを円滑にするスキルを身につけます。

10連休中の男女共同参画センター会議室利用
5月3日（金）～13日（月）に会議室を利用される個
人及び団体の皆さまは、4月26日（金）までに利用
予約・申請書のご提出をお願いします。

応急手当講習

沖縄市公式LINE@にて情報配信中！

「友だち登録」随時募集中!!
←『友だち追加』はこちらから
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5
5
2
0

平
和
を
取
材
す
る

親
子
記
者
事
業

長
崎
で
原
爆
の
被
害
や
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
、
親
子
で
取
材
し

新
聞
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
／
８
月
８
日
（
木
）
〜

11
日
（
日
）

場
所
／
長
崎
県
長
崎
市

対
象
／
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

と
そ
の
保
護
者

定
員
／
全
国
の
対
象
自
治
体
か
ら

９
組（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
／
５
月
７
日（
火
）

※
参
加
が
決
定
し
た
方
に
は
、事

前
課
題
と
滞
在
中
の
記
事
作
成
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

長
崎
へ
の
旅
費
は
支
給
し
ま

す
。申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務

局
公
式
サ
イ
ト
内
の
募
集
要
領
を

確
認
下
さ
い
。

公
式
サ
イ
ト
／http://w

w
w
.nu

cfreejapan.com
 （『

ま
た
は
親
子

記
者
事
業
』と
検
索
）

申
込
・
問
合
せ
／
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
事
務
局
（
長
崎

市
平
和
推
進
課
内
）

℡
0
9
5-

8
4
4-

9
9
2
3

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

手
づ
く
り
こ
い
の
ぼ
り

　
第
15
回
平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ

り
ま
つ
り
で
掲
揚
す
る
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
手
作
り
こ
い

の
ぼ
り
及
び
掲
揚
式
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
提
出
期
限
／
４
月

21
日
（
日
）

掲
揚
式
日
時
／
４
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分

※

ま
つ
り
は
４
月
28
日
（
日
）
か

ら
５
月
５
日
（
日
）
ま
で

場
所
／
平
和
祈
念
公
園
（
糸
満
市

摩
文
仁
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団

℡
0
9
8-

9
9
7-

2
7
6
5

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

支
援
員

　
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
へ
「
絵
本
」
を
通
し
て

子
育
て
の
応
援
を
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
市
立
図
書
館

℡
0
9
8-

9
3
9-
1
9
4
9

図
書
館
だ
よ
り

℡
0
9
8
ー
９
２
９
ー
４
９
１
９

編集後記

沖縄市役所　TEL 098-939-1212　沖縄市観光ポータルサイト コザウェブ http：//www.kozaweb.jp/

新春ソフトバレーボール沖縄市大会の
取材に行きました。幅広い層の選手が
熱戦を繰り広げており、運動不足の自
分も体を動かしたくなりました。( 大 )

強豪横浜高校と市内の高校の交流試合。
マウンドもベンチも客席も、活き活きと
素敵な表情をしていました。愛しの母校
野球部も出場。母校ばかり贔屓して撮ら
ない様、ぐっと我慢しました (木 )

問合せ／秘書広報課　広報広聴係　内線（2371）

平成31年度
知花花織後継者育成事業

研修生募集

研修期間／７月１日（月）～翌年３月３１日（火）
研修時間／午前９時～午後４時（土日・祝
を除く）
研修場所／知花花織事業協同組合内
応募条件／市内在住１年以上で、研修修了
後は知花花織事業協同組合に加入し、生産
活動に従事できる方
定員／６人（面接あり）
受講料／無料
提出書類／研修願書（所定様式有）、住民
票抄本
所定様式／知花花織事業協同組合と商工
振興課窓口で配布（市公式サイトからダウ
ンロードできます）
募集締切／5月31日（金）　午後5時
提出・問合せ／知花花織事業協同組合事務局

TEL 098－921－1187 申込・問合せ／沖縄市立中央公民館　TEL 098－894－6129　FAX 098－939－0035

ボイストレーニングを通して、健康づくりや生きが
いづくりに役立てます。
講師／石川真也氏（ボイストレーナー）
日程／【全3回】 5月8日（水）・15日（水）・22日（水）
時間／午前9時30分～11時30分
申込期限／4月23日（火）
※過去に受講した方はご遠慮ください

◆初級ボイストレーニング講座
自分でできるマッサージ方法
で、体のトラブルを解消し体質
改善を目指します。
講師／山内幸子氏（耳ツボセラピスト）
日時／5月29日（水）
午前10時～正午
申込期限／5月10日（金）

◆耳ツボマッサージで体質改善！

基礎を学び、正しい携帯の使い方を習得します。
講師／斎藤卓也氏（KDDI認定講師）
日時／5月15日（水）　①午前10時～正午　②午後2時～4時
※①②を選択してお申込みください。
内容／①基礎操作、インターネット、便利なアプリ
活用など　②基本操作、インターネット、防災対策・
防災アプリ体験など
※講座用の無料貸出スマホを使用します。
申込期限／5月7日（火）

市内で開催されるイベント情報やその様子、市役
所の各課からのお知らせ、(緊急)防災情報など、
さまざまな情報を配信しています！

◆シニア向け初めてのスマホ安全教室
受講料／無料
場所／沖縄市立中央公民館
対象／市内在住・在勤の成人
定員／20人（申込多数の場合は抽選）
申込方法／電話またはFAX
（記載事項：講座名・氏名・住
所・連絡先・性別・年代）
申込時間／午前9時～午後5
時（土日・祝を除く）

【各共通】

定
例
お
は
な
し
会

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

ど
う
ぞ
！

休
館
日

４
月
１
日（
月
）、８
日（
月
）、
15
日

（
月
）、22
日（
月
）、25
日（
木・館
内
整

理
日
）、29
日（
月・昭
和
の
日
）

移
動
図
書
館
ち
え
ぞ
う
君

車
両
の
新
規
購
入
に
よ
る
入
れ
替
え

の
た
め
、今
の
ち
え
ぞ
う
君
の
巡
回
は

４
月
28
日（
日
）ま
で
で
す
。新
し
い
ち

え
ぞ
う
君
で
、５
月
末
に
巡
回
を
再

開
す
る
予
定
で
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
！

４
月
13
日（
土
）午
後
３
時

・ち
い
さ
な
ね
こ（
絵
本
）

・は
な
の
す
き
な
お
じ
い
さ
ん（
紙
芝
居
）

４
月
20
日（
土
）午
後
３
時

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
い
ゆ
い

・キ
ャ
ベ
ツ
く
ん（
大
型
絵
本
）

・お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に（
大
型
絵
本
）

４
月
27
日（
土
）午
後
３
時

・お
す
わ
り
ど
う
ぞ（
絵
本
）

・ま
あ
ち
ゃ
ん
の
な
が
い
か
み（
絵
本
）

中央公民館5月講座

◆普通救命講習Ⅰ
内容／成人に対する心肺蘇生、AED取
扱い、止血法など
①消防署（美里）
日時／
・4月9日（火）　午後2時～5時
・4月13日（土）　午前9時～正午
・4月23日（火）　午後2時～5時
定員／20人
②山内出張所
日時／4月16日（火）　午後2時～5時
定員／10人

◆普通救命講習Ⅲ
乳幼児・小児に対する心肺蘇生、

AEDの取扱い、止血、異物除去など
日時／4月25日（木）　午後2時～5時
場所／消防署（美里）
定員／20人

◆上級救命講習
乳幼児・小児・成人に対する

心肺蘇生、AEDの取扱い、止
血、外傷手当、異物除去、搬送
法など
※筆記及び実技試験あり。
日時／4月7日（日）

午前9時～午後6時
場所／消防署（美里）
定員／20人

【各講座共通】
受講料／無料（講習修了者に救
命講習修了証を発行）
申込方法／電話受付（先着順）
申込時間／午前9時～午後5
時15分（土日・祝を除く）

笑顔と自信で仕事が変わる！
デキる大人の印象アップ大作戦！

申込・問合せ／沖縄市男女共同参画センター
TEL 098－894－6175

申込・問合せ／沖縄市消防本部 警防課
TEL 098－929－0900

講師／森あゆみ氏（顔ヨガインストラクター）
日程／【全2回】5月17日（金）・24日（金）
時間／午後7時～8時30分
場所／沖縄市男女共同参画センター
対象／市内在住・在勤・在学の方
定員／20人（申込多数の場合は抽選）
受講料／無料
託児／無料・要予約（満6か月～小学4年生）
申込方法／電話または直接
申込期限／5月9日（木）

　顔ヨガを通して、表情豊かに、自分の意思や
正しい情報を伝える能力を高め、コミュニケー
ションを円滑にするスキルを身につけます。

10連休中の男女共同参画センター会議室利用
5月3日（金）～13日（月）に会議室を利用される個
人及び団体の皆さまは、4月26日（金）までに利用
予約・申請書のご提出をお願いします。

応急手当講習

沖縄市公式LINE@にて情報配信中！

「友だち登録」随時募集中!!
←『友だち追加』はこちらから

222019.4.1広報23 2019.4.1広報
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【今月の市民】　人口142,263人　男  69,013人　女  73,250人　世帯数  62,204世帯（平成31年3月1日現在）

ホームページ http://www.city.okinawa.okinawa.jp/ホームページ http://www.city.okinawa.okinawa.jp/

編
集
と
発
行
／
沖
縄
市
役
所
総
務
部
 秘
書
広
報
課

沖
縄
市
仲
宗
根
町
26
番
1
号
　
TEL（
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代
）

印
刷
／
株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷
　
TEL（

098）995-4444

C O N T E N T S

平成31年度 施政方針
第27回 2019 おきなわマラソン
第10回 沖縄こどもの国 花まつり2019
沖縄市の給与・定員管理等
わったーじちくゎい
お知らせ
家庭ごみ収集変更のお知らせ

2～7
8
10

14～15
16

17～23
24

赤き鯉戦士、赤き鯉戦士、

始動始動 !!!!
コザしんきんスタジアムで春季キャンプを行った
広島東洋カープ。白球に魂を込め、セ・リーグ４連覇、
３５年ぶりの日本一を目指し突き進め!!

コザしんきんスタジアムで春季キャンプを行った
広島東洋カープ。白球に魂を込め、セ・リーグ４連覇、
３５年ぶりの日本一を目指し突き進め!!

20192019
AprilApril
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4 　地域で健康づくりに取り組む雰囲気を高めるため、
　毎年３月７日の前後の期間に開催している「３７運動」。
　市内の37自治会では、グラウンドゴルフやカローリン
グ、体操などで体を動かしたり、医師の講話やヘルシー
クッキングなどで健康について学んだりと、医療機関や
関係団体の協力のもと、運動や食事等の健康に関する
取組が行われました。

※平成31年4月改訂「沖縄市ごみハンドブック」は、「広報
おきなわ」4月号と合わせて配布予定です。
　また、市役所１階受付カウンター、地下２階 環境課及び
各自治会でも受け取ることができます。

みんなで仲良く健康づくり ３７ 運動
（さんなな）

泡瀬第三自治会は「ＮＥ
Ｗスポーツ体験！カロー

リング」

初体験の方も次第に慣れ
、一投ごとに声援を受け

、楽しく

体を動かしていました。

古謝自治会は「足
の健康」

靴が原因で起こ
る足のトラブル

や靴の選び

方などを理学療
法士の講話から

学びまし

た。皆、普段履い
ている靴と足に

良い靴を比

べながら、真剣に
話を聞いていま

した。
大里自治会は「動作法体験」肩こりや膝・腰痛になる体のしくみを学び、痛むところに負担をかけない体の動かし方に、驚きと笑顔があふれました。

胡屋自治会は「楽しくエクササイズ」音楽と講師の声に合わせて手足を大きく動かす運動に、息が切れそうになりながらも最後まで笑顔で体験しました。

平成31年4月1日から家庭ごみの分け方・出し方が変わります。（一部変更）

草木を資源として
毎週水曜日に定期収集します。
一度に出せる量が、袋または束合わせて
「２点まで」から「６点まで」となります。
７点以上は受付となりますのでご注意ください。

※資源として収集するため、草木以外は入れないでください。
※45ℓ以内の透明袋（中身が確認できる袋）で出せます。

※赤字は変更箇所です。お住まい地域のご確認をよろしくお願いします。

受付専用電話：938－5371（平日 午前8:30～午後5:15）

問合せ／環境課　内線（２２２３～２２２６）

粗大ごみ 有害ごみ
ふとん、シーツ、ござ等は粗大ごみ
となります。

※電池がもやせないごみから有害ごみ
に変わります（アルカリ・マンガンのみ）

※50㎝未満に
切って指定ごみ
袋に入ったら
もやせるごみ

受付専用電話 938-5371
（平日午前8:30～午後5：15）

透明袋

電池パック・充
電式電池・ボタ
ン電池は販売店
へお問い合わせ
ください。

充
電
式

家庭ごみの収集曜日

地　域

月・木
池原、登川、知花
松本、明道、八重島
美原、美里1～6丁目

越来、城前町、嘉間良
住吉、中央、上地

照屋、室川、仲宗根町
安慶田1～4丁目
胡屋1丁目

安慶田5丁目、胡屋7丁目
与儀、比屋根、高原
泡瀬1～4丁目、大里1丁目

泡瀬5～6丁目、大里2丁目
字大里、海邦町、海邦、桃原
古謝、古謝津嘉山町、東
宮里、字美里、美里仲原町

諸見里、山里
山内、南桃原

園田、久保田
胡屋2～6丁目

水

木

木

水

金

金

金 水

金

火

火

水

水

木

月

月・木

月・木

月・木

火・金

火・金

火・金

もやせるごみ
（指定ごみ袋）

もやせないごみ
（指定ごみ袋）

草木類
（透明袋）

かん
（透明袋）

びん
（透明袋）

紙類
（縛る）

有害ごみ（透明袋）

ペット
ボトル
（透明袋）


